
特

集

オ
ー

ス
ト
ラ
リ

ア

・
経
営

.
文
化

.
社
会

4

オ
ー

ス
ト

ラ
リ
ア

の
労
使

関
係

と

日
系
企
業
経
営

丹

野

勲

は
じ
め

に

第

一
章

オ

ー

ス
ト

ラ
リ
ア
経
済

の
現
状

第

二
章

オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
労
使
関
係

第

一
節

オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
労
働
組
合

の
構
造

一

オ

ー

ス
ト

ラ
リ
ア

の
労
働

組
合

の
概
要

ニ

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
労
働
組
合
評
議
会

(A
C
T
U
)

第

二
節

オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
労
使
紛
争

処
理
-
強
制
仲
裁
制

度

一

労
使
紛
争

に
関
す

る
制
度

二

連
邦

お
よ
び
州
政
府

の
労
使
関
係

に
関
す

る
権
限

三

仲
裁
制
度
と
裁
定

四

労
働
組
合

の
登
録

・
認
知

第

三
節

オ
ー

ス
ト

ラ
リ
ア
の
賃
金
決
定

シ
ス
テ
ム

一

国
家

レ
ベ

ル
で
の
賃
金
決
定

二

産
業

レ
ベ

ル
で

の
賃
金
決
定

i

ア
ワ
ー
ド

第

三
章

オ
ー

ス
ト

ラ
リ
ア
日
系
企
業

の
経
営

第

一
節

オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア

へ
の
日
本

の
直
接
投
資

第
二
節

オ

ー

ス
ト
ラ
リ
ア
日
系

企
業

の
現
地
調
査

調
査

の
概
要

二

日
系
企
業

の
経
営

の
概
況
と
問
題
点

三

組
織

と
組
織
行
動

四

オ

ー
ス
ト

ラ
リ

ア
の
文
化
と
経
営

五

人
事

・
労
務

六

生
産

・
工
場
管
理

七

日
系

企
業

に
対
す

る
オ

ー
ス
ト

ラ
リ
ア

の
反
発

.
警

戒
感

第

三
節

オ

ー

ス
ト
ラ
リ
ア
日
系

企
業

の
ケ
ー

ス
研
究
l

A
電
気

メ
ー
カ
ー
の
事
例

お
わ

り

に



国 際 経 営 フ ォー ラ ムNo.3

は
じ
め
に

大

多
数

の
日
本

人

の
オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

に
対

す

る
イ

メ

ー
ジ

は
、

コ
ア

ラ
、

カ

ン
ガ

ル
ー

に
代
表

さ

れ

る
珍

し

い
動

物

の
楽

園

で
あ

り
、

マ
リ

ン

ス
ポ

ー

ツ
を

一
年

中
楽

し

め

る
太

陽

が
輝

く

リ
ゾ

ー

ト
地

で
あ

り
、

新

婚
旅

行

先

で
最

も
人

気

の
あ

る
国

で
あ

り
、

国

民

は
豊

か
な
経

済

生

活

を
享

受

し

て

い
る
西
欧

の
国

で
あ

る
、

と

い

っ
た

と

こ
ろ

で
あ

ろ
う

。
著

者

も
、

偶

然

に
も
昨

年

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア
留

学

と

い
う
機

会

が
与

え

ら

れ

る
ま

で

こ
の

よ
う

な

イ

メ

ー
ジ

を

抱

い

て

い
た

し
、

ま

た

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
経

済

・
経

営

.
社

会

に
対

す

る
知

識

も
全

く
無

か

っ
た

と

い

っ
て

い

い
。

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

の
企

業

経
営

を
研

究

し

て

い
く

う

ち

に
、

こ
の
単

純

な

イ

メ

ー

ジ
と

は
違

っ
た
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
企
業

経

営

に

は
困

難

な

問

題

が
内

在

し

て

い
る

こ
と

に
気

が
付

い
た
。

そ

れ

は
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
は
労
働

組

合

の
力

が
極

め

て
強

い

こ
と

、

経
営

学

的

に
見

る

と
労

使
関

係

が
企

業

経

営

に
大

き

な

影
響

を
与

え

て

い
る

こ
と

で

あ

る
。

企

業

は
、

賃

金

、

労
働

時

間

等

の
労
務

政
策

を

企
業

単

独

で
は
決

定

で
き
ず

、

中

央

の

レ
ベ

ル

で

の
強
制

仲
裁

制

度

に
よ

る

ア

ワ
ー
ド

に
よ

っ
て
決

定

さ

れ

る

の
で
あ

る
。

こ
の

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
政

策

は
、

日
本

の
み
な

ら
ず

西
洋

諸
国

の
な

か

で
も
見

ら

れ

な

い
も

の

で
あ

る
。

本

研
究

は
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
労

使

関

係

に

つ

い
て
、

そ

の
な

か

で
も
労

働

組

合

の
構

造
、

強

制

仲

裁
制

度
、

賃

金

決
定

シ

ス
テ

ム
を
中

心

と

し

て
論

じ

た

も

の

で
あ

る
。

さ

ら

に
、

本

研

究

で

は
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

に
あ

る

日
系

企
業

の
経

営

に

つ

い
て
多

角

的

視

点

か

ら
実
証

的

に
研

究

し

た
。

質

問

紙

調

査

を
中

心

と

し

な

が

ら
、

ケ

ー

ス
研

究

を
も

行

っ
た
。

日
本

人

は
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
経
済

、

経

営

に
対

す

る
知

識

は
極

め

て
乏

し

い
と

い

っ
て

い

い
。

事
実

、

日

本

で
は

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ァ

の
企

業

経
営

に
関

す

る
研

究

は
必
ず

し

も
多

く

は
な

い
。

本

研

究

が
、

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

の
企
業

経

営

に
関

心

を
持

っ
て

い

る
企

業

人
、

研

究

者

の
方

に
参

考

に
な

れ
ば

幸

い

で
あ

る
。

本

研

究

を
行

う

に
あ

た

っ
て
多

く

の
方

の
援

助

を
得

た
。

三

回

に
わ

た

る

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア
留

学

の
機

会

を
与

え

て
頂

い
た

ラ
ト

ロ
ー
ブ

大

学

の
杉

本

良

夫

教

授
、

モ
ナ

ッ
シ

ュ
大

学

日
本

研

究

セ

ン
タ

ー
所

長

の

菊
o
器

ζ
o
環
臼

教

授
、
モ
ナ

ッ
シ

ュ
大

学

日
本
研

究

科

長

の

Z
Φ
¢
ω
ε
℃
ロ
図
』
・
ζ

教
授

、
ま
た
、
労

使
関

係

に

つ
い
て
特

に
御

指

導

い
た

だ

い
た

モ
ナ

ッ
シ

ュ
大

学

薯

葭

Ω。
ヨ

〉
・
国
o
≦
碧
α

教

授

に
は
特

に
感

謝

し

た

い
。

ま

た
、

本
調

査

研

究

に
協

力

頂

い

た

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
日
系

企
業

の
方

々
に
も
感

謝

し

た

い
。

本

研

究

は
、

神

奈

川
大

学

国

際

研
究

所

オ

セ

ア

ニ
ア
研

究

セ

ン

タ

ー
、

お

よ

び
グ

ロ
ー
バ

ル
経

営

研
究

プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

の
成
果

で

も

あ

る
。

ま

た
、

本

研

究

に
対

し

て
、

一
九

九

〇
/

九

一
年

度
豪

日
交

流

基

金

(↓
げ
Φ
〉
臣
叶
鑓

一一甲
富

℃
彗

閃
o
琶

α
m
鉱
o
コ
)

よ
り

一

般

奨

励

金

の
交
付

を
受

け

た
。
豪

日
交

流
基

金

に
対

し

て
も
重

ね

て

お
礼

を
申

し
上

げ

た

い
。

5



オース トラ リアの労使関係 と日系企業経営

第

一
章

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
経
済

の
現
状

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

の
経

済

は
現

在

、

深

刻

な

経

済

不

況

に
あ

る
。

実

質

国
民

総

生

産

(○
「
o
ω
ω
U
o
日
Φ
ω
鉱
o
℃
同
&

二
〇
ゴ

O
U
℃
)

を

見

る

と
、

一
九

八
七
/

八

八
年

期

は

四

・

一
%

の
プ

ラ

ス
、

八

八
/

八
九
年

期

は

三

・
四
%

の
プ

ラ

ス
で
あ

っ
た
。

し

か
し
、

一

九

九

〇
/

九

一
年

期

は
、

九

〇
年

六
月

か
ら

の
四
半
期

か
ら

G

D

P
成

長
率

は

マ
イ

ナ

ス
に
転

じ

て

い

る
。

消

費

者
物

価

指

数

(0
8

ω巳
目
Φ
『
勺
ユ
O
Φ
ぎ
α
Φ
×
日
O
国

)

に

よ

る
イ

ン

フ

レ
ー

シ

ョ
ン
の
統

計

に

よ

る
と
、

八
九
/

九

〇

年

期

は

八
%

の
上

昇

で

あ

っ
た
。

こ
の
上

昇

率

は
、

こ

こ
数

年

と
比

べ

て

必
ず

し

も
高

い
数

字

で
は

な

い
が
、

O

E
C

D
諸

国

の
イ

ン
フ

レ

ー

シ

ョ
ン

レ
ー
ト

の
平

均

が

五
%

で
あ

っ
た

こ
と

を
比

較

す

る
と

高

い
。

図
表

1

は
、

一
九

六
〇
年

か
ら
現

在

ま

で

の
イ

ン

フ

レ
ー

シ

ョ
ン
レ

ー
ト

を
見

た

も

の

で
あ

る
。

九

〇
/

九

一
年

期

の
イ

ン

フ

レ
ー

シ

ョ
ン

レ
ー
ト

の
統

計

に
よ

る
と
、

九

〇
年

九

月

か
ら

の

四
半

期

は
、

一
%

の
上
昇

、

一
二
月

か
ら

の
四
半

期

は

二
%

の
上

昇
、

九

一
年

三
月

か

ら

の
四
半

期

は
○

・
二
%

の
上

昇

と
、

や

や

イ

ン
フ

レ
が
沈

静
化

し

て
き

て

い
る
。

こ
れ

は
、

食

料

品

価

格

の

安

定

と
、

利

子

率

の
低

下

に
よ

る

も

の
と

見

ら

れ

る
。

失

業
率

は
、

最

近

増

大

し

て

お
り
、

九

一
年

四
月

に
は

九

.
八

%

に
達

し

て

い
る
。

図

表

2

は
、

八
三
年

よ

り

の
失

業

率

の
推
移

を
見

た

も

の
だ

が
、

八
九

年

ま

で
低

下

し

て

い
た
失

業

率

が

八
九

図表1消 費者物価指数の推移

・0

8

6

4

2

0

8

6

4

2

0

%

18

16

1

1

1

0
0

β
0

'4

9
白

O

2十 「「「「「「「「「「「「「「「「「「[一 「「「「「「「[+-2

19651970197519801985199C

(出 所)Reservei/'oゾAustrdliaBu〃etin,December1994,p.4.

 

年

よ

り
再

び
増

加

し

て

い
る
。

名

目
賃

金

上

昇

率

は
、

ア

コ
ー
ド

・
マ
ー
ク

6

の
政
策

に

よ
り
、

九

〇
年

は

七
%

と
予

想

し

て

い
る
。

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

の
貿

易
構

造

の
現

状

を
見

て

み
よ
う

。

図
表

3

は
、

一
九

八

八
/

八
九

年

度

の
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
主

要

な

6



図表2失 業率の推移

1

1

9

8

7

6

5

S

90

DM

989

MJSDMJSDMJSDMJSDMJSDMJS-DM

I98319841985198619871988

(出 所)NationalAustraliaj%η 々QuarterlySummary,December1990
,p.12.

(M=3月J=6月S=9月D識12月)

図表3オ ース トラ リアの主要 な貿易相手国(1988189年 度)

輸出(%) 輸入(%)

日 本 27.2 ア メ リ カ 21.5

ア メ リカ 10.2 日 本 i

ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド 5.1 イ ギ リ ス 7.3

韓 国 5.0 西 ドイ ツ 6.3

香 港 4.3 ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド 4.2

台 湾 3.6 台 湾 4.1

(出 所)且 π吻 ♂加B鷹 卿 げS`α'枇 ・F・ ・signTrade
,Catal。9,5410.O,

1988/89,pp.2-3.

貿

易
相

手

国

を

み
た

も

の

で
あ

る
。

輸

出

の
国

別

の

シ

ェ
ア

は
、

第

一
位

が
日
本

、
第

二
位

は

ア

メ

リ
カ

の
順

と

な

っ
て
お

り
、
輸

入

に

つ

い

て
は
、

第

一
位

ア

メ
リ

カ
、

第

二
位

日
本

の
順

と

な

っ
て

い

る
。

輸

出
、

輸

入

と

も
、

日
本

と

ア

メ
リ

カ

の

シ

ェ
ア
が
高

く
、

日

本

と

ア

メ

リ

カ

の

二
国

で

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
貿

易

の

約

四
〇

%

近

く

を
占

め

て

い

る
。

最

近

、
韓

国
、

香

港

、

台
湾

と

い

っ
た

ア
ジ

ア
地
域

へ
の
輸

出

が
増

加

し
、

イ
ギ

リ

ス
を
中

心

と

し

た

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

へ
の
輸

出

の
割

合

が
減

少

し

て

い
る
。

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

は
、

日
本

を
中

心

と

し

た

ア
ジ

ア
地

域

と

の
経
済

関

係

が
緊
密

と

な

っ
て
き

て

い

る

。オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
輸

出

額

の
約

八
〇
%

は
、

鉱

産

物
、

農

畜

7



オー ス トラ リアの労使関係 と日系企業経営

産

物

と

い

っ
た

一
次

産

品

で
あ

る
。

一
九

九

〇
年

の
輸

出

品

の
ト

ッ
プ

五

は
、

石
炭

(
一

一
・
八
%

)
、

金

(
六

・
二
%

)
、

ア

ル
ミ

ナ

(
五

・
七
%
)
、

鉄

鋼

石

(
五

・
七
%

)
、

牛

肉

(
五

.
七
%

)

の
順

と

な

っ
て

い
る
。

過
去

数

年

間
、

小

麦

と

羊

毛

の
輸
出

割

合

が
減

少

し

て

い
る
。

こ
れ

は
、

小
麦

と
羊

毛

の
市

場

価

格

が
下
落

し

て

い
る
た

め

と
見

ら

れ

る
。

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア
は
、

付

加

価
値

の
高

い
工

業

製

品

の
輸

出

は
極

め

て
少

な

く
、

輸

出

の
多

く

を
市

場

価

格

が

不
安

定

な

」
次

産

品

に
依

存

し

て

い
る
輸

出
構

造

と
な

っ
て

い
る
。

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

の
輸

入

製

品

を
見

る
と
、

そ

の
多

く

は

工
業

製

品

で
あ

る
。

八

八
/

八
九

年

度
期

の
輸

入
品

の
ト

ッ
プ

六

は
、

自

動
車

(
四

・
七
%

)
、

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ

ー

(四

.
二
%

)
、

航
空

…機

(
二

・
五

%
)
、

紙

(
二

・
八

五

%
)
、

ト

ラ

ッ

ク

(
二

.
七

%

)
、

化

学

製

品

(
二

・
五
%

)

の
順

と

な

っ
て

い
る
。

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

の
貿

易
収

支

を
見

る
と
、

近

年

、

大
幅

な
赤

字

と

な

っ
て

い
る
。

八

八
/

八
九
年

期

貿

易

収

支

は
約

四
〇
億

豪

ド

ル

の
赤

字

、

八
九

/

九

〇
年

期

の
貿

易

収

支

は

三

六

.
五
億

豪

ド

ル

の
赤

字

と

な

っ
た
。

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
対
外

債

務

も
増

大

し

て

お
り
、

九

〇
年

の

六
月

末

の
対

外

債
務

残
高

(
グ

ロ

ス
)

は
、

一
五

五

四

.
四
億

豪

ド

ル
と
前

年

の
同

時

期

に
比
較

し

て

一
三
〇

億

豪

ド

ル
増

加

し

て

い
る
。

対

外
債

務

残

高

の
ネ

ッ
ト

で

一
〇
年

間

の
推

移

を
見

る
と
、

一
九

八
〇

年

の
六
月

末

の
八

五
億

豪

ド

ル
か
ら
、

九

〇
年

六
月

末

に
は

一
二

二
七

億

豪

ド

ル
と
急

激

に
赤
字

が
増

加

し

て

い
る
。

九

〇
年

の
対

外

債

務

残

高

(ネ

ッ
ト
)

は
、

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

の
G

D

P

の
約

三
分

の

一
と

い

う
巨

額

な
数

字

と

な

る
。

こ

の

巨
額

な
対

外

債

務

(グ

ロ

ス
)

に
占

め

る
公
共

部

門

の
比
率

は

約

四

〇
%
、

民

間

部
門

は
約

六

〇

%

と
、

民

間

部

門

の
割

合

が

高

い
。

対
外

債

務

(グ

ロ
ス
)

の
約

四
〇

%

は

図表41989/90年 期 の短期(90日 間)銀 行手形 の利子率
%

18

17

16

15

14

13

12

τ一 一 一一 一 一 一一一 「一 一 「一 「一 「一 一「七=「
7月8月9月1月2月3月4月5月6月1990

(出 所)ReserveBankOfAustraliaBu〃etin,January1991,P.3・

10月11月12月
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図表51990年 の銀行の預金,貸 し出 し金利

預 金 貸 し出 し

公 式 レー ト

(/}
普通預金
金利i

当座 貸 し越
し レー ト2

住 宅 融 資
レー ト3

3ヵ 月 12ヵ 月

1月

12月

17.fi7

12.54

16.00

1!.00

15.00

10.75

s.ao

6.00

20.50

15.75

17.00

×5.00

変化 一5
.13

一5
.00 一4 .25 0.00 一4

.75 一2
.00

14,0()Uド ル 以 上

2100,000豪 ドル以 上

3本 人 が 住 む住 宅 の た め に融 資 を うけ る場 合

(出 所)ReserveSankOfAustraliaBulletin,November1990,p.43-44.

自
国
通
貨

の
豪

ド

ル
建

て
で
あ

る
。

八
九
/
九

〇
年
期

の
対
外
債
務

に
対

す

る
支
払

い
利
子

だ
け

で
も
、
昨
年

よ
り

二
七
億
豪

ド

ル
増
加

し
、

=

八
億
豪

ド

ル
と
な

っ
た
。
こ
の
巨
額

の
対

外
債
務

の
対
策

と

し

て
、

オ

ー
ス
ト

ラ
リ

ア
政
府

は
、

通
貨

を
安
定

さ
せ

る
た
め
高
金

利
政

策

を
続
け

て

い
る
。

高
金
利
政
策

は
、

国
内
景
気

を
犠
牲

に
す

る
が
、
外

国

資
本

の
流
入

を
促

進

し
、
通
貨

を
安

定

さ
せ
る
効
果

が

あ

る

こ
と

か
ら

、

し

ば

ら
く

は
高

金

利

政
策

を

続

け
な

け

れ
ば

な

ら
な

い
だ
ろ

う
。

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ァ

の
対

外

債
務

の

約

六

〇
%

は
外

貨
建

て

で
あ

る

た

め
、
豪

ド

ル

の
下

落

は
自

動

的

に
債

務

の
増

加

に

つ
な

が

る
。

図

表

4

は
、

一
九

八

九
/

九

〇
年

期

の
九

〇

日

の
銀

行

手
形

の
利

子

率

の
推

移

を
見

た
も

の

で
あ

る
。

ま

た
、

図表6主 要国 との交換 レー ト

ア メ リ カ

($)

イ ギ リ ス

(stg)

日 本
(y)

198912月 末 Q.79Z7 0.4927 113.61

19903月 末

6月 末

9月 末

12月 末

0.7542

x.7890

0.8265

{}.7733

Q.4584

0.4536

0.4412

0.403?

18.79

120.41

114.05

104.34

19913月 末 0.7752 0.4467 108.40

(出 所)h～eservei」GリF

November1999,p.49.

AustraliaBulletin,

 

図
表

5

は
、

九

〇

年

一
月

と

一
二
月

時

点

で

の

銀

行

の
預

金

・
貸

し
出

し
金

利

を
見

た
も

の

で
あ

る
。

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

の
利

子
率

は

か
な

り
高

い
水

準

に
あ

る

が
、

最

近

で
は
国

内

景

気

の
後

退

か
ら
利

子

率

は

や

や
低
下

し

て
き

て

い
る
。

図
表

6

は
、

最

近

の
オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
ド

ル

の
ア

メ

リ

ヵ
、

英

国

、

日
本

の
通
貨

と

の
交

換

レ
ー
ト

の
推

移

を
見

た

も

の

で
あ

る
。

一
九

八
九

年

一
二
月

と

九

一
年

三
月

の
時

点

で

の
豪

ド

ル
通

貨

レ

ー
ト

を
見

る
と
、

や

や
下
落

し

て
は

い
る
も

の

の
、

豪

ド

ル
は

ほ

ぼ
安

定

し

て
推

移

し

て

い
る
。
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オース トラ リアの労使関係 と日系企業経営

第

二
章

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
労
使
関
係

第

一
節

オ

ー
ス
ト

ラ
リ

ア
の
労
働
組
合

の
構
造

一

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

の
労

働
組

合

の
概

要

労
働

組

合

は
、

企

業

別

組

合

(O
o
ヨ
起

罎

d
三
8

)
、

産

業

別

組

合

(ぎ
山
二
ω
#
一巴

d
巳
8

)
、

職

種

別

組

合

(O
鑓

津

¢
三
〇
昌
)

に
分

類

す

る

こ
と

が

で
き

る
。

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
労

働

組

合

は
、

通

常

、
職

種

別

組
合

か
産

業

別

組

合

の

い
ず

れ

か

で
あ

る
が
、

純

粋

の
職

種

別

組

合

は
少

な

く
、

通

常

の
組

合

は
、

い
く

つ
か

の
関

連

し

た
職

種

を
含

ん

で

い
る
。

例

え
ば

、

印

刷

業

・
関
連

組

合

(℃
『
一曇

ぎ
αq

蝉
巳

囚
ぎ
費

①
匹

ぎ
含

ω
需
一Φ
ω

¢
9

『

勺
固

q
)

は
、

以

前

は
植

字

工
、

タ

イ

プ

エ
、

印

刷

工

な

ど

の
職

種

に
よ

っ
て
個

別

に
組

合

が
組
織

さ
れ

た

職

種

別

組

合

に
分

か

れ

て

い
た
。

現

在

で
は
、

こ
れ
ら

の
職

種
別

組
合

が
合

併

し

て
、

か

つ
非
熟

練

工
を

も
含

ん

だ
、

産

業

別

組
合

の
色

彩

を
持

つ
P

K

I
U

と

な

っ
て

い
る
。

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

に
存

在

す

る
非
常

に
少

な

い
職

種

別

組

合

の

例

と

し

て

は
、

団
目
C

(国
一Φ
O
什『
一〇
餌
一
一門
『
蝉
凸μ
Φ
ω
¢
ロ
一〇
コ
)

が
あ

る
。

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
は
、

一
九

八
九
年

の
統

計

で
は
、

二
九

九

の

労
働

組
合

が
あ

り
、

組

合

員

数

は
約

三
四

一
万
人

で
、

全

従

業

員

総

数

に
占

め

る

組

合

員

の
比

率

(組

織

率

)

は

五

四

%

で

あ

る
。

図
表

1

は
、

一
九

〇

一
年

か
ら

一
九

八
九
年

ま

で

の
そ

の
推

移

を

表

わ

し

て

い
る
。

近

年

、

組

合

の
統

合
、

合

併

が
行

わ

れ
組

合

の

数

は

や

や
減

少

し

て
き

て

い
る
。

組
織

率

の
点

に
関

し

て
は
、

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア
は
、

日
本

、

ア

メ
リ

カ
、

イ
ギ

リ

ス
等

の
先
進

諸

国

に
比
較

し

て
高

い
国

の

一
つ
と
言

え

る
。

し

か
し
、

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

に
お

い
て

も
、

近

年

、

労

働

組

合
組

織

率

の
低

下

は
生

じ

て
き

て

い

る
。

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
労
働

組

合

組

織

率

に

つ

い
て

考

慮

す

べ
き
点

は
、

組

合

員

の
う
ち

か
な

り

の
部

分

が
公

企
業

の

従

業

員

が
占

め

て

い
る
と

い
う
事

実

で
あ

る
。

公
企

業

の
従
業

員

の
す

べ

て

が
組

合

員

で
あ

る
わ

け

で
は
な

い
が
、

少

数

の
経

営
幹

部

を

除

い

て
す

べ

て

の
従

業
員

が
組

合

員

で

あ

る
と

い
う
公

企
業

も
多

い
。

も

し
、

公

企

業

の
組

合

員

を
除

く
民

間
部

門

の
み

の
組

織

率

を

見

る
と
、

組
織

率

は

か
な

り
低

く

な

る
と

予

想

さ

れ

る
。

図

表

2

は
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
産

業

別

の
組
織

率

を
表

わ

し

て

い
る
。

組

織

率

は
、

産

業

に

よ
り

か
な

り
差

が
あ

り
、

農

業

・

林

業

・
漁
業

、

卸

・
小

売

業
、

金

融

・
不
動
産

・
ビ

ジ

ネ

ス
サ

ー

ビ

ス
、

観

光

・
サ

ー
ビ

ス
産

業

で
は
、

組

織
率

が
低

く

な

っ
て

い

る
。

図

表

3
は
、

職

種

別

の
組
織

率

を
表

わ

し

て

い
る
。

オ

ー

ス

ト

ラ

リ
ア

で
は
、

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

や
管

理

者

と

い

っ
た

中
間

管

理

職

の
組

合

加

入
率

は
低

い
。

図

表

4

は
、

一
九

八
九

年

の
オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

の
労
働

組

合

の

規

模

を
表

し

て

い
る
。

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
約

七

二
%

の
組

合

が

組

合

員

数

五
〇

〇

〇
人

以

下

の
規

模

で
あ

る
。

ま

た
、

組
合

員

数

が
五

〇

〇

人
以

下

の
小

規

模

の
組

合

が
、

三

一
・
八
%

あ

る
。

組

10



図表1 オース トラ リアの労働組合のメンバーシップ

年 組合数
組合員数
(千人)

全 雇用者 に しめ
る組合員 の割合

{/}

縮鷺
㈱

雇
男
合

子
る
割

男
め
の

女子雇用者に占
める女子組合員
の割合(%)

01

06

11

16

21

26

31

36

41

46

51

56

61

66

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

98

02

73

92

82

72

61

56

74

62

59

75

55

30

47

51

41

27

26

17

22

24

30

28

25

24

22

19

29

23

26

16

08

99

1

3

5

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

2

2

五

7

お

⑩

ゐ

£

。
8

β

3

2

4

洛

b

4

2

β

β

3

2

の

の

'
8

β

2

ユ

4

2

溶

2

2

ユ

b

3

7

5

4

6

3

1

0

4

5

4

0

1

4

3

1

2

8

3

7

4

0

7

0

3

5

4

2

5

8

4

6

0

0

0

9

7

6

4

0

5

4

1

7

8

9

1

9

2

3

5

3

7

7

3

0

9

3

7

5

9

1

8

2

5

8

4

9

1

1

3

5

7

8

7

8

0

2

6

8

8

1

3

4

5

6

7

8

8

7

8

8

9

9

0

9

0

1

1

1

2

4

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

3

2

3

3

3

2

3

3

1

・

9

5

6

2

0

1

9

8

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の

∬

⑩

の

の

⑩

α

識

τ

τ

L

翫

5

4

9

α

α

9

乳

4
,

9
,

L

2

a

ε

α

ゑ

a

α

α

α

α

τ

5

5

7

5

5

4

4

n

2

4

5

5

4

4

4

5

6

5

5

5

4

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

…

0

0

1

4

2

0

9

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

温

温

温

5

&

α

乳

乳

3

5

a

α

a

α

α

&

&

9

L

λ

L

L

a

L

L

α

a

軌

L

5

3
1
3

2

2
.

n

n

n

5

5

6

4

4

5

5

6

6

6

6

5

5

5

5

6

6

6

6

6

6

6

6

6

5

6

6

6

6

6

6

…

2

0

0

7

4

1

2

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

ρ

』

ゆ

』

温

識

温

乳

Z

α

4

a

9

乳

且

2
。

L

位

6
,

8
,

a

2

4

α

a

6
、

α

τ

乳

&

9

&

4

α

4

4

3

4

n

n

n

1

3

3

3

3

3

3

4

4

4

4

3

3

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

弓

4

(出 所)beery,S.andPlowman,D.,AustralianIndustrialRelations,p.226.
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合
員
数

が
五
万
人
以
上

の
大
規

模
組
合

は
、

一
八
組
合

あ
り
、
全

組
合
員

の
約

五
四

・
六
%

を
占

め

て

い
る
。

図
表

5
は
、
組
合
員

数

が
五
万
人

以
上

の
組
合

の
名
前

と
、

↓
九

七
九
年
と

一
九

八
九

年

の
時
点

で
の
組
合
員
数

を
表

わ
し

て
い
る
。

一
九
七
九
年

と

一
九

八
九
年

の
数
字

を
比
較
す

る
と
組
合
規
模

の
推
移

が
分

か

る
。

一
九
七
九
年

の
統
計

を
見

る
と
、

組
合
員
数

が
五
〇
〇
〇
人
以
下

の
組
合

の
割
合

は
約
七
七
%

で
あ
り
、

一
九

八
九
年
現
在

は
約
七

二
%
と
減

っ
て
い
る
。
ま

た
、

一
九
七
九
年

図表2産 業別の組合員組織率(1988年)

産 業

組合員組織率(%)

男子 女子 全体

農 業,林 業,漁 業

鉱 業

製 造 業

電 気,ガ ス,水 道

建 設

卸,小 売

運 輸,倉 庫

情 報

金 融,不 動 産}ビ ジネ スサ ー ビス

官 庁,防 衛

コ ミコニ テ ィー サ ー ビ ス

リ ク レ ー シ ョ ン,人 材 斡 旋,そ の 他

サ ー一 ビ ス

131113

671963

523848

826280

521147

212623

693562

845576

282728

684861

564549

272626

全 体 463542

(出 所)Deery,S.andPlowman,D.,Aus'ralianIndus-

trialRelations,p.233.

の
統

計

を
見

る
と
、

組

合

員

数

が

五
万

人

以
上

の
組

合

は

一
二
組

合

、

全
組

合

員

の
約

四

六
%

を
占

め

て

い
た

が
、

一
九

八
九

年

現

在

で
は
、

一
八
組

合

、

約

五

四

・
六
%

で
あ

る
。

こ
の

よ
う

に
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

で
は
組

合

規

模

の
大

規

模
化

と

集
中

化

が
進

ん

で
き

て

い
る

が
、

他

の
先

進

諸

国

と
比

較

す

る
と

ま

だ
小

規

模

の

組

合

が
多

い
。

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

の
組

合

が
小
規

模

で

あ

る
と

い
う

こ
と

は
、

↓
つ
の
企
業

に

二

つ
以

上

の
組
合

が
存

在

し

て

い
る
可
能

性

が
高

図表3職 種別による組合員組織率(1988年8月)

職 種

組合員組織率(%)

男子 女子 全体

マ ネ ー シ ャー,管 理 者

専 門職

熟 練1二

事務 員

販 売員 とパ ー ソナルサ ー ビス ワー カー

ドライバ ー,工 場 機 械 オペ レー タ ー

肉体 労 働

191719

395044

522550

522632

243330

665464

514248

合 計 463542

(出 所)Deery,S.andPlowman,D.,AustralianIndus-

trialRelations,p.234.
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い

こ
と

に
な

る
。

事

実
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
多

く

の
企

業

且

通
常

、

二

つ
以

上

の
組

合

が

あ

る
。

企
業

内

の
各
組

合

は
、

皿

的

な

職
務

上

の
管

轄

範

囲

を
持

つ

こ
と

に
な

る
。

こ
の

こ
と

n

企

業

内

で
組
合

間

の
職

務

境

界

を

め
ぐ

る
ト

ラ
ブ

ル
が
生

じ

志

く

な

る
。

す

な

わ

ち
、

縄

張

り

(∪
①
ヨ
貴

o
薗
瓜
8

∪
δ
0
9
Φ
)

図表4労 働組合の規模(1989年6月)

組合員数 組合数 組舎の割合(%)組 合員数の割合(%)

goo以 下

100-249

250-499

500-999

1000-1999

2000-2999

3000-4999

5000-9999

10000-19999

20000-29999

30000-39999

40000-49999

50000-80000

80000以 上

0
0

1
↓

農
U

り
0

り
0

り
右

-
↓

り
乙

9
自

霞
」

0
ヲ

4

4

1
↓

9
白

1
↓

0
ゾ

リ
盈

0

だ
0

1
⊥

-
⊥

-
五

7
」

-
⊥1

95

234

281

X2.7

10.4

8.7

13.7

14.0

4.0

8.4

6.4

4

0

00

AU

農
U

4

り
」

り
轟

り
ゆ

7
曜

り
4

9
ム

31.8

78.3

94.0

1
⊥

9
均

り
O

AU

AU
O

0
0

7
1

0
」

O
」

-
⊥

A
U

-
↓

n
U

9
自

4

7.7

8.7

10.3

7.9

り
0

9
0

り
0

1
↓

-
↓

4

o.s

10.9

45.4

や は 排 は
の す'他'

合 十
二
一肖 299 100.0 100.0

(出 所)Deery,S.andPlowman,D.,AustralianIndustrialRelations,p.234.

問
題

で
あ

る
。

こ

の
縄
張

り

の
存

在

は
、

ジ

ャ

イ

ム

・
シ

ス
テ

ム
や
多

能

工

の
よ
う

な

日
本
的

導

入

を

不
可

能

に
す

る
と

言

わ

れ

て

い
る
。

図表5組 合 員数5万 人以上の組合(1989年 と1979年)

名 前

組合員数(千人)

1989年1979年

生 ス
ト

・
イ

ン

・
タ

産

シ

ス

テ

ム

の

Shop,Distaributive&Allied

AustralianTeachers'Union

AustralianPublicServiceFederation

AmalgamatedMetalWorkers'Union

FederatedMiscellaneousWorkers

AustralianWorkers'Union

Liquor&AlliedInd.Union

TransportWorkers'Union

NationalUnionofWorkers

FederatedClerks'Union

PublicSectorUnion

ElectricalTradesUnion

AustralianBankEmployees

BuildingWorkers(BWIU)

FederatedIronworkers'Association

MunicipalandShireCouncilEmployees

PrintingandKindredIndustriesUnion

200.8

173.1

146.0

13LO

126.1

117.5

111.2

i・

87.1

84ユ

78.5

74.9

73.7

71.1

57.6

57.3

50.0

145.0

125.4

158.5

92.6

135.3

97.5

95.1

79.5

99.8

66.2

67.7

47.4

65.7

50.3

51.7

(出 所)Deery,S.andPlowman,D.AustralianIndustrialRelations,p236.
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オ ース トラ リアの労使関係 と日系企業経営

ニ

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
労

働

組

合

評
議

会

(A

C

T

U
)

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
労
働

組

合

の
連

合

体
、

中
枢

セ

ン
タ

ー
が

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
労

働

組

合

評

議

会

(目
プ
Φ
〉
ロ
ω茸
偉。
一冨
ロ
O
O
二
亭

o
鵠
O
粘
↓
鑓

血
Φ
d
三
8

。。
"
》
○
↓
C
)

で
あ

る
。

一
九

八

三
年

の
時

点

で
、

A

C

T

U

に
加

盟

し

て

い
る
労
働

組

合

数

は

一
五

三
組

合
、

組

合
員

総

数

は
約

二
三
〇

万

人

で
あ

る
。

A

C

T

U
加

盟

の
労
働

組

合

に
属

す

る
組

合

員

は
、

全

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア
組

合
員

の
八
〇

%

を
越

え

て

い
る
。

A
C

T

U

の
組

織

率

は
、

一
九

六
〇
年

代
後

半

に
急

速

に
拡

大

し

た
。

A

C

T

U

は
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
社
会

で
大

き
な

影

響

力

を

持

っ
て

い
る
。

A

C

T

U

は
、

一
九

二
七
年

に
結

成

さ

れ

た
。

A

C

T

U

の
歴

史

は
、

ま

さ

に

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
労

働

組

合

の
歴
史

と

い

っ
て

も

い

い
。

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

に
労

働

運

動

が
根

づ

い
た

の
は
、

一

八

五
〇
年

代

で
あ

る
。

五
〇

年

代

に
熟

練

労
働

者

を
中

心

と

し

た

労

働

組

合

が
徐

々
に
生

ま

れ

て
き

た
。

]
八
〇

〇
年

代

末

ま

で
に

お

よ

そ

二
〇
〇

の
組

合

が
設

立

さ

れ
、

組

A
口
員

は

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
就

業

人

口

の
九

%

に
あ
た

る

一
〇

万

人

に
達

し

た
。

組

合

の

多

く

は
、

規

模

が
極

め

て
小

さ
く
、

か

つ
活

動

は
同

一
州

内

に
限

定

さ
れ

て

い
た
。

各

労
働

組

合

間

の
横

の
連

合

を
、

あ

る
特

定

の

産
業

分

野

に
限

っ
て
進

め
よ

う

と

す

る
試

み
が
盛

ん

に
行

わ

れ
た

が
、

か
な

ら
ず

し

も
進

ま

な

か

っ
た
。

全

国
規

模

で

の
労
働

組

合

連

合

体

は
、

一
九

二
七
年

の
A

C

T

U

の
結

成

を

待

た

な

け

れ
ば

な

ら

な

か

っ
た
。

一
九

六

二
年

、

A

C

T

U

は
、

ホ

ワ
イ

ト

カ

ラ

ー

の
有

力

な
労

働

組

合

で
あ

る
A

C

S

P

A

(
オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

俸

給

専

門

労

働

者
連

合
協

議

会

)

と

C
A

G

E

O

(オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
公
務

員

労

働

組

合
)

と
連

携

関

係

を

結

び
、

さ

ら

に
規

模

が

拡

大

し

た
。

A

C

T

U

は

二
年

に

一
回
全

国
大

会

が
開

催

さ

れ
、

所
属

組

合

か
ら

の
代

表

の
数

は
そ

の
組

合

員

数

に
も

と

つ

い

て
決

定

さ

れ

る
。

A

C

T

U

の
実
際

の
決

定

機

関

は
、

運

営
評

議

員

会

で
あ

る
。

運

営

評
議

員

会

は
、

全

国

大

会

で
選

出

さ

れ

た
議

長

お

よ

び
書

記

長
、

二
人

の
副
議

長
、

各

州

支

部

の
代
表

、

そ

れ

に
各

産

業

の
組

合

を

代
表

す

る
七

人

の

メ

ン
バ

ー

に

よ

っ
て
構

成

さ
れ

て

い

る
。

A

C

T

U
州

支

部

は
、

全

国

レ
ベ

ル

の
A

C

T

U

よ
り
歴
史

的

に
古

く
、

ニ

ュ
ー

・
サ
ウ

ス

・
ウ

ェ
ー

ル
ズ

お

よ

び
ビ

ク
ト

リ

ア

州

の
支

部

は
約

一
〇

〇
年

の
歴
史

を
持

っ
て

い

る
。

州

支
部

は
、

全

国
本

部

か

ら

か
な

り

の
程
度

独
立

し

た
活

動

を
行

っ
て
い

る
。

A

C

T

U

の
実
際

の
運

営

に
あ

た

っ
て

は
、

多

く

の
場

合
、

多

く

の
組

合

員

に

よ

っ
て
選

出

さ

れ

た
専

従
職

員

を
有

し

て

い
る
州

支

部

が
重

要

で
あ

る
。

州

支

部

あ

る

い
は
地

方

支

部

の
専
従

職

員

は

賃

金

交

渉

に

あ
た

り
、

調

停

の
際

の
代
表

者

と

な

る

だ
け

で
は
な

く
、

所

属

組
合

員

の
働

い

て

い
る
工

場

で
日

々
生

じ

る
種

々

の
不

満

の
処

置

に
も

あ

た

っ
て

い
る
。
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第
二
節

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
労
使
紛
争
処
理
ー
強
制
仲

裁
制
度

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
仲

裁

制

度

は
、

古

い
歴

史

を
持

っ
て

い
る
。

労
働

争

議

に
関

す

る
仲

裁

制

度

は
、

一
九

〇

〇

年

に
西

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
、

一
九

〇

一
年

に

ニ

ュ
ー

・
サ
ウ

ス

・
ウ

ェ
ー

ル
ズ

で
最

初

に
導

入

さ

れ

た
。

つ
づ

い

て
、

連
邦

政

府

が

一
九

〇

四
年

に
仲

裁

制

度

の
導

入

に
踏

み
切

り
、

さ
ら

に
、

ク

イ

ー

ン
ズ

ラ

ン
ド

州

お
よ

び
南

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
は

一
九

一
二
年

に
導

入

し

た
。

ビ

ク

ト

リ

ァ
州

お
よ

び
タ

ス

マ

ニ
ァ
州

は
、

仲

裁

制

度

ほ

ど
強

制

力

を

持

た

な

い
賃

金

裁

定

制

度

に
踏

み
留

ど

ま

っ
て

い
た

が
、

近
年

ビ

ク
ト

リ

ァ
州

に
お

い
て
も
仲

裁

制

度

が
付

け
加

え

ら

れ

た
。

仲

裁

制

度

で
は
}

労

働

組

合

は

公
式

に
認

知

さ

れ
、

い

っ
た

ん

当

事

者

同
志

が
裁

定

を

あ

お
ぐ

と
強

制

的

に
作

用

す

る
。

裁

定

を

あ

お

ぐ
前

に
労

働

組

合

は
、

そ

の
資

格

の
認

定

を
申

請

す

る
必
要

が

あ

り
、

そ

の
た
め

の
規

定

が
法
律

で
詳

し
く

規

定

さ

れ

て

い
る
。

従

っ
て

い

っ
た

ん
組

合

が
認

知

さ

れ

る

や
、

そ

れ

は
法

的

に
保

護

さ

れ

る
。

さ

ら

に
、

仲
裁

か

ら
裁

定

に
移

行

す

る
と

、

労
働

組

合

は
、

裁

定

さ

れ

た
賃

金

お

よ

び
就

業
条

件

を
雇

用

主

に
対

し

て
強

制

す

る

こ
と

さ

え
可

能

と

な

る
。

し

た

が

っ
て
、

仲

裁

制

度

の
も

と

で
は
、

産

業

基

盤

が
弱

い
労
働

組
合

で
あ

っ
て

も
、

い

っ
た

ん

そ

の
存

在

が
認

知

・
登

録

さ

れ

る
と
、

組

合

員

の
利

益

を
守

る
と

い
う

、

労

働

組

合

の

一
義

的

存

在

理
由

を
、

仲

裁

制

度

を
介

し

て

達

成

す

る

こ
と

が

で
き

る
。

そ

れ

は
ま

た
、

弱

小

労
働

組

合

で
あ

っ
て
も
新

規

に
勧

誘

す

る
武

器

に
も

な

る
。

言

い
換

え

れ
ば
、

仲

裁

制

度

そ

の
も

の

が
労
働

組

合

の
結

成
、

お
よ

び
そ

の
成

長

を
促

し

て

い
る
。

歴
史

的

に

み

て
、

こ

の
機
能

こ
そ

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

労

働

運

動
史

に
多

大

な
影

響

を
与

え

た
。

一
九

〇

〇
年

か
ら

一
九

一
四
年

間

に
お
け

る
労
働

組

合

運

動

を

統
計

的

に
見

る
と

一
層

あ

き

ら

か
と

な

る
。

こ
の
時

期

に
、
強

制

力

を
持

っ
た
裁

定

制

度

が

導

入

さ

れ

て

い

る

の

で
あ

る
。

こ

の
僅

か
な
時

期

に
労
働

組

合

の

数

は
倍

増

し
、

労

働

組

合

員

数

は

五
倍

に
増

大

し

た
。

仲

裁
制

度

は
、

ま

た

ホ

ワ
イ

ト

・
カ

ラ

ー

に
お
け

る
組

合

運

動

を
活

性
化

す

る

の

に
決

定

的

な

役

割

を

演

じ

た
。

連
邦

仲

裁

制

度

は
労

働

組

合

の
大
規

模
化

、

連

合
化

と

い

っ
た

組

織

発

展

に
と

っ
て
も
重

大

な

影

響

を

与

え

た
。

連
邦

仲

裁

制

度

に
裁

定

を
持

ち
込

む

こ
と

の
出

来

る
労
働

組

合

は
、

各
州

に
ま

た

が

っ
て
活

動

し

て

い
な

け

れ
ば

な

ら

な

い
、

と

の
規
定

が
あ

る
。

そ

の
た
め
、

各
州

間

の
連

合

を
進

め

よ
う

と
す

る
従
来

の
動

き

に

大

き
な
刺

激

を
与

え

た
。

連
邦

調

停

お

よ

び
強

制

仲

裁

委
員

会

の
裁

定

を
受

け

る
労

働

者

は
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
全

雇

用

者

の
三

三

・
五
%

、
連

邦

公
務

員

仲

裁

機
関

の
裁

定

を
受

け

る

も

の
が

六

・
七
%

、

合

計

四

〇

・
二

%

が
連

邦

の
制

度

下

に
お

か

れ
、

四

七

・
三
%

が
各

州
機

関

の
そ

れ

に
服

し

て

い
る
。

し

た

が

っ
て
、

全

国
雇

用

者

の
八
七

・
五
%

が
強
制

仲

裁

制

度

の
も

と

で
包

摂

さ

れ

て

い

る
。

私
的

な
労

働

協

15
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約

下

に
あ

る
も

の

一
・
五
%
、

残

り

の

一

一
%

が
裁

定

や
協

約

に

よ

る
労
使

関

係

の
保

護

を
う

け

て

い
な

い
。

一

労

使

紛

争

に
関
す

る
制

度

連

邦

レ
ベ

ル

で

の
調

停

・
仲

裁

機
関

と

し

て
、

連

邦

調
停

・
仲

裁
委

員

会

と
連

邦

裁

判

所

と

い
う

二

つ

の
重

要

な
組

織

が

あ

っ
た
。

現

在

で
は
、

連

邦

調

停

、

仲
裁

委
員

会

は

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
労

使

関
係

委

員

会

に
改

組

さ

れ

て

い
る
。

0

連

邦

調

停

・
仲
裁

委

員

会

連

邦

調

停

・
仲

裁

委

員
会

(〉
¢
磐
「
餌
}冨
コ
0
8

0
筥
讐
圃o
コ

黛。
巳

〉
「互
需
蝉
二
8

0
0
日
ヨ
δ
ω
δ
コ
旧
>
O
>
O
)

は
、

連

邦

政

府

に

よ

っ

て
設

置

さ

れ

た
労

使

紛

争
調

整

の
た

め

の
主

要

な

司

法

機
関

で
あ

る
。

連

邦

調
停

・
仲

裁

委
員

会

は
、

調

停

お

よ

び
仲

裁

に
よ

っ
て

労
使

紛

争

を
防

止
、

解

決

す

る
権

限

を
与

え

ら

れ

て

い
る
。

こ
れ

に
よ

り
、

連
邦

調

停

・
仲
裁

委

員

会

は
、

労

使

間

の
労
働

問

題

に

関

す

る
協

定

の
基

礎

と

な

る

儲
裁

定
」

(餌
芝
餌
a

ω
)

を
下

す

こ
と

が

で
き

る
。

こ

の
裁

定

の
う

ち
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
労
使

関

係

に
と

っ
て
最

も

重

要

な

点

は
、

賃

金

決

定

に
お

い
て
連

邦

調

停

・

仲

裁

委

員

会

の
裁

定

が
、

州

レ
ベ

ル

で

の
賃

金

決

定

の
裁

定

に
大

き

な
影

響

を
与

え

て

い
る

こ
と

で
あ

る
。

言

い
換

え

れ

ば
、

連

邦

調

停

・
仲

裁
委

員

会

の
重
要

な
機

能

の

一
つ
は
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
賃

金

水
準

の
決

定

で
あ

り
、

実
質

上

は
連

邦

調

停

・
仲

裁

委

員

会

は
賃

金
政

策

機

関

と

し

て

の
役

割

を
担

っ
て

い
る

こ
と

で
あ

る
。

こ
れ

は
、

裁

定

(
ア

ワ

ー
ド
)

に
よ

る
賃

金

決

定

シ

ス
テ

ム

と

も
呼

ば

れ

る
。

一
九

〇

四
年

に
調

停

・
仲

裁

法

(0
8

0
田
簿
一8

き

α

〉
「玄
-

窪
鎮
δ
コ
》
9
)

が
制

定

さ

れ

る

と
同

時

に
、

現

在

の
連
邦

調
停

・

仲

裁

委
員

会

と
連

邦

裁

判

所

の

二

つ

の
機
能

を

も

つ
連

邦

調

停

・

仲

裁
裁

判

所

(O
o
ヨ
目
o
口
≦
Φ
巴
9

0
0
二
詳

o
噛
0
8

0
一一冨
口
o
昌
鋤
巳

》
「
げ
ζ

p
ぼ
8

)
が
設

置

さ

れ
た
。

↓
九

五

六
年

に
、
連

邦

調

停

・

仲

裁
裁

判

所

は
、

仲

裁

権

限

を
持

つ
連

邦

調

停

・
仲
裁

委

員

会

と
、

司

法
権

限

を

も

つ
連

邦

裁

判

所

に
分

離

さ

れ
、

現

在

に
至

っ
て

い

る

。連

邦

調

停

・
仲

裁

委

員

会

は
、

委
員

長

(勺
器
ω
こ
Φ
耳

)
と
複

数

の
副
委

員

長

(一〕
Φ
O
口
け《
℃
触
Φ
ω
一血
Φ
コ
什
)
、

お

よ

び
委
員

(O
O
ヨ
ヨ
す

ω一8

Φ
『
)

に
よ

っ
て
構

成

さ

れ

る
。

委

員

長

と

副

委

員

長

は
、

統

括

委

員

(℃
「
Φ
ω
一(一Φ
】P
骨一餌
一
7
臼
Φ
H口
ぴ
①
「
oo
)

と

呼

ば

れ

る
。

委

員

長

は
、

法

律

家

と

し

て
五
年

以

上

の
経
験

を
持

つ
と

い
う
事

が
任

用

の
条

件

で
あ

る
。

委

員

長

は
、

委
員

会

の
運

営

に
責

任

を
持

つ
。

委
員

長

の
重

要

な
職

務

は
、

連

邦

調

停

・
仲
裁

委

員

会

の
下

部

組

織

の
産

業

委

員

会

(ぎ
含

ω
什蔓

℃
き

Φ
})

に
委

員

を
選

任

す

る
事

で

あ

る
。

副

委

員

長

は
、

必
ず

し
も
法

律

家

で
あ

る
必
要

は
な

い

が
、

現

実

に
は
多

く

が
法
律

家

で
あ

る
。

副
委

員

長

は
、

各

産

業

委
員

会

を
担

当

す

る
。

委
員

は
、

委

員

会

の
メ

ン
バ

ー

の
多

く

を

占

め

て

い

る
。

連

邦

調

停

・
仲

裁

委

員

会

は
、

一
二
人

の
統

括

委

員

と
、

二
八

人

の
委

員

か
ら
構

成

さ

れ

て

い
る
。

委

員

の
任

用
資

16
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格

に
制
限

が
あ
る
わ
け

で
は
な

い
が
、
現
実

に
は
、

労
働
組
合
、

使
用
者
団
体
、

政
府
部
門

か
ら
、
労
使
関
係

に
関

し
て
経
験

や
能

力

の
あ
る
人
が
選
任

さ
れ
て

い
る
。

委
員

は
、
実
際

の
調
停

や
仲

裁

の
多

く
を
行

っ
て
い
る
。

連
邦
調
停

.
仲
裁
委
員
会

に
は
、
大
審
問
組
織

(閃
巳
一
じd
o
昌
9

)

と
産
業
委
員
会

(ぎ
身

ω#
《

℃
き

9

と

い
う

二
つ
の
主
要

な
機

関

が
あ
る
。
大
審
問
組
織

は
、
調
停

や
裁
定

の
内

容

が
経
済

全
体

に
重
大
な
影
響
を
与

え
る
よ
う

な
、
紛
争
を
取
り
扱

う
。
大

き
な

紛
争

を
た

っ
た

一
人

の
委
員

に
任

せ
る

こ
と

が
で
き
な

い
た
め
で

あ

る
。

大
審
問
組
織

は
、

少
な
く

て
も
三
人
以
上

の
委
員
と
、

二

人
以
上

の
統
括
委
員

で
構

成
さ

れ
る
。
大
審
問
組

織

で
取
り
扱
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な

い
事

項
と
し

て
、
基
準
労
働
時
間
、
最

低
賃
金
、

有
給
休
暇
、

お
よ

び
全
国
的
賃
金
裁
定
な

ど
が
、

明
文
化

さ
れ

て

い
る
。
大

審
問
組

織

の
も
う

一
つ
の
重
要

な
機

能

は
、
連

邦

調

停

.
仲

裁
委
員
会

で
個

々
の
委
員

に
よ

っ
て
下
さ
れ
た
裁
定

を
上

訴
し
た
り
再
検
討

を
す

る

こ
と

を
制
度
的

に
保
証

す

る
こ
と

で
あ

る
。
産
業
委
員
会

は
、

一
九
七

二
年

に
導

入
さ
れ
、

一
人

の
統
括

委
員

と
、
少
な
く
と
も

二
人
以
上

の
委
員

よ
り
構
成

さ
れ
る
。
産

業
委
員
会

は
、
特
定

の
産
業

に
関
す

る
調
停

や
、
斡
旋

を
行
う
組

…織

で
あ
る
。
現
在
、

一
一
の
産
業
委
員
会

が
設
置

さ
れ

て
い
る
。

産
業
委

員
会
制
度

は
、
委
員

の
専
門
化
と
、
連
邦
調
停

・
仲
裁
委

員
会

の
統

一
化

を
維
持
す

る
と

い
う
目
的

で
設
置

さ
れ
た
。
す
な

わ
ち
、
産
業
委
員
会

は

い
く

つ
か
の
産
業

を
ま
と
め

て

}
つ
の
グ

ル

ー
プ

と

し

て
責

任

を
持

つ

こ
と

に
よ

り
、

委
員

に
専

門

性

を
持

た

せ

る
と
共

に
、

委

員

は
担

当

の
産

業

を

い
く

つ
か
手

掛

け
な

く

て
は

な

ら
な

い

の

で
、

全
体

と

し

て
統

一
化

を
維

持

で
き

る
。

⇔

連

邦

裁

判

所

・
産

業

部

一
九

五

六

年

に

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア
連

邦

調

停

・
仲

裁

裁

判

所

(O
o
ヨ
ヨ
8

覇
Φ
巴
昏

0
2

隣

o
{
O
o
口
o
監
鋤
鉱
8

き

α

〉
『
甑
爲
β。
-

鳳
O
昌
)
は
、
連
邦

調

停

・
仲

裁

委

員

会

(》
6
>
O
)
と

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ァ
産

業

裁

判

所

(〉
口
ω
辞噌
偉Ω
一凶四
一口
血
⊆
ω
け『
一帥
一
晶O
O
二
「
什)

に
分

離

さ

れ

た
。

一
九

七

六
年

に
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ァ
産

業

裁

判

所

は
、

新

し

く

創

設

さ

れ

た

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア
連

邦

裁

判

所

(閃
Φ
亀
興

巴

O
O
二
誹

O
h
>
¢
ω
け「
餌
=
Pゆ
)

の
産

業

部

(一瓢
匹
¢
ωけ「
一〇
一
】∪
一く
凶ω
圃O
鵠
)

に

な

っ
た
。

連

邦

裁

判

所

・
産

業

部

は
、

仲

裁

委

員

会

に
よ

っ
て
裁

定

さ

れ

た
基
準

の
雇

用

条

件

を
、

実
際

に
実

行

す

る

よ
う

に
強

制

し

た

り
、

そ

の
内

容

を
解

釈

す

る
権

限

を
持

っ
て

お

り
、

司
法

権

に
裏

付

け

ら

れ

た
組

織
…で
あ

る
。

⇔

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
労

使

関
係

委

員

会

一
九

八

八
年

、

い
わ

ゆ

る

ハ
ン

コ

ッ
ク

レ
ポ

ー
ト

(9
Φ
国
碧

・

o
o
葺

幻
Φ
O
o
「什
)

と

い
わ

れ

る

一
九

八

五
年

に
出

さ

れ

た

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

の
労

使

関

係

と

シ

ス
テ

ム

に
関

す

る
調
査

委

員

会

レ
ポ

ー
ト

(夢
Φ

お

。。
㎝

菊
8

0
詳

o
暁
9

Φ
O
o
ヨ
ヨ
鐸

Φ
Φ

o
{
幻
Φ
<
δ
≦

貯
8

》
ロ
ω
#
黛。
臨
蝉
鵠
ぎ
匹
¢
簿
憎
陣巴

食。
昌
血
〉
噌
げ
犀
轟

鉱
o
昌
)

を

う

け

て
、

連

邦

調

停

・
仲

裁

委

員
会

は
廃

止

さ

れ
、

新

た

に
オ

ー

ス
ト

ラ

リ

17
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ア

労

使

関

係

委

員

会

(9

Φ
〉
¢
ω
茸
餌
一冨
コ
ぎ

α
ロ
珍
同
一巴

菊
Φ
一碧

一〇
コ
ω

O
o
ヨ

ヨ

凶ω
臨
o
口
)

が

設

立

さ

れ

た

。

こ

の

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
労

使

関

係

委

員

会

は
、

新

た

な

労

使

関

係

法

で
あ

る

労

使

関

係

法

一
九

八

八
年

(
ぎ

α
島

三

9。
一
菊
Φ
一象

一〇
霧

>
o
け
一
㊤
。。
。。
)

を

制

定

し

た

。

二

連

邦

お

よ
び

州

政

府

の
労

使

関

係

に
関

す

る
権

限

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
憲

法

五

一
条

第

三

五
項

は
、

労

働

組
合

活

動

に
関

す

る
、

連
邦

政

府

の
立
法

権

を
制

限

す

る
と
共

に
、

連

邦

仲

裁
委

員

会

の
裁

定

権

に

つ

い
て
も

限

界

を
設

け

て

い
る
。
特

に
重

要

な

の
は
次

の

二
点

で
あ

る
。

一
つ
は

"
労
働

争

議

"

に

つ

い
て

で
あ

り
、
他

の

一
つ
は
、
"
単

独

の
州

の
領

域

を
越

え

る
面

"
に
対

し

て

の
規

定

で
あ

る
。

二
番

目

の
条

件

は
、

"
各

州

間

に
ま

た

が

る

必
要

条

件

"

と

一
般

に
呼

ば

れ

て

い
る
。

こ

の
二

つ
の
点

か

ら

言

い
た

い

こ
と

は

歴
然

と

し

て

い

る
。

労

使

関

係
委

員

会

が
裁

定

に
乗

り
出

す

こ
と

の
出
来

る

の
は
、

当

事

者

の
経

営

者
、

あ

る

い

は

労
働

者

が
、

複
数

の
州

に
ま

た

が

っ
て

い

る
場

合

の
み
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

ま
ず

"
労

働

争

議

"

の
意

味

に

つ

い
て

み

て

み
よ
う

。
第

一
に
、

労

使

関
係

委

員

会

が
裁

定

に
介

入

で
き

る
権

限

は
、

実

際

に
労
使

紛

争

が
起

き

て

い
る
、

そ

の
案

件

に
関

し

て

の
み

で
あ

る
。

労

使

紛

争

は
、

当
事

者

の

一
方

(労

働

者

側

か
経

営
側

)

が
相

手

に
対

し

て
要

求

、

な

い
し

回

答

を
与

え
、

そ

れ

を
相

手

が
拒

絶

、

あ

る

い
は
無

視

し

た
段

階

で
実

際

の
紛

争

が
発
生

し

た

と
解

釈

さ
れ

る
。

第

二

の
労

働

争

議

に
課

せ

ら

れ

る
制

約

は
、

労

使

関

係

委

員
会

は
、

労
働

争

議

案

件

そ

の
も

の
だ

け

を
扱

う

こ
と

に
な

っ
て

い
る
。

こ

の
意
味

す

る

こ
と

は
、

例

え
給

与

支

払

い
者

が
労
働

組

合

費

を
組

合

員

の
給

与

か
ら
自

動

的

に
天
引

き
す

る

よ
う

な
行

為

に
は

(
チ

ェ
ッ
ク

・
オ

フ
と
呼

ば

れ

る
)
、

労

使

関

係

委

員

会

の
裁

定

権

限

が
及

ば

な

い

こ
と

を
意

味

し

て

い
る
。

何

故

な
ら

ば
、

こ
の
行

為

は
労

働

争
議

案

件

と

は
見

な

さ
な

い
む

ね

の
裁

判

所

の
判
定

が
な

さ

れ

て

い
る

か
ら

で
あ

る
。

第

三

の
制

約

は
、

委

員
会

は
た

と

え
、

そ

の
当

事

者

が
関
与

し

て

い
る

い
な

い
に
か

か

わ

ら
ず

、
共

通

の

職

種

、
地

域
、

あ

る

い
は
産

業

に
普

遍

出
来

る

"
標
準

賃

金

体
系

"

を
決

め

る

こ
と

は
出
来

な

い
。

言

い
換

え

れ
ば
、

委

員

会

が
裁

定

を
下

し

た
如

何

な

る
決

定

も
、

実

際

に
労

使
紛

争

に
巻

き
込

ま

れ

た
当
事

者
以

外

に
は
適

用

出
来

な

い
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。
第

四

の
制

約

は
、

労
使

紛

争

に
関

し
介

入

で
き

る
領
域

は
、

あ

く

ま

で

双
方

の
当
事

老

が
争

い
あ

っ
て

い
る
領

域

に
関

し

て

の
み

で
あ

る
。

し

た

が

っ
て
議

論

の
範

囲

も
、

裁

定

の
内

容

も
、

双
方

の
交

渉

内

容

に
よ

っ
て
決

ま

る

こ
と

に
な

る
。

こ
の
音
心味

す

る
と

こ
ろ

は
、

賃

金

問

題

で
あ

れ
、

労

働

条

体

に
関

し

て

で
あ

れ
、

委

員
会

は
労

働

組

合

側

が
要

求

す

る
以
上

の
裁

定

を
す

る

こ
と

が

で
き
ず

、

ま

た
使

用

者

が

回
答

し
た

以

下

の
悪

い
条

件

を
出

す

こ
と

が

で
き

な

い
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

他

方

、

州

の
裁

定

は
も

っ
と
自

由

で
あ

る
。

裁

定

に
当

た

っ
て
、

18
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現

実

の

"
労

使

紛

争

"

の
存

在

を
事

前

に
要

求

す

る

こ
と

も

な

い
。

裁

定

を
普

遍

的

ル
ー

ル
に
す

る

こ
と

を
禁

ず

る
憲

法

上

の
制

約

も

な

い
。

い
わ

ん

や
、
"
介

入

で
き

る
領

域

を
制

約

す

る
"
原

則

な

ど

も
な

い
。

し

か

し
、

州

の
裁

定

に
も

二

つ

の
大

き

な
制

約

が
課

せ

ら

れ

て

い

る
。

第

↓
は
、

一
つ

の
州

を

の
り

こ
え

た
案

件

を
扱

う

こ
と

は
出

来

な

い
。

す

な

わ

ち
、

裁

定

は

あ

る
特
定

の
州

に
存

在

、

活
動

し

て

い

る
使

用
者

と

労
働

者

の
み

に
適

用

さ

れ

る
。
第

二

に
、

州

法

あ

る

い
は
州

の
裁

定

が
、

連

邦

の
労

使

関

係

委
員

会

の
裁

定

と

抵
触

す

る

よ
う

な

場
合

は
連

邦

裁

定

が
優

先

す

る
。

す

な

わ
ち

憲

法

↓
〇

九

条

に
規

定

さ
れ

て

い

る

よ
う

に
、

連
邦

仲

裁

裁

定

は
、

連
邦

政

府
立

案

に
よ

る
諸

法

律

と
全

く

同
等

の
権

限

を
有

す

る
、

と

の
最

高

裁

判

決

に
よ
り

不

一
致

の
部

分

に

つ

い
て
は

連
邦

裁

定

が
適

用

さ
れ

る
。

連

邦

裁

定

の
重

要

性

は
、

以

下

の
二
点

で
あ

る
。
第

}
に
、

連

邦

裁

定

は
、

経
済

効

果

の
上

か

ら

も
、

労

使

関

係

の
上

か
ら

も
・

も

っ
と

も
重

要

な
産

業

お

よ

び
職

種

の
大
半

を
押

さ
え

て

い
る
。

第

二
に
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
労

使

関

係

委

員

会

は
、

こ
と

に
賃

金

査

定

の
面

で

"
波

及
効

果

"

と

呼

ば

れ

る
、

「
つ
の
指

標

基

準

を

作

り

あ
げ

る
、

ペ

ー

ス

・
セ

ッ
タ

ー

の
役

割

を
果

た

し

て
き

た
。

そ

れ

に
州

の
裁

定

が
追

従

し

た
。

も

ち

ろ

ん
、

連

邦

の
裁

定

に

つ

い

て

い
け

な

い
州

も

い
く

つ
か
あ

っ
た

が
。

州

の
裁

定

委
員

会

が
、

自

ら

の
意
志

で
、

あ

る

い
は
州

議

会

の
動

き

に
呼
応

し

て
、

多

く

の
労
使

紛

争

に
関

し

て
画
期

的

ア
イ

デ

ィ
ア
を
打

ち

出

し
、

そ

れ

が

や

が

て
、

連

邦

の
仲

裁

裁

定

に
採

用

さ

れ

た

ケ

ー

ス
も
ま

た
多

く

あ

る
。三

仲

裁

制

度

と
裁

定

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
労

使

紛

争

に
関

す

る
諸

制

度

は
、

調
停

よ

り
む

し

ろ
仲

裁

制

度

に
重

点

が
お

か
れ

て

い
る
。

こ
と

に
労
使

双

方

が
、

お
互

い
に
譲

り
合

わ
ず

、
事

態

が
困

難

に
直

面

し

た
場

合

は

、
仲

裁

制

度

が
重

要

と

な

る
。

調

停

制
度

が
、

時

に
重

要

な
役

割

を
果

た
す

こ
と

は
事

実

で
あ

る

が
、

比
重

は

圧
倒

的

に
仲

裁

制

度

に
依

存

し

て

い
る
。

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

で
適

用

さ

れ

て

い
る
仲

裁

制

度

の
法

律

的
体

系

は
極

め

て
高

度

で
、

完

備

さ

れ

て

い

る
が
、

二

つ

の
意
味

で
法

的

拘
束

力

を

持

っ
て

い
る
。
第

一
に
、

い

っ
た

ん
仲

裁

委

員

会

が
仲
裁

と

い
う
形

で
裁

定

を

下

す

と
、

そ

の
対

象

に
な

っ
た
経

営
者

、

組

合

は
法

的

に
拘

束

さ

れ

る
。

す

な

わ
ち

、

賃

金

裁

定

、

そ

の
他

の
裁

定

は
、

決

ま

る
と
法

的

拘

束

力

を
持

っ

て

い

る
。

第

二

に
、

意

義

的

に
は
も

っ
と
重

要

で
は

あ

る

が
、

経

営

者
、

あ

る

い
は
組

合

の

一
方

が
仲

裁

委
員

会

の
裁

定

に
判

断

を

委

ね

る
や
、

相

手

は

そ

れ

を
共

通

の
問
題

と

し

て
認

識

し
、

そ

の

仲
裁

裁

定

の
席

に
座

ら
な

け

れ
ば

な

ら

な

い

こ
と

で
あ

る
。

歴

史

的

に
は
、

組

合

側

が
、

積

極

的

に
仲

裁

委
員

会

に
訴

え

で
て
、

経

営

者

側

を
仲
裁

の
傘

の
下

に
座

ら

せ

る
傾

向

が

あ

っ
た
。

い

っ
た

ん
仲

裁

委

員

会

に
提

訴

す

る
と
、

双
方

と

も

同
時

に
拘

束

さ
れ

た
。
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う

に
、

連

邦

の
仲

裁

制

度

の
中

心

と

な

る

…機
関

は

、

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア
労

使

関

係

委

員

会

(目
げ
Φ

〉
ロ
ω
#
呂

雪

ぎ

山
¢
ω
け村
芭

O
o
ヨ

,

自

ω
ω
一〇
昌
)
で

あ

る
。

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

労

使

関

係

委

員

会

は

、

こ

こ

に
持

ち

込

ま

れ
た
争

議

に

つ
い

て
公

聴
会

を
開

く
権

限

を
持

ち

、

調

停

が
失

敗

し

た
場

合
仲

裁

に
移
行

す

る

こ
と

が

で
き

る
。

こ

こ

で
決

定

さ

れ

る
労

使

関

係

や
雇

用

条

件

は

裁

定

(〉
窯
拶
『α
ω
)

と

呼

ば

れ

る
。

組

合
側

が

一
連

の
要

求

事

項

表

(一〇
αq
。
{
。
一§。
一日
ω
)

を

経
営

側

に
提

出

し
、

こ

の
要

求
書

が

一
定

の
期

限

内

に
拒
否

さ

れ

る

か

あ

る

い
は

回
答

を
得

ら

れ
な

い
場

合

に
は
、

争

議

が
発
生

し

た
と

見

な

さ

れ
、

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ァ
労

使

関

係

委
員

会

の
介

入

を

可
能

に
す

る
。

組

合

側

の
要

求

水
準

と
、

経

営

側

の
回
答

と

の

乖

離

が
、

紛

争

の
範

囲

(〉
ヨ
σ
ε

と

な

る
。

こ

の
紛

争

の
範

囲

に
よ

っ
て
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
労

使

関

係

委

員

会

が
争
議

を
解

決

す

る

た
め

の
新

し

い
裁

定

を
出

し
、

あ

る

い
は
現

行

の
裁

定

の
条

件

変

更

を
行

う

た

め

の
範

囲

が

決

ま

っ
て
く

る
。

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア
労

使

関

係

委

員

会

は
、

ま

た

調

停

に
持

ち

込

ま

れ

る
前

に
労

使

間

で
結

ば

れ

た

労

働

協

約

の
公

認

(↓
げ
Φ
O
Φ
「け
菖
。
9。
二
。
質

。
h

>
鴨

Φ
Φ
ヨ
Φ
コ
房
)

を

す

る
権

限

を
持

っ
て

い

る
。

こ
れ

に
よ

っ
て

労

使

間

で
自

主
的

に
賃

金

労

働

条

件

に

つ
い

て
協

約

を
結

び
、

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア
労

使
関

係

委

員

会

に
登

録

し

て
認

め

て
も

ら

う

こ

と

も

可
能

と
な

る
。

こ

の
よ
う

な
形

で
認

め

ら

れ

た
協

約

も
裁

定

と

同

一
の
取
扱

い
を
受

け

る
。

近

年

か
な

り

の
裁

定

は
、

オ

ー

ス

ト

ラ
リ

ア
労

使

関

係

委

員
会

自

ら

が
決

定

し

た
所

産

で
は

な

く
、

事

前

に
経

営

者

と
労

働

者

と

が

一
応

の
合

意

に
達

し

た

も

の
を

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
労

使

関

係

委

員

会

に
持

ち

込

み
、

権
威

づ

け

し

て

も

ら

う
形

と
な

っ
て

い
る
。

こ
れ
を
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

で
は

同

意

裁

定

(O
o
コ
ω
①
簿

〉
≦
鋤
a

ω
)

と
呼

ん

で

い
る
。

裁

定

(
ア

ワ
ー
ド
)

は
、

通
常

、

賃

金

レ
i
ト

や
雇

用

条

件

の

最

低
基

準

で
あ

る
。

組

合

は
、

裁

定

を

越

え

る
賃

金

レ
…

ト

や
雇

用

条

件

を

経
営

側

か
ら
引

き

出

す

こ
と

は
自

由

で
あ

る
。

こ

の

こ

と

か
ら
、

労

使

間

の
団
体

交

渉

は
、

裁

定

以
上

の

レ
ー
ト

や
条

件

に

つ

い
て
だ

け

に
限

定

さ

れ

る
。

裁

定

を
越

え

る
賃

金

水

準

を

支

払

う

事

を
、

オ

ー
バ

ー

・
ア

ワ
ー
ド

賃

金

(O
<
Φ
目
,蝉
≦
餌
『
山

℃
餌
で

ヨ
①
コ
宏
)

と

い
う
。

オ

ー
バ

ー

・
ア

ワ

ー
ド

賃

金

は
、

経

営

者

が

高
額

賃

金

や
高

条

件

で
労
働

力

を
引

き

付

け

よ
う

と
考

え

る
場

合

に
多

い
。四

労

働

組
合

の
登

録

・
認

知

労

働

組

合

が
仲

裁

裁

定

を
受

け

る
た

め

に
は
、

ビ

ク
ト

リ

ア
州
、

お
よ

び

タ

ス

マ

ニ
ア
州

の
賃

金

裁

定

ボ

ー
ド

を
除

く

と
、

事

前

に

登

録
、

認
知

さ

れ

て

い
な

け

れ
ば

な

ら

な

い
。

労
働

組

合

の
登

録

制

度

は
、

ま

た
、

連

邦

仲

裁

制

度

を
構

成

す

る

一
つ
の
法

体

系

と

な

っ
て

い
る
。

労
働

組

合

を

登
録

す

る

こ
と

は
、

組

合

指

導
部

に
と

っ
て
極

め

て
対

価

の
高

い
も

の
で
あ

り
、

実
質

面

で
も
多

く

の
利
点

が
与

え

ら

れ

て

い
る
。

注

目
す

べ
き

下
記

の
四
点

で
あ

る
。
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第

一
に
、

当

然

の

こ
と

で
あ

る

が
、

仲

裁
裁

定

に
持

ち
込

む

こ

と

が

で
き

る
。

第

二

に
、

登

録

す

る

こ
と

で
数

々

の
法

的

裁

量

を

受

け

る

乙
と

が

で
き

る
。

も

し
登
録

し

て

い
な

け

れ
ば
、

事

務

的

に
簡

単

に
済

ま

し

て

し
ま

う

こ
と

も
、

丁
重

に
取

り
扱

わ

れ

る
。

第

三

に
、

登
録

済

み
組

合

の
み

が
組

合
費

の
滞

納

、

そ

の
他

諸

々

の
公
租

公
課

を
徴

収

す

る

こ
と

が

で
き

る
。

ま

た
、

通
常

の
裁
判

制

度

に
お

け

る
民

事

訴

訟

を
組

合

員

に
対

し

て
行

う

こ
と

が

で
き

る
。

た

だ
し
、

ニ

ュ
i

・
サ

ウ

ス

。
ウ

ェ
ー

ル
ズ
州

の
労

働

組

合

法

の
も

と

に
登

録

さ

れ

た
労
働

組

合

は

例
外

で
あ

る
。
第

四

に
、

組

合

登

録

は
自

動

的

に
組
合

で
も
認

可

さ

れ

る
も

の
で

は
な

い
。

と

い
う

こ
と

は
す

で

に
認

可

さ

れ
、

登

録
済

み

の
組

合

は
、

そ

れ

と
競

合

す

る
新

し

い
組

合

が
新

た

に
登

録

し

た

り
、

あ

る

い
は
組

織

す

る
よ
う

な

状

況

に
遭

遇

し

な

い
よ

う
保

護

さ

れ

て

い

る

こ
と

を
意

味

し

て

い
る
。

第

三
節

オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア

の
賃
金
決
定

シ
ス
テ
ム

一

国
家

レ

ベ
ル

で

の
賃
金

決

定

本
節

で
は
、

連

邦

調

停

・
仲

裁

委

員

会

を

中

心

と

す

る
連

邦

レ

ベ

ル
で

の
賃

金

紛

争

処

理

に

つ

い
て
述

べ

る
。

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
連

邦

レ
ベ

ル

で

の
賃

金

決

定
制

度

の
基

礎

は
、

一
九

〇

七

年

に

出

さ

れ

た

ハ

ー

ベ

ス

タ

ー

判

決

(犀
食。
雫

く
①
ω什o
「
同
=
ユ
噌
ヨ
Φ
葺

)

で
あ

る
。

ハ
ー

ベ

ス
タ

ー
判

決

は

、
連

邦

レ
ベ

ル

で
最

初

に
最

低

賃
金

を
規

定

し

た
。

最

低

賃

金

は
、

標

準

的

労
働

者

が
、

文

明

社
会

で
人
間

ら

し
く

生
活

す

る
た

め

の
生

計

費

を
基

礎

に
算

定

が
な

さ

れ

た
。

賃

金

の
構

造

は
、

生

計
費

に
も

と

つ

く
基

本

賃

金

(じσ
p。
島
o

～<
o
αq
Φ
)
、

お

よ

び
、

各

自

の
能

力

、

経

験

か

ら

く

る

熟

練

に

対

す

る

付

加

給

付

(ζ

母
㈹
ぎ

8
「

ω
評
包
)
、

の

二
本

立

て

に
よ

り
裁

定

さ

れ

た
。

一
九

一
二
年

以

降

、

基

本

賃

金

は
、
消

費

者

物
価

指

数

(ヵ
Φ
雷
鵠
勺
ユ
8

ぎ
α
Φ
図
"
幻
℃
囲)

を
基

礎

と

し

て
、

調

整

さ

れ

る

こ
と

に
な

っ
た
。

さ
ら

に
、

一
九

二

二
年

か
ら
、

基

本

賃
金

は

三

ヵ
月

ご

と

に
消

費

者

物

価

指
数

の

動

き

に
連

動

し
た
形

で
、

自

動

的

に
調

整

す

る

シ

ス
テ

ム
が
確

立

さ

れ
た
。

基
本

賃

金

が
消

費

者

物
価

の
変

動

に

よ
り
自

動

的

に
決

定

さ

れ

る
制

度

は
、

一
九

五

三
年

ま

で
続

い
た
。

五

三
年

か
ら

は
、

基

本

賃

金

は
支

払

い
能

力

を

も
考

慮

さ

れ

る
よ
う

に
な

り
、

そ

の

た

め

に
経
済

指
標

が
参

考

と

さ

れ
た
。

経

済

指
標

と

し

て
、

雇

用
、

投
資

、

生

産

と
生

産

性
、

外

国
貿

易
、

貿

易
収

支

、

産

業

の
競

争

力

、

等

が
用

い
ら

れ
た
。

六
〇

年

以

降

は
、

生

産

性

と
、

物
価

と

い
う

二

つ
の
指
標

か
ら
基

本

賃

金

が
決
定

さ

れ

た
。

以

上

の
よ

う

に
、

基

本

賃
金

は
、

定
期

的

に
裁

定

さ
れ

る

の
に
対

し

て
、

付

加

給

付

は
、

申

請

に
基

づ
き
労

働

内

容

に
変
化

が

あ

っ
た

と
認

め
ら

れ

た
際

に
不
定
期

に
増
額

が
裁

定

さ

れ
た
。

こ

の
よ
う

な

基
本

賃

金

と
付

加

給
付

か
ら

な

る
最

低

賃
金

と

は
別

に
、

労

使

間

の
直

接

交
渉

に
よ

っ
て
実

現

す

る
裁

定
外

賃

金

が
次
第

に
増

え

た
。

裁

定

賃

金

と
現

実

の
賃
金

と

の
間

の
乖

離

が
増
大

し

た
。

21

連
邦

調
停

.
仲
裁
委
員
会

は
、

一
九

六
七
年

に
、
従
来

の
基
本
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賃

金

と

付

加

給

付

を
統

合

し

て

総
合

賃

金

(]
りO
け
鋤
一
ぐ
く
国
σq
Φ
)

と

し
、

調

停

・
仲

裁
委

員
会

は
自

ら

の
機

能

を

一
歩

後

退

さ

せ
、

労

使

間

の
団
体

交

渉

を
拡

張

す

る
意
向

を

示

し

た
。

こ

の
結

果

、

賃

金

決
定

は
多

元
化

し

て

い

っ
た
。

し

か

し
、

こ
の
賃

金

決

定

は
、

イ

ン
フ

レ
効

果

を
内

在

す

る

も

の

で
あ

っ
た
。

す

な

わ

ち
、

生

産

性

の
高

い
産

業

で
交
渉

力

の
強

い
組

合

は
、

個

別

交

渉

に
よ

る
上

積

み
分

に

よ

っ
て
高

い
賃

金
引

き
上

げ

が
実

現

し
、

こ
れ

が
賃

金

公

平

性

の
原

則

(O
O
ヨ
づ
賞

⇔
ぼ
く
Φ
を

食。
αq
Φ
甘

ω什
一〇
Φ
)

に

よ

っ
て
、

さ

ほ

ど
生

産

性

の
高

く

な

い
産

業

の
賃

金

決

定

に
影
響

を
与

え

る

か
ら

で
あ

る
。

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

に
伝

統

的

に
存

在

し

て

い
た
賃

金

公

平

性

の
原
則

に
基

づ
き
、

産
業

や
職

種

間

均

衡

を

は

か

る
た

め
順

次

他

の
産
業

や
職

種

の
賃

上

げ

裁
定

に
波

及

し
、

一
巡

し

た

頃

に
は
最

初

の
産

業

や
職

種

は
他

と

の
均

衡

を

理
由

に
賃

上

げ

を

要

求

す

る

と

い
う

サ
イ

ク

ル

が
形

成

さ

れ

た
。

労
働

組

合

は
、

実

質

所

得

を
確

保

す

る

た
め

に
、

頻

繁

に
賃

金

交

渉

が
行

わ

れ
た
。

こ
れ
は

結

局
、

全
産

業

賃

金

上

昇
率

は
常

に
平
均

生

産

性

上

昇

率

を
上

回

る
結

果

と

な

っ
た
。

一
九

七

四
年

末

ま

で

に
、

裁

定

賃

金

は
年

率

三

〇
%

上

昇

し
、

物

価

上
昇

率

は
年
率

一
八
%

に
達

す

る

と

い
う

イ

ン
フ

レ
と

な

っ
た
。

O

賃

金

イ

ン
デ

ク

セ

ー

シ

ョ
ン
政

策

一
九

七

五
年

に
は
、

こ

の
よ

う

な
悪

化

し
た
経

済

を
改

善

す

る

た

め

に
、

イ

ン
デ

ク

セ

ー

シ

ョ

ン
原

則

(↓
ゴ
Φ

ぎ
α
Φ
×
餌
口
8

勺
「
ぢ
o
骨
尾
ω
)

に

よ

る
賃

金

決

定

制

度

を

採

用

し

た
。

イ

ン

テ

ク

セ

ー

シ

ョ
ン
原

則

に
よ

る
賃

金
決

定

と

は
、

賃
金

を
消

費

者

物
価

指

数

(O
o
コ
ω」§
ρ
宍

勺
ユ
o
Φ
ぎ
ユ
Φ
×
"
O
国

)

の
動
向

に
合

わ

せ

て

修

正
す

る
制

度

で
あ

る
。

す

な

わ
ち
、

賃

金

決

定

を
物
価

上

昇

に

合

わ

せ

て
調

整

す

る

こ
と

に
よ

り
実
質

賃
金

水
準

の
維
持

を

図

り

な

が
ら
、

連

邦

調

停

・
仲
裁

委
員

会

に
よ

る
賃
金

決

定

と

い

っ
た

形

で

の
中

央
集

権

化

を

図

っ
た

も

の

で
あ

る
。

イ

ン
デ

ク

セ

ー

シ

ョ
ン
原

則

は
、

い
ろ

い
ろ
形

を
変

え
な

が
ら

も

一
九

八

一
年

ま

で

続

い
た
。

イ

ン
デ

ク

セ

ー

シ

ョ
ン
原
則

が
導

入

さ

れ
た

一
九

七

五
年

か
ら

は
、

賃
金

を
消

費

者

物

価

指
数

の
四
半

期

ご

と

の
動

向

に
よ

り
修

正

し

た
。

一
九

七

八
年

か
ら

は
、

半
年

ご

と

に
変

わ

っ
た
。

連

邦

調
停

・
仲

裁

委
員

会

の
決
定

事

項

や
賃
金

決

定

原

理

は
、

直

接

的

に
は
、

連

邦

裁

定

に

し

か
適

用

さ

れ
な

い
が
、

州

レ
ベ

ル
の
労
働

法

廷

も

同

じ
増

加

分

を
州

と

し

て
裁

定

し

た
。

そ

の
結

果
、

イ

ン

デ

ク

セ
ー

シ

ョ
ン
原

則

の
決

定

は
賃

金

・
俸

給

労
働

者

の
約

九

〇

%

に
適

用

さ

れ
た
。

実

際

の
賃

金

上
昇

率

は
、

消

費

者
物

価

指

数

の
動

き

に
比

べ

て
低

く

押

さ
え

ら

れ

た
。

一
九

七

五
年

三
月

か
ら

一
九

八
〇
年

九

月

に
至

る
時

期

の
イ

ン
デ

ク

セ
ー

シ

ョ
ン
の
平

均

は

八
〇

%

を

少

し
越

え

た
程

度

で
あ

っ
た
。

⇒

ケ

ー

ス
バ

イ

ケ

ー

ス

に
よ

る
賃
金

決

定

一
九

八

一
年
、

連

邦

調
停

・
仲

裁
委

員

会

は

イ

ン
デ

ク

セ

ー

シ

ョ
ン
原

則

に
よ

る
賃

金

決

定

か
ら
、

ケ

ー

ス
バ

イ

ケ

ー

ス
に

よ

る

賃

金

決

定

に
戻

し

た
。

こ
の
賃

金

決
定

方

法

は
、

一
九

八

一
年

七

22
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月

よ

り

一
九

八

二
年

一
二
月

ま

で
続

い
た
。

こ
の
間

、

極

め

て
画

一
的
裁

定
基

準

が
全

産

業

に
ゆ

き

わ

た

っ
た
。

激

し

い
労
働

争
議

の
末

、

金

属

産

業

の
労
働

組

合

は
、

一
九

八

一
年

一
二
月

に
協

定

を
結

ん

だ

が
、

そ

の
内

容

は

週

二
五
ド

ル
賃

上

げ
、

基

準

内

労

働

時

間

を

週

四

〇
時

間

か
ら

三

八
時
間

に
短

縮

す

る

こ
と

、

さ
ら

に

中
間

賃

金

調

整

と

し

て

一
九

八

二
年

六
月

に
週

↓
四
ド

ル
の
賃

上

げ

を
行

う

も

の

で
あ

っ
た
。

こ
の
金

属

産

業

基
準

が
他

産

業

に
お

け

る

一
九

八

二
年

の
裁

定

上

積

み
分

の
基

礎

と

な

っ
た
。

こ

の
年

景
気

が

さ

ら

に
悪

化

し

た
。

一
九

八

二
年

一
二
月

、
政

府

は

公
共

部

門

の
賃

金

の

一
二

ヵ
月

凍

結

を
法

制

化

し
、
連

邦

調

停

・
仲

裁

委

員

会

に
対

し

て
は
民

間

で
も
同
様

の
賃

金
凍

結

を
行

う

よ
う

要

請

し

た
。

連

邦

調

停

・
仲

裁

委
員

会

は
民

間
部

門

の
賃

金
凍

結

を

行

っ
た

が
、

そ

れ

は

六

ヵ
月

し

か
続

か
な

か

っ
た
。

⇔

ア

コ
ー
ド

(合

意

)

に
よ

る
賃

金

決
定

一
九

八
三
年

、

労

働

党

の
ホ

ー
ク
政

権

が
誕

生

し
、

ア

コ
ー
ド

(合

意

)

に

よ

る
賃

金

決
定

が
実

施

さ

れ

る
よ
う

に
な

っ
た
。

ア

コ

ー

ド

(>
o
o
o
a

)

と

は
、

一
九

八

三

年

二

月

に
、

労

働

党

(〉
い
℃
)
と

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア
労

働

組

合

評
議

会

(》
O
↓
d
)

と

の
間

の
物

価

と

所

得

に
関

す

る
政

策

協

定

で
あ

る
。

ア

コ
ー
ド

に

よ

る
賃

金

決

定

政
策

に

つ
い

て
見

て
み

よ

う
。

一
九

八
三
年

か
ら

八
六
年

ま

で
は
、

賃

金

決
定

を
消

費

者

物

価

指
数

に
基

づ

き
中

央

に
よ

り
決

定

さ

れ

る
、

過

去

の
賃
金

イ

ン
デ

ク

セ

ー

シ

ョ
ン
政

策

に
戻

っ
た
。

す

な

わ
ち
、

一
九

八
三
年

よ

り

八

五
年

末

ま

で
は
、

賃
金

上

昇

は
、

消
費

者

物

価

の
上

昇

に

ス
ラ

イ
ド

さ

せ

た
。

し

か
し
、

一
九

八

五
年

末

よ

り

八

六
年

末

ま

で
、

賃

金

上

昇

は
、

消

費

者

物
価

指

数

を

下

回

る
水
準

で
決

定

さ

れ
た
。

こ
れ

は
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
ド

ル

の
切

り

下

げ
、

貿

易

収
支

の
大

幅

赤

字

に

よ

る
オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
経
済

の
悪

化

の
た

め

で
あ

る
。

一
九

八
七
年

以
降

、

賃

金

イ

ン
デ

ク

セ

ー

シ

ョ
ン
政

策

は
、

打

ち

切

ら

れ

た
。

一
九

八
七

年

か

ら

二
層

賃

金

シ

ス
テ

ム

(↓
≦
o

§

卑

QD
《
ω
冨
ヨ

o
{
零

麟。
σq
Φ
)

と

い
わ
れ

る
賃

金

決

定

を
行

っ
た
。

「
層

賃

金

シ

ス
テ

ム
と

し

て
、

八
七
年

三
月

に

一
〇

ド

ル
、

八

八

年

に
六

ド

ル
、

全

労

働

者

「
律

引

き
上

げ

る
。

二
層

賃

金

シ

ス
テ

ム
と

し

て
、

生

産

性

に
見
合

う

四
%

の
範

囲
内

で
、

企

業

と

労
働

組

合

の
交

渉

に
よ

る
賃

金

引

き

上

げ

を
認

め

た
。

一
九

八

九
年

、

ア

ワ

ー
ド

(裁

定

賃

金

制

)

を
見

直

す

こ
と

を

条

件

と

し

て
、

三
%

プ

ラ

ス

一
〇

ド

ル

の
賃
金

引

き
上

げ

を
行

っ

た
。一
九

八

五
年

以
降

の
賃

金

上

昇

は
、

消

費

者

物
価

上

昇

を
下

回

る
水
準

と

な

っ
て

い
る
。

四

「
九

九

〇
1

九

一
年
度

ア

コ
ー

ド

↓
九

九

〇
年

の

二
月

、

政
府

と

A

C

T

U

と

の
間

の
交

渉

の
結

果

、

一
九

九

〇
1

九

一
年

の

ア

コ
ー
ド

(>
O
o
O
a

竃

舞

閃

く
一)

の
内

容

が
決

定

し
た
。

こ
の
主

要

内

容

は
、

以

下

で
あ

る
。

一

九

月

か
ら

の
四

半

期

の
消

費

者

物

価

上

昇

率

(O
℃
H)

が

23

一

.
五
%

と

予

想

さ

れ

る

の

で
、

一

一
月

よ

り

一

・
五

%

の



オ ース トラ リアの労使 関係 と日系企業 経営

賃
上
げ

を
行
う
。

二

一
九
九

一
年

五
月

よ
り
、

全
労
働
者

に
対

し
て
週

一
ニ
ド

ル
の
賃

上
げ

を
行
う
。

三

一
九

八
九
年
度

と
同
規
模

の
減
税

を
行
う
。

四

職
業
年
金

三
%

ア

ッ
プ
を
三
年
以
内

で
段
階
的

に
実
施

す

る

。

五

生

産

性

と
利

益

分

配
率

を
ベ

ー

ス
と

し

て
、
七
%

を
上

限

と

し
た

企

業

レ
ベ

ル

の
オ

ー
バ

ー
ア

ワ
ー
ド

の
賃

金

交

渉

を

行

う
。

二

産

業

レ

ベ

ル
で

の
賃
金

決

定

ー

ア

ワ

ー
ド

ア

ワ

ー

ド

(〉
≦
o
a

ω
)

と

は
、

労

働

裁

判

所

(ぎ

血
¢
ω
三

巴

菊
Φ
冨
鉱
8

ω

目
「
き
毒

餌
一)

に

よ

っ
て
決

定

さ

れ
、

公

式

文

書

化

(男
o
「ヨ

巴

U
o
9
巨

Φ
三

)
さ

れ
た
、
組
合

員

の
労

働

条

件

や
賃
金

な

ど
規

定

し

た
裁

定

(
ア

ワ
ー
ド

)

で
あ

る
。

現

在

、

約

一
〇

〇

〇

の
連

邦

ア

ワ

ー
ド

が
存

在

す

る
。

連

邦

ア

ワ
ー
ド

は
、

以

前

は
連

邦

調

停

・
仲

裁

委

員

会

(>
O
>
O
)
、

現
在

は

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
労

使

関

係

委

員

会

(昏

Φ
〉
二
ω
嘗
鋤
嵩
磐

ぎ

身

。。什ユ
巴

幻
巴
餌
二
〇
口
ω
O
o
ヨ
ヨ
δ
匹
o
P
)

に

よ

っ
て
作

成

さ

れ

る
。

ま

た
、

多

く

の
州

ア

ワ

ー
ド

(ω
辞
象
Φ
〉
毛
p。
a

ω
)
が
存

在

す

る

。そ

の

た

め

、

同

一
の
企

業

の
従

業

員

で

も

、

違

っ
た

ア

ワ

ー

ド

が

適

用

さ

れ

る

ケ

ー

ス
が
多

い
。

図

表

1

は

、

シ
ド

ニ

ー

に

あ

る

中

規

模

の
印

刷
会

社

の

従

業

員

に
適

用

さ

れ

る

ア

ワ
ー
ド

の
例

で
あ

る
。

こ

の
印
刷

会

社

で
は
、

従

業

員

の
職

種

に
よ

り

五

つ

の
ア

ワ
ー
ド

が
適

用

さ
れ

て

い
る
。

ア

ワ

ー
ド

が
適

用

さ

れ
な

い

従

業

員

が

一
五
%

ほ

ど

い
る

と

さ

れ

る

が
、

そ

の
L多
く

が
僧官
理

職
～や
経

営

者

レ
ベ

ル

の
従

業

員

で
あ

る
。

図
表

2

は
、

一
九

八

五
年

の

ア

ワ

ー
ド

が
適

用

さ

れ

る
従

業

員

の
割

合

を
産

業

ご

と

に
見

た

も

の

で
あ

る
。

こ
れ

を

見

る
と
、

全

従

業
員

の

八

五
%

が
、

連

邦

か
州

の
ア

ワ
ー
ド

が
適

用

さ

れ

て

い
る

こ
と

に
な

る
。

州

ア

ワ
ー
ド

が
適

用

さ

シ ドニーにある中規模の印刷会社の従業員に適用 されるアワー ド図表1

職 種 ア ワ ー ド

印刷現場従業員 FederalGraphicArtsAward

事 務,タ イ ピ ス ト,速 記 Clerks(State)Award

トラ ッ ク ドラ イ バ ー TransportIndustry(State)Award

掃 除 Watchmen,CaretakersandCleaners{State)Award

販 売 CommercialTravellers(State)Award

(出 所)Alexander,R。andLewer,J,,UnderstandingAustralianIndustrialRelations・P・126.
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図表2産 業別のアワー ドが適用される従業員の割合(1985年5月)

産 業

全雇用老

数(千人)

アワー ドが適 用 され
る雇用者 の割合(%)

連邦 ー、ーソ 合計

ア ワー ドが適用
されない雇 用者
の割合(%)

鉱 業

製 造

食 品,飲 料,タ バ コ

繊維,衣 料,く つ

紙 紙製 品

化学,石 油,石 炭

金属,機 械製品

基礎 金属製品

金属加 工

輸送機械

その他製造

電気,ガ ス,水 道

建 築

卸 売

小 売

運 輸 倉庫

情 報

金融,不 動産,ビ ジネ スサ ービス

官庁,防 衛

コ ミュニ ティーサー ビス

リク レーシ ョン,そ の他サ ー ビス

全 産 業

翻

鷺

㎜
謙

蹴

㎜
㎜
遡

灘

㎜
翻

撒

柵
…

-
⊥

に
」

鷹

講

辮

謝

羅

麗

叢

撚

號

瀦

蹴
枷

講

襯

嶽

揃

搦

讃

端

鵬

、
細
幾

麗

粥

醗

瓢

謝

灘

躍

謙

蹴

翔

號

枷
細

盤

蝿

…
瀧

擁

、
講

m
.
蜘
、
搦

(出 所)Al・x・nd・ ・,RandL・we・,J.UnderstandingAustralianlndustrialRelations
,P.126.

れ

る
従

業

員

は
約
半
数

の
四

九

・
八
%

、

連
邦

ア

ワ
!
ド

が
適

用

さ

れ

る
従

業

員

は

三

二

・
六
%

で
あ

る
。

公

企
業

お

よ

び
郵

便

や
電

信

事
業

と

い

っ
た
情

報
産

業

分

野

の

ア

ワ
ー
ド

適

用

・率

は
高

く
、

小

売

産

業

の
ア

ワ
ー
ド

適

用
率

は
低

く

な

っ
て

い
る
。

図
表

3

は
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
主

要

な
連

邦

と
州

の
ア

ワ
ー
ド

と
、

そ

の

カ
バ

ー
さ

れ

る
従

業

員

の
数

を
表

わ

し

て

い

る

。

e

ア

ワ
ー
ド

と

は
何

か

ア

ワ

ー
ド

は
、

賃
金

、

労

働

時

間

、

休

日

・
休

暇

な

ど
労
働

条

件

の
か
な

り

の
事

項

を
規

定

し

て

い

る
点

か
ら
す

る

と

労

働

協

約

(O
o
剛δ
o
鉱
く
Φ

》
鴨

Φ
?

ヨ
〇
三

)
に
近

い
も

の

で
あ

る

が
、

ア

ワ

ー
ド

は
労
働

協

約

と

は
多

く

の
点

で
異

な

っ
て

い
る
。

第

一
に
、

ア

ワ
ー
ド

は
、

法

律

上

の

契

約

と

し

て

の
地
位

を
有

し

な

い

の
で
、

ア

ワ

…
ド

へ
の
違

反

に
対

し
法

廷

へ
請

25

求

を
す

る

こ
と

は
出

来

な

い
。



図表3主 要 な連邦 と州の アワー ド(1985年5月)

ア ワ ー ド名
適用される
雇用者数

連 邦

ニ ュ ーサ ウ ス ウ ェ ール ズ州

ビク トリア州

連 邦

連 邦

クイ ー ンズ ラ ン ド州

ニ ュ ー サ ウ ス ウ ェ ー ル ズ州

ビ ク トリア 州

連 邦

ビク ト リア州

南 オ ー ス トラ リア州

西 オ ー ス トラ リア州

南 オ ー ス トラ リア州

連 邦

連 邦

タ スマ ニ ア州

連 邦

南 オ ー ス トラ リア州

クイ ー ンズ ラ ン ド州

MetalIndustryAward

Clerks(State)Award

CommercialClerksAward

BankOfficials(Federal}Award

VehicleIndustry:Repair,ServiceandRetail
Award

ClerksandSwitchboardAttendants(State)
Award

CrownEmployees(Teachers:Education
TeachingService)Award

HospitalandBenevolentHomesAward

InsuranceQfficers(ClericalandIndoorStaff)
ConsolidatedAward

GeneralShopsAward

Clerks(SouthAustralia)Award

ShopandWarehouse(WholesaleandRetail)
Award

Teachers'SalariesBoardAward

NationalBuildingTradesConsolidatedAward

Engineering(ailCompanies)Award

RetailTradesAward

LiquorandAlliedIndustriesAccommodation,
CateringFoodServices,DrinkCafeteriaand
CanteensAward

Hotels,Clubs(etc.)Award

HospitalNursesAward{State)

211SOO

116600

80700

75500

70Sao

5a300

44200

3790a

29900

27900

26400

25600

20000

14300

13800

12600

12600

1040a

10100

(出 所)Alexander,R.andLewer,J.,UnderstandingAustralianIndustrialRelations,p」27.

第

二

に
、
労

働

協

約

は
通

常
、

労

使

の
当

事

者

に

よ

っ
て
文

書

化

さ
れ

る

が
、

ア

ワ
ー
ド

は
、

労

使

関

係
委

口貝

△
耳

(一詳
匹
仁
ω
貫
一餌
一

幻
Φ
一餌
鉱
o
コ
ω

O
O
巳
]B
す
甑
O
コ
)

の

よ

う

な

労

働

裁

判

所

に

よ

っ
て
文

書

化

さ
れ

る
。

す

な

わ
ち
、

ア

ワ

ー
ド

は
、

労
使

の
音
心

見

を
聴

取

し
、

そ

の
議

論

を
基

礎

と

し

て
労
働

裁

判

所

に
よ

っ
て
文

書

化

さ
れ

た
協

定
文

書

で
あ

る
。

次

に
、

ア

ワ
ー
ド

の
特

徴

や
、

そ

の
基
本

理
念

に

つ

い
て
見

て
み

よ
う
。

ア

ワ
ー
ド

の
基

本

理
念

と

し

て
第

一
に
、
比

較

賃
金

公

正

(O
O
ヨ
0
9。
「
甲

=
<
Φ
芝

餌
ひq
Φ
言

ω口
o
Φ
)
と

い
う
考

え

方

が

あ

る
。

比

較

賃

金

公

正

と

は
、

違

っ
た
企
業

や
産

業

に
お

い
て
も
、

同

一
の
仕
事

を
行

う
労

働

者

は
、

雇

用
者

や
産

業

の
支

払

い
能

力

に

か

か

わ
ら
ず

、

ほ

ぼ
同

一
の
賃

金

を
得

る

べ
き

で
あ

る
と

い
う

原

則

で
あ

る
。

例

え
ば
、

同

]
の

ア

ワ
ー
ド

に
よ

っ

て
規

定

さ
れ

て

い
る
塗
装

工

は
、

使

26
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用

者

や
労
働

環

境

が
違

っ
て
も
原

則

的

に
は

同

一
の
賃

金

と

な

る
。

高

い
足

場

の
上

で
作

業

す

る
塗

装

工
と

地
上

で
作

業

す

る
塗
装

工

が

い
た

と
す

る
と
、

誰

し

も
、

前

者

の
塗

装

工

が

よ

り
高

い
賃

金

を
要

求

す

る
と

考

え

る

で

あ
ろ

う

が
、

ア

ワ

ー
ド

で
は
そ

れ

を
反

映

し
な

い
で
、

同

一
賃

金

で
あ

る
。

ま

た
、

機
械

工

に
対

す

る
賃

金

は
、
機
械

工

に
対

す

る
賃

金

が

あ

る
だ

け

で
あ

り
、
「
良

い
機
械

工
」

や

「
悪

い
機
械

工
」

に
対

す

る
賃

金

と

い

っ
た

も

の
は
な

い
。

こ
れ

は
、

一
生

懸
命

働

い
て
も
、

い
い
加

減

に
働

い

て
も
賃
金

は

変

わ

ら

な

い
と

い
う
弊

害

に
も

な

る
。

ま

た
、

比
較

賃
金

公

正

は
、

す

べ

て

の
職

種

の
賃
金

は
相

互

に

関

連

づ

け

る

べ
き

で
あ

る
と

い
う

原

則

を

も
含

む
。

労

働

裁

判

所

は
、

賃
金

全
体

に

つ

い

て

の
構

造

を
作

り

上

げ
、

す

べ

て

の
職
種

の
賃

金

を
相

互

に
首

尾

一
貫

し

た
も

の

に
し

よ

う

と
試

み

て
き

た
。

こ

の
比

較

賃

金

公

正

の
原

則

は
、

弱

小

組

合

の
労

働

者

も
、

力

の

あ

る
大

き
な

労
働

組

合

の
労
働

者

と

ほ

ぼ
同

水

準

の
賃
金

や
労

働

条

件

を
認

め

よ

う

と

し

た

こ
と

か
ら

、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
は
比

較

的
格

差

の
少

な

い
平

準

化

し

た
賃

金

・
労
働

条

件

が
形

成

さ

れ
た

。

第

二

に
、

賃

金
、

労

働

時

間

を

は

じ
め

と

す

る

ア

ワ

ー
ド

の
規

定

は
、

す

べ

て
最

低

の
基

準

で
あ

る
。

も

し
、

あ

る
労

働
者

が
、

あ

る

ア

ワ

ー
ド

に
よ

っ
て

ヵ
バ

ー
さ

れ

て

い
れ

ば
、

使

用
者

は

そ

の
労

働

者

が
行

う
職

務

の
内

容

に
応

じ

て
、

そ

の
ア

ワ
ー
ド

が
規

定

し

て

い
る
最

低

賃

金

を
支

払

わ
な

け

れ
ば

な

ら

な

い
。

も
ち

ろ

ん
、

使

用
者

は

ア

ワ
ー
ド

以

上

の
賃
金

を
支

払

う

こ
と

が

で
き

る

し
、

し

ば

し
ば

そ

れ
を
余

儀

な
く

さ

れ

る
。

こ
の

ア

ワ
ー
ド

以
上

の
賃

金

を
、

オ

ー

バ

ー

ア

ワ

ー
ド

賃

金

(○
<
Φ
吋
凶
を
鷲
匹

勺
鋤
矯
ー

ヨ
Φ
三
ω
)

と

い
う
。

賃

金

だ

け

に
限

ら
ず

、

例

え

ば
、

労
働

時

間

に

つ

い
て
、

ア

ワ
ー
ド

が
規

定

す

る
労

働

時

間

を

さ

ら

に
短

縮

す

る

こ
と

も

あ

り

う

る
。

要

す

る

に
、

ア

ワ

ー
ド

は
、

最

低

の
基
準

を

設
定

し

た

に
す

ぎ

な

い
。

ア

ワ

ー
ド

の
規

定

は
、
最

も
利

益

が

少

な

く
、

も

っ
と

も
支

払

い
能

力

の
低

い
使

用

者

が
支

払

う
最

低

賃

金

水

準

で
あ

る
と

も

い
え

る
。

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
最

低
賃

金

の
概

念

は
、

日

本

や

ア

メ
リ

カ

の
最

低
賃

金

の
概

念

と

は
違

っ
て

い

る
。

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

の
最

低
賃

金

の
思

想

は
、

労
働

者

と

そ

の
家

族

が
快

適

な
生

活

水

準

を

維

持

し

え

る

レ
ベ

ル

の
賃

金

で
あ

る
。

こ
れ

に
対

し

て
、

日

本

や

ア

メ

リ
カ
は
、

文

字

通

り
、

最

低

賃

金

は
そ

れ

を
下

回

る
水
準

で

は
生

活

し
え

な

い
と

し

て
設

定

す

る
、

貧

困

ラ

イ

ン

の

レ
ベ

ル

の

賃

金

で
あ

る
。

オ

ー
バ

ー

ア

ワ

ー
ド

賃
金

は
、

個

別

企

業

の
労

使

に

よ

る
団
体

交

渉

に
よ

り
決

定

さ

れ

る
事

例

が

あ

る
。

団
体

交

渉

の
結

果

と

し

て
、

極

め

て
詳

細

な
協

定

文

書

が
作

成

さ
れ

る

ケ

ー

ス
も

あ

る
。

ま

た
、

場

合

に

よ

っ
て
は
、

何

等
協

定

も

な

く
、

単

に
、

オ

ー
バ

ー

ア

ワ
ー
ド

に
関

す

る
労

使

の
了
解

が
存

在

す

る

に
す

ぎ

な

い
ヶ

ー

ス
も

あ

る
。

そ

の
ほ

か
、

明
確

な
労

使

の
団
体

交

渉

と

も

い
え

る
も

の
は
存

在

せ
ず

、

会

社

は

ア

ワ

ー
ド

レ
ー
ト

の

「
○

%

増

し

の
オ

ー
バ

ー

ア

ワ

ー
ド

賃
金

を
支

払

う

と

い
う
慣

例

に
な

っ
て

お

27
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り
、

ア

ワ
ー
ド

が
改

定

さ

れ

れ
ば

、

そ

れ

に
し

た

が

っ
て
会

社

は

新

た

に

そ

の

一
〇

%
増

し

の
賃

金

を
支

払

う

と

い

っ
た
事

例

も

あ

る
。ア

ワ

ー
ド

は

、

多

く

の
場

合
、

賃

金

に
関

す

る
ミ

一一
マ
ム

・
レ

ー
ト
、

最

低

賃

金

を
提

供

し

て

い
る

が
、

労
働

時

間

、

有

給

休

暇

、

病
気

休

暇

、

年

金

等

の
事

項

に

つ

い
て

は
、

通
常

、

ア

ワ

ー
ド

に

規

定

さ
れ

て

い

る
水
準

が
実

際

に

も

そ

の
ま

ま
適

用

さ

れ

て

い

る

場

合

が
多

い
。

⇔

産

業

お

よ
び

職

業

ア

ワ
ー
ド

あ

る
産

業

で

は
、

複
数

の
組

合

が
存

在

し

て

い
る

た
め
、

産

業

内

に
多

数

の

ア

ワ
ー
ド

(》
ぞ
餌
「
匹
ω
)

が
存

在

し

て

い

る
。

し

か

し
、

典

型

的

に
は
、

多

く

の
産

業

で

は
、

一
つ
の

ア

ワ

ー
ド

が
産

業
内

の
従

業

員

の
多

く

を

カ
バ

ー
し

て

い
る
。

そ

の
よ
う

な

ア

ワ

ー
ド

は
、

そ

れ

が
あ

る

]
つ
の
産

業

に

の
み
適

用

を
制

限

し

て

い

る

と

い
う
意

味

で

は
な

く
、

ア

ワ

ー
ド

に
よ

っ
て

カ
バ

ー
さ

れ

る

職

業

分

類

が
主

に

あ

る
産

業

に
お

い

て
見

ら

れ

る
と

い
う
意

味

に

お

い
て
産

業

ア

ワ

ー
ド

(一コ
α
二
ω辞門
一餌
一
㌧
r～<
鋤
吋
α
ω
)

な

の

で

あ

る
。

た

と

え
ば

、

グ

ラ

フ

ィ

ッ
ク

ア

ー

ト

ア

ワ
ー
ド

、

牧
畜

ア

ワ

ー
ド
、

輸

送
労

働

者

ア

ワ

ー
ド

、

金

属
産

業

ア

ワ
ー
ド

は
、

そ

れ

ぞ

れ

の

産

業

で
高

い
比

重

を
占

め

て

い
る
代
表

的

職

種
、

職

業

分

類

が
、

印

刷

工
、

羊

毛

刈

り
職

、

ト

ラ

ッ
ク
ド

ラ
イ

バ

ー
、

金

属

工

で
あ

る
と

い
う
音
心味

に

お

い
て
産

業

ア

ワ

ー
ド

な

の
で
あ

る
。

し

か
し

な

が

ら
、

あ

る
産

業

で
代

表

的
職

種

で
は

な

い
職

種

の
労

働

者

で

あ

る

場

合

、

そ

の
産

業

ア

ワ

ー
ド

は

適

用

さ

れ

な

い

こ
と

が

あ

る
。

例

え

ば

、

輸

送

会

社

で

は

な

く

建

設

会

社

で
働

く

ト

ラ

ッ
ク
ド

ラ

イ

バ

ー

は

、

建

設

産

業

ア

ワ

ー
ド

で
は

な

く

輸

送

労

働

者

ア

ワ

ー

ド

が

適

用

さ

れ

る
。

多

く

の
産

業

に

お

い

て
通

常

見

ら

れ

る
状

況

は

、

大

多

数

の
ブ

ル

ー

カ

ラ

ー

の
従

業

員

は

、

各

々

の
産

業

で

の

主

要

な

ア

ワ

ー

ド

下

に

お

か

れ

る

が

、

や

や

特

殊

な

職

種

例

え

ば

メ

イ

ン
テ

ナ

ン

ス

や

サ

ー
ビ

ス

の
ブ

ル

…

カ

ラ

ー
従

業

員

は

、

産

業

ア

ワ

ー
ド

で

は

な

く

、

職

業

ア

ワ

…
ド

下

に

お

か

れ

る

。

監

督

者

、

事

務

職

、

専

門

職

、

管

理

者

や

経

営

ス

タ

ソ
フ

で
も

、

職

業

ア

ワ

ー

ド

が

存

在

し

て

い

る
。

シ
ド

ニ

ー

に

あ

る
醸

造

会

社

の
例

を

上

げ

て

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

企

業

の

ア

ワ

ー
ド

に

つ

い

て
説

明

し

よ

う

。

こ

の
会

社

は
、

ブ

ル

ー

カ

ラ

ー
、

ホ

ワ

イ

ト

カ

ラ

ー

を

含

め

て

一
五

〇

〇

人

の

ア

ワ

ー

ド

従

業

員

を
雇

用

し

て

い

る
。

ブ

ル

ー

カ

ラ

i

一
二

〇

〇

人

の
う

ち

、

九

〇

〇

人

が

産

業

組

合

で

あ

る
連

邦

リ

キ

ュ

ー

ル
産

業

従

業

口貝
組

ム
ロ

(目
,げ
Φ

「
Φ
匹
Φ
吋
動
け
Φ
ユ

ピ
一ρ
二
〇
『

鋤
コ
創

〉
一一
一Φ
α

一づ
山
=
ω
#
賓

国
ヨ

覚

o
《
Φ
Φ
ω
.
d
巳

8

)

に

所

属

し
、

リ

キ

ュ
ー

ル
職

(
醸

造

)

ア

ワ

ー
ド

(=

ε

o
『
⇒

巴

①
ω

(
しロ
門
Φ
芝
9

①
ω
)
〉
乏
費

創
)

が
適

用

さ

れ

て

い
る
。

そ

の
外

の
ブ

ル

ー

カ
ラ

ー
三
〇

〇
人

の
う

ち

約

三
分

の
二

の
従

業
員

は
、

二

つ
の
組

合

に
属

し

て
お

り
、

]
つ
は
ボ

イ

ラ

ー
職

の
組
合

、

他

の

一
つ
は

メ
イ

ン
テ

ナ

ン

ス
職

の
組

合

で
あ

る
。

こ
れ
ら

の
組

合

に
属

す

る
従
業

員

は
、

も

ち

ろ

ん
各

々

の
ア

2s
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ワ

ー

ド

が

適

用

さ

れ

る
。

そ

の
外

の
ブ

ル

ー

カ

ラ

ー

約

一
〇

〇

人

は
、

一
二

の
組

合

に
属

し

て

い

る

。

そ

の
適

用

さ

れ

る

ア

ワ

ー
ド

の
数

は

、

つ

い
最

近

ま

で

一

一
で

あ

っ
た

が
、

現

在

は

統

合

さ

れ

て

六

に

な

っ
て

い

る

。

ホ

ワ

イ

ト

カ

ラ

ー
従

業

員

で

も

、

同

様

の

パ

タ

ー

ン

が

あ

る
。

三

〇

〇

人

の

ホ

ワ
イ

ト

カ

ラ

ー
従

業

員

の
大

多

数

は

、
連

邦

事

務

職

組

合

(梓
げ
Φ
聞
Φ
畠
①
吋
曽
叶
Φ
(一
(G
一Φ
噌
犀
ω
博
q
渇
一〇
コ
)

に
所

属

し

、

事

務

職

(
一
般

)

ア

ワ

ー
ド

(島

Φ
Ω

Φ
野

ω
、
(
Ω
Φ
午

頸

巴
)

〉
≦
9
a

)

が
適

用

さ

れ

て

い

る

。

し

か

し

、

約

三

〇

人

の

ホ

ワ
イ

ト

カ

ラ

ー

は
、

こ

の

ア

ワ

ー
ド

が

適

用

さ

れ
ず

、

五

つ

の

組

合

に

所

属

し

、

五

つ

の

ア

ワ

ー
ド

が

適

用

さ

れ

て

い

る
。

国

プ

リ

マ
リ

ー

ア

ワ

ー

ド

と

セ

コ

ン
ダ

リ

ー

ア

ワ

ー

ド

ア

ワ

ー

ド

に

は

、

プ

リ

マ

リ

ー

ア

ワ

ー

ド

(℃
「
一
ヨ
餌
「
賓

〉
≦
o
巳

ω
)

や

ペ

ア

レ

ン
ト

ア

ワ

ー
ド

(
勺
鋤
「
Φ
コ
砕
〉
♂<
卿
『
血
ω
)
と

呼

ば

れ

る

も

の

と

、

セ

コ

ン

ダ

リ

ー

ア

ワ

ー

ド

(
ω
Φ
8

コ
畠
餌
蔓

〉
≦
費

O
ω
)

と

呼

ば

れ

る

二

種

類

の

ア

ワ

ー
ド

が

あ

る

。

ペ

ア

レ

ン
ト

ァ

ワ

ー
ド

は

、

通

常

、

産

業

で

の

ア

ワ

ー
ド

を

主

導

し

、

標

準

・
基

準

と

な

る

ア

ワ

ー

ド

で

あ

る
。

セ

コ

ン

ダ

リ

ー

ア

ワ

ー
ド

は

、

プ

リ

マ
リ

ー

ア

ワ

ー

ド

に
連

動

し

て
変

わ

る

傾

向

が

あ

る
。

具

体

的

実

例

と

し

て
、

ジ

ャ
ー

ナ

リ

ス
ト

を

上

げ

て
、

ア

ワ

ー

ド

に

つ

い

て

説

明

し

よ

う

。

ジ

ャ

ー

ナ

リ

ス

ト

の

ペ

ア

レ

ン
ト

ア

ワ

ー

ド

は
、

大

都

市

で

の

日

刊

新

聞

を

発

行

し

て

い

る
会

社

の

ジ

ャ

ー

ナ

リ

ス
ト

に
適

用

さ

れ

る

ジ

ャ

ー

ナ

リ

ス

ト

・
メ

ト

ロ
ポ

リ

　

　

タ

ン

.
テ

イ

リ

ー

ニ

コ

ー

ス

ペ

ー

パ

ー

・
ア

ワ

ー

ド

(
9

Φ
一
〇
9

-

口
巴
屡
け
ω
、
]≦
Φ
需
O
℃
9
騨
鋤
口

∪
巴
ξ

Z
O
を
ω
℃
Pρ
需

「

〉
≦
・9
吋
α
)

で

あ

る
。

さ

ら

に
、

セ

コ

ン
ダ

リ

ー

ア

ワ

ー
ド

と

し

て
、

新

聞

や

雑

誌

で
働

い

て

い

る

他

の
ジ

ャ

ー

ナ

リ

ス

ト

の

ア

ワ

ー

ド

で

あ

る

一一
二

の
連

邦

ア

ワ

ー

ド

が

あ

る
。

こ
れ

ら

の

ア

ワ

ー

ド

は

、

特

に
、

地

域

性

、

仕

事

の

タ

イ

プ

、

企

業

の
種

類

、

国

籍

、

と

い

っ
た

雇

用

の
特

質

、

性

格

が
考

慮

さ

れ

て

い

る
。

他

で
も

同

様

の

パ

タ

ー

ン

が

見

ら

れ

る
。

連

邦

ア

ワ

ー
ド

の
数

は

、

パ

イ

ロ

ッ
ト

や

フ

ラ

イ

ト

ク

ル

…

が

二
九

、

銀

行

事

務

が

八

、

自

動

車

産

業

が

一
六

、

ト

ラ

ッ
ク
輸

送

産

業

が

四

〇

、

事

務

員

が

二

五
、

醸

造

産

業

が

一
二
、

あ

る

と

さ

れ

る

。

全

体

で
、

連

邦

ア

ワ

ー
ド

と

し

て
、

五

〇

か

ら

六

〇

の

ペ

ア

レ

ン

ト

ア

ワ

ー
ド

と

、

約

一
四

〇

〇

の

セ

コ

ン
ダ

リ

ー

ア

ワ

ー
ド

が

あ

る
。

ペ

ア

レ

ン

ト

ア

ワ

ー

ド

の

な

か

で
、

特

に

金

属

業

ア

ワ

ー

ド

(
序

Φ

寓

Φ
叶
巴

8
鑓

O
Φ
ω

〉
≦
碧

α
)

は

、

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

の

ア

ワ

ー

ド

決

定

に

も

っ
と

も

影

響

を

与

え

て

お

り

、

標

準

・
基

準

ア

ワ

ー
ド

で

あ

る

と

言

わ

れ

て

い

る
。

画

ア

ワ

ー

ド

リ

ス
ト

ラ

ク

テ

ィ

ン
グ

ア

ワ

ー

ド

リ

ス

ト

ラ

ク

テ

ィ

ン

グ

(
〉
≦
如
a

菊
Φ
ω
窪
¢
O
梓
霞

ー

ヨ
σq
)
と

は
、

ア

ワ

ー

ド

を

変

更

す

る

こ
と

に

よ

り
生

産

性

を

向

上

さ

せ

よ

う

と

す

る

ア

ワ

ー
ド

改

革

の
動

き

で

あ

る
。

ア

ワ

ー

ド

リ

ス

ト

ラ

ク

テ

ィ

ン
グ

は

A

C

T

U

が

デ

ザ

イ

ン
し

た

も

の

で

あ

る

。

そ

の
基

本

思

想

は

、

一
九

八

八
年

に
出

さ

れ

た

A

C

T

U

の

デ

ィ

ス

カ

ッ

シ

ョ

ン
ペ

ー

パ

ー

.、》

U
「
鋤
津

>
O
↓
q
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じU
冨
Φ
℃
「
ぎ
梓
{
O
吋
O
プ
鋤
嵩
σq
ぎ
ひq
》
≦
餌
H
匹
ω
9
コ
山
〉
ひq
『
Φ
Φ
]3
Φ
馨

ω
..
で

あ

る

と

い

わ

れ

る

。

こ

の

A

C

T

U
青

写

真

は

、

一
九

八

八
年

一
二

月

に

A

C

T

U

幹

部

会

で
、

一
九

八
九

年

二
月

に
臨

時

組

合

大

会

で

承

認

さ

れ

た

。

こ

の
青

写

真

は
、

ア

ワ

ー
ド

リ

ス

ト

ラ

ク

テ

ィ

ン
グ

の
基

本

思

想

に

な

っ
た

。

A

C

T

U

は

、

ア

ワ

ー
ド

リ

ス

ト

ラ

ク

テ

ィ

ン
グ

は

以

下

の
点

で
改

革

を

進

め

る

べ

き

で

あ

る

と

し

た
。六 五 四 三 ニ ー・

 

A
C

T

U

の
青

写
真

に
よ

る
と
、

テ

ィ

ン
グ

の
改

革

と

し

て
以

下

の
点

を

指

摘

し

て

い
る
。

六 五 四 三 ニ ー・

ア

ワ
ー
ド
そ
れ
自
体

の
構
造

職
務
分

類
と
定
義

技
能
職
務
分

類
間

の
関
係

職
務
分

類

に
適
用
さ
れ
る
賃
金

レ
ー
ト

従
業
員

の
教
育

訓
練

そ

の
ア

ワ
ー
ド

リ

ス
ト

ラ
ク

A

C

T

U

は
、

て

の
考

え
方

が
良

い

ア
イ
デ

ア

で
あ

る
と

し

て
、

簡

素

で
近

代

的

な

ア

ワ
ー
ド
構

造

職

務

分

類

に

お
け

る
職

務

の
廃

止

と
新

た
な

追

加

職

務

分

類

数

の
削
減

同

一
の
職

務

分

類

に

お
け

る
職

務

範

囲

の
拡

大

ア

ワ

ー
ド

内

で

の
労
働

者

の
キ

ャ
リ

ア
パ

ス

の
確

立

訓

練

、

職

務

分

類
、

賃

金

と

の
間

の
リ

ン
ク

こ

の
ア

ワ

ー
ド

リ

ス
ト

ラ
ク

テ

ィ

ン
グ

に

つ

い

労

使

関

係

委

員

会

に
説

得

し

よ
う

と
試

み
た
。

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア
金

属

産

業

使

用

者

連

盟

(竃

Φ
貯巴

月
轟

血
Φ
ω

ぎ
α
仁
ω
#
団

〉
。・ω
o
o
㌶
二
8

0
h
>
賃
ω
`

#
巴
一費

≧

円
H>
)

の
よ
う

な
幾

つ
か

の
使

用

者

団

体

が

こ
れ

に

賛

成

し

た
。

労

使

関
係

委

員

会

は
、

こ
の

ア

ワ
ー
ド

リ

ス
ト

ラ
ク

テ

ィ

ン
グ

に

つ

い
て
基

本

的

に
賛

成

す

る

こ
と

を
表

明

し

て

い
る
。

M

T

I

A
と

金

属
産

業

労
働

組

合

(ζ

Φ
β

一

↓
『
9。
匹
①
ω

「
Φ
0
2

甲

鉱
8

0
h
¢
三
〇
口
ω
"
ζ

目
岡
d
)

と

の
間

で
、

ど

の
よ
う

に

ア

ワ

ー

ド

リ

ス
ト

ラ

ク

テ

ィ

ン
グ

を
変

更

す

る

か

に

つ
い
て
合

意

に
達

し
、

一
九

九

〇

年

三
月

よ
り
新

た

な
金

属

産
業

ア

ワ
ー
ド

が
適

用

さ

れ

る

よ
う

に
な

っ
た
。

こ
の
金

属

産

業

ア

ワ
ー
ド

の
第

一
の
特

徴

は
、

職

務

分

類

の
数

(讐
Φ
き

ヨ
げ
巽

o
ご
o
σ
o
訂
ω
。・
一訪
$

鉱
8

ω
)

を
、

三

四
〇

か
ら

一

四

に
削

減

し

た

こ
と

で

あ

る
。

従

来

の
金

属

産

業

ア

ワ

ー
ド

は
、

職
務

分

類

の
数

が
多

く
、

複

雑

で
あ

る

た
め
、

運
用

面

で
多

く

の

問

題

を
抱

え

て

い
た
。

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

は
、

永

年

に
わ

た

る
中

央

賃
金

決

定

制

度

を
有

し

て

い
る

の

で
、

こ

の
制

度

に
よ

り
、

す

べ

て

の
賃

金

率

、

雇

用

条

件

が
密

接

に
関
連

づ

け

ら

れ

て

い
た
。

こ

の
シ

ス
テ

ム
は
大

変

混

乱
、

錯
綜

し

て

お
り
、

永

年

に
渡

り
、

職

業

・
職

種

間
、

産

業

間

の

賃

金

は
、

し

ば

し

ば
、

悪

循

環

(一Φ
働
℃
{吋
O
ひq
ひq
一コ
ひq
)

的

上

昇

を
引

き
起

こ
し

が
ち

で

あ

っ
た
。

あ

る

グ

ル
ー
プ

の
労

働

者

の
賃

金

が
上
昇

す

る
と
、

他

の
グ

ル

ー
プ

の
労
働

者

の
賃
金

に

つ

い
て
も

、

も

っ
と
上

昇

す

る

べ
き

で
あ

る

と

い
う
議

論

が
起

き

る
。

ま

た
、

産
業

は

日

々
変

化

、

発

展

し

て

30
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お

り
、

新

し

い
技

術

や
職

業

に
関

す

る
規

定

が
新

た

に

ア

ワ

ー
ド

に
付

け
加

え

ら

れ

る

こ
と

に
な

る
。

こ
れ

ら

の
従

来

の
ア

ワ
ー
ド

シ

ス
テ

ム
は
、

非

常

に
厄

介

で
不
格

好

な

も

の

に
な

っ
て

い
る
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

い
く

つ
か

の

ア

ワ

ー
ド

は
大

変

膨

大

な
数

の

職
務

分
類

が

あ

り
、

か

つ
複

雑

な

も

の
と

な

っ
て

い
る
。

こ
れ
ら

の
ア

ワ
ー
ド

シ

ス
テ

ム
を
改

革

す

る
た

め
、

金
属

ア

ワ

ー
ド

は
職

務

分

類

を
統

合

整

理

す

る

こ
と

に
よ
り

職
務

分

類

の
簡

素

化

を
行

っ
た
。

図
表

4
は
、

そ

の

一
四

の
職
務

分

類

、

職
務

分

類
名

、

最

小

限

の
訓

練
資

格
、
O

H
O
の
職

務

分
類

を

一
〇

〇

%

と

し
た

と

き

の
賃

金

率

を
示

し

て

い
る
。

第

二

の
金

属

産

業

ア

ワ

ー
ド

の
特
徴

は
、

労
働

者

に
対

し

て
技

能

に
関

す

る
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
を
確

立

し

た

こ
と

で
あ

る
。

こ
れ

は
、

労

働

者

が
、

ア

ワ

ー
ド

の
規

定

に
も

と

づ
き
、

学

歴
、

職

業

訓

練

、

経

験

年
数

等

に
よ

る
資

格

に
よ

り
、

高

位

の
職

に
昇
格

で
き

る
制

度

で
あ

る
。

特

に
重

要

な

の
は
、

未

熟

練

工

で
あ

っ
て
も
、

職

業

訓

練

に
よ

り
熟

練

工

に
昇

格

す

る

こ
と

が

可
能

に
な

る
点

で
あ

る
。

こ

の
よ

う

な
職

業

訓

練

の
機

関

と

し

て
オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

で
は

T

A

F
E

(↓
Φ
o
げ
巳
o
巴

餌
民

閃
母

9
2

国
曾

o
餌
=
8

)

が

あ

る
。

こ
の
学

歴
、

職

業

訓

練

、

経

験
年

数

に

よ

る
資

格

は
、

各

職

種

分

類

の
最

低
資

格

と

な

っ
て
お

り
、

ア

ワ

ー
ド

に
所

属

す

る
す

べ

て

の
企

業

で
適

用

さ

れ

る
。

例

え

ば
、

A

社

の

レ
ベ

ル

一
の
組

立

工

が
、

教

育

訓

練

に

よ

る
資

格

に
よ

り
、

よ

り
高

い

レ
ベ

ル
に
達

し

た

と

す

る
と
、

こ

の
組

立

工
は
、

B
社

や
C
社

に
お

い
て
も
高

い

レ
ベ

ル
の
労

働

者

と

し

て
通

用

す

る

シ

ス
テ

ム
を

目
指

し

て

い
る

わ

け

で
あ

る
。

第

三

の
金

属

ア

ワ
ー
ド

の
特

徴

は
、

労

働

者

の

い
わ

ゆ

る
多

能

工
化

を
目

指

し

て

い
る

こ
と

で
あ

る
。
金

属

ア

ワ
ー
ド

に
代

表

さ

れ

る

ア

ワ

ー
ド

リ

ス
ト

ラ

ク
テ

ィ

ン
グ

プ

ロ
グ

ラ

ム

の
な

か

で
、

最

も
精

力

的

に
試

み
ら

れ

て

い
る

こ
と

の

一
つ
は
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

に
お

い
て

一
般

的

で
あ

る
単

一
技

能

的

な

労
働

者

の
あ

り
方

に
対

し

て
向

け

ら

れ

た
も

の
で
あ

る
。

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
工
場

で
は
、

例

え

ば
、

製

造

工
程

の
労
働

者

は
、
保

守

の
仕

事

に
従

事

す

る

こ
と

が
認

め

ら

れ

て

い
な

い
。

こ
れ

は
、

い
わ

ゆ

る
、

境

界

障

壁

(】∪
Φ
ヨ
餌
「
0
90
什一〇
昌
しd
帥
巴
「
一Φ
噌ω
)

の
問
題

で
あ

る
。

製
造

工
程

の
労
働

者

は
、

保
守

の
た

め

の
ね

じ

回

し
を
使

う

こ
と

が
認

め

ら

れ

て

い
な

い
。

ア

ワ
ー
ド

リ

ス
ト

ラ
ク

テ

ィ

ン
グ

が

目
指

し

て

い

る

こ
と

の

一
つ
は
、

こ

の
境

界

障

壁

を
減

ら
す

こ
と

で
あ

る
。

こ

の
境

界
障

壁

は
、

生

産

の
疎

外

要

因

で
あ

り
、

そ
れ

ゆ

え
多

く

の

労

働

者

を
必
要

と

し

て
き

た
。

生

産

性

を
高

め

る
た

め

に
、

こ

の

境

界

障

壁

を
減

ら

さ

な

け

れ
ば

な

ら

な

い
の

で
あ

る
。

そ

の
た

め
、

現

場

労

働

者

の
多

能

工
化

が

必
要

と

さ

れ

る

の

で
あ

る
。

第

四

の
金

属

ア

ワ
ー
ド

の
特

徴

は
、
従

業

員

の
勤

務

時

間

に
対

す

る
使

用
者

の
自

由

度

を
高

め

た

こ
と

で
あ

る
。

す

な

わ
ち
、

従

業
員

の
同
意

が
あ

れ
ば
、

午

前

六
時

よ

り
午
後

六
時

ま

で

の
間

で

一
日

一
〇

時

間
労

働

を
認

め

た
。

さ

ら

に
、

組

合

と

の
合

意

が

あ

れ
ば

、

一
日

一
二
時

間

労

働

を

認

め

た

こ
と

で
あ

る
。

こ
れ

に

よ

32



国際 経 営 フ ォー ラ ムNo.3

り
、

工
場

内

で

の

シ

フ
ト
勤

務

が
容

易

に
な

り
、

工
場

の
生

産

性

が
向

上

す

る

こ
と

を

目
指

し

て

い
る
。

以

上

の
よ

う
な

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の

ア

ワ
ー
ド

リ

ス
ト

ラ

ク

テ

ィ

ン
グ

は
、

ま

だ
始

ま

っ
た

ば

か
り

で
あ

り
、

現

在

金

属

産

業

で

の
み
行

わ

れ

て

い

る
点

か

ら

し

て
、

そ

の
成
果

は

明

ら

か

で
は
な

い
。

た

だ
、

今

後

の
オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
労

使

関

係

と

生

産

性

の

視

点

か
ら

、

こ

の
ア

ワ
ー
ド

リ

ス
ト

ラ

ク

テ

ィ

ン
グ

の
動

き

を
注

意

深

く
見

つ
め

て

い
く

べ

き

で
あ
ろ

う
。

第
三
章

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
日
系
企
業
の
経
営

第

[
節

オ
ー

ス
ト
ラ
リ

ア

へ
の
日
本

の
直
接
投
資

日

本

企

業

の
オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

へ
の
直

接

投

資

は
、

近

年
急

激

な
拡

大

を

し

て

い
る
。

大
蔵

省

の
届

け
出

ベ

ー

ス

に
よ

る
統

計

に

よ

る
と

、

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

へ
の
直

接

投

資

額

は
、

八

六
年

八
億

八
、
八

一
〇

万

米

ド

ル
、

八
七
年

一
二
億

二
、
二

二
〇

万

ド

ル
、

八

八
年

二

四
億

四
、
=

二
〇

万

ド

ル
と
大

幅

に
増

加

し

て

い
る
。

日

本

輸

出

入

銀

行

の
統

計

に
よ

る
と
、

八
九
年

の
オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

向

け
投

資

は
、

四

六
億

六

一
八

万
ド

ル
と
、

前

年

よ

り
大

幅

増

加

と

な

っ
て

い

る
。

業

種

別

に
見

る
と
、

不
動

産

と
観

光

サ

ー
ビ

ス
業

の
投
資

の
比

重

が
高

い
。

八
九

年

度

を
見

る

と
、

製

造

業

投

資

は

前

年

度

の

二

.
四
億

ド

ル
か
ら

「

・
八
億

ド

ル

へ
と

落

ち

込

ん

で
お
り
、

非

製

造

業

投

資

の
増

加

が
目
立

っ
て

い
る
。

中

で
も

不
動

産

業

向

け

が

一
八
億

ド

ル
、

ホ

テ

ル
を
中

心

と

し

た

サ

ー
ビ

ス
業

が

一
一
億

ド

ル
と
、

こ
の
不
動

産

と
観

光

サ

ー
ビ

ス
業

が

日
本

の
オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

へ
の
直
接

投
資

額

全

体

の
六

二

・
六
%

を
占

め

て

い

る
。

日
本

は
、

対
豪

直

接

投

資

に
占

め

る
不
動

産

お

よ

び
観

光

サ

ー
ビ

ス
業

の
ウ

エ
ー
ト

が
、

イ

ギ

リ

ス
、

ア

メ
リ

カ

に
比

較

し

て
も

か

な

り
高

く

な

っ
て

お
り
、

不
動

産

と
観

光

サ

ー
ビ

ス
業

に
偏

重

し

た
投

資

と

な

っ
て

い
る
。

八
七

/

八

八
年

度

(
八
七
年

七
月

～

八

八
年

六
月
)

の
オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ァ

の
海

外

か
ら

の
直

接

投

資
申

請

認

可
額

に
よ

る
と
、

国

別

で
は

日
本

が
金

額

で
ト

ッ
プ

と

な

り
・

こ
れ

ま

で

の
主

要

投

資

国

で
あ

っ
た
英
国

、

米

国

を
抜

い
た

こ
と

が
注

目

さ

れ

る
。

日
本

の
製

造

業

へ
の
投
資

も
順

調

に
増

加

し

て

い
る

が
、

不
動

産

や
観

光

サ

ー
ビ

ス
業

の
投

資

の
増

加

に
比

べ

る
と
、

そ

の
伸

び

は
小

さ

い
。

ま

た

日
本

企

業

の
資

源

ー
ー

特

に
豪

州
炭

坑

ー

に

対

す

る
投

資

が
活
発

に
な

っ
て
き

て

い
る
。

こ
の
よ
う

に
、

日
本

は
、
最

近

不
動
産

、

観

光

サ

ー
ビ

ス

へ
の

投

資

が
過
熱

し
、

こ
れ

ら

の
産

業

へ
の
集

中

豪

雨
的

投
資

が
、

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア
国

民

の
警
戒

感

を
高

め

て

い
る
。

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ァ
連

邦

政

府

は
、

国
際

競

争

力

の
あ

る
製

造

業

を
育

成

す

べ
く
製

造

業

へ
の
直

接

投

資

を
勧

奨

し

て

い

る

が
、

日
本

の
投
資

は

ま

だ

製

造

業

の
直

接

投
資

の
比
重

は

小

さ

い
と

い
え

る
。

M

F

P

(
マ
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ル

チ

フ

ァ
ン
ク

シ

ョ
ン
ポ

リ

ス
)

問

題

を
含

め

て
、

日
本

の
製

造

業

の
対

豪

投

資

の
増

大

が
期
待

さ

れ

る

と

こ
ろ

で
あ

る
。

第

二
節

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア
日
系

企

業

の
現

地

調
査

一

調
査

の
概

要

本

調
査

は
、

著

者

が

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の

メ

ル
ボ

ル

ン
に
あ

る

モ
ナ

ッ
シ

ュ
大

学

日
本

研

究

セ

ン
タ

ー

で
客

員

研
究

員

と

し

て
滞

在

中

の

一
九

九

〇
年

八
月

に
、

同

研

究

セ

ン
タ

ー

の
協

力

を
得

て

行

っ
た
。

調

査

対
象

は
、

東

洋

経

済

新

報

社
発

行

の

『
海

外

企

業

進

出

企

業

総

覧

』

に
掲

載

の
オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
進

出

企
業

の
う

ち
、

住

所

が
判

明

し

て

い
る
、

日
本

側

出
資

比

率

五
〇

%

以

上
、

か

つ
規

模

が
比
較

的

大

き

い
企

業

を
基

準

と

し

て
選

択

し

た
。

さ
ら

に
、

現

地

で
入

手

し
た

メ

ル
ボ

ル

ン
日
系

企
業

名

簿

を
も
参

考

に
し
た
。

こ
の
調

査

対

象

企
業

六

八
社

に
対

し

て
日
本

人

駐

在
員

宛

に
質

問

紙

を
郵

送

し
、

三

三
社

か
ら

回
答

を
得

た
。

回
答

率

は
、

四

八

.

五
%

で
あ

っ
た
。

回
答

が
得

ら

れ
た

企
業

三

三
社

の
概
要

を

見

て

み
よ

う
。

O

業

種

本

調
査

回
答

企

業

の
業

種

は
、

自
動

車

・
二
輪

車

五
社
、

自

動

車

関

連

部

品

四
社

、

電

気

・
電

子

三

社
、

機

械

三

社
、

精
密

機
械

三

社
、

そ

の
他

製
造

四

社
、

羊

毛

加

工

二
社

、
食

品

一
社

、

資

源

開

発

一
社

、

外

食

一
社

、

貿

易
商

社

六
社

で
あ

る
。

本
調
査

は
、
製
造
業
を
中

心
と

し
た
業
種

を
中

心
と

し

て
い
る
。

日
本
企
業

は
、

サ

ー
ビ

ス
、
観
光
、
不
動
産

を

中
心
と
し
た
非
製
造
業

の
業

種

が
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
に
多

数
進
出

し
て

い
る
が
、
今

回

の
調
査

で
は
、
非
製
造
業

の

回
答
企
業

は
外
食
、
貿
易
商

社

の
み
で
あ

っ
た
。

⇔

規
模

-
資
本
金

と
従

業
員
数

回
答
企
業

を
、
資
本
金
と

従
業
員
数

に
よ

っ
て
分
類

し

た

の
が
図
表

1

で
あ
る
。
資

本
金

と
従
業
員
数

の
指
標

で

企
業

の
規
模
を
見

る
と
、
比

較
的
小
規
模

の
企
業

か
ら
、

か
な
り

の
規
模

の
大
企
業

ま

で
多
様

で
あ

る
。
従
業
員
数

が
二
〇
〇
〇
人
以
上

の
大
企

業

は
、
自
動
車
、

お
よ
び
自

動
車
部
品
関
連
企
業

で
あ

っ

図表1資 本金 と従 業員数

(a)回 答企業 の資本金別 の分類(資 本金 の単位;百 万豪 ドル)

1以 下 1以 上5未 満 5以 上1⑪ 未満 10以 上20未 満 20以 上100未 満 100以 上

6社 13社 1社 6社 4社 2社

(b)回 答企業 の従業員 数 に よる分類
i

100人 以下 101人 以上500人 未満 500人 以上1000人 未満 Joao人 以上2000人 未満
2000人 以上

14社 13社 1社 1社 3社
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図表2国 際企業の創業年

1950年 以前 1951年 ～1960年 1961年 ～1970年 1971年 ～1980年 1981年 ～ 現 在

2社 4社 8社 12社 6社

た
。

資

本

金

で
見

る
と

、

一
〇

〇

万
豪

ド

ル
か
ら

五
〇

〇

万
豪

ド

ル
ま

で

(日
本

円

で

一
豪

ド

ル

ー-

一
〇

七

円

で
換

算

す

る

と

一
億

七

〇

〇

万

～

五
億

三

五
〇

〇

万

円

と

な

る
)

の
企
業

が
最

も
多

か

っ

た
。

ま

た
、

従

業

員

数

で
見

る
と
、

一
〇

〇

人
以

下

の
企
業

が
最

も
多

く

、

次

い
で
、

一
〇
〇

人

か

ら

五
〇

〇

人

未
満

の
企
業

で
あ

っ
た
。

国

創

業

年

回
答

企

業

を
創

業

年

別

に
見

た

の
が
、

図

表

2

で
あ

る
。

一
九

五

〇
年

以

前

と

い
う

か
な

り

早

い

時

期

に
創

業

し

た
企

業

が

二
社

あ

っ
た
。

一
社

は

貿

易

商

社
、

他

の
企
業

は
自

動

車

部

品

関

連

メ

ー

カ

ー

で
あ

る
。

一
九

五

一
年

か
ら

↓
九

六
〇
年

と

比

較

的

早

い
時
期

に
創

業

し

た
企

業

四
社

は
、

い

ず

れ
も
貿

易
商

社

で
あ

る
。

回
答

企

業

の
創

業

年

は
、

一
九

七

一
年

か
ら

一

九

八
〇

年

が

一
二
社

と
最

も
多

い
。

一
九

七

三
年

の
第

…
次

石
油

危

機

以

降

に
あ

た

る
時

期

、

一
九

七

四
年

に
創

業

の
企

業

が

三
社
、

一
九

七

五
年

に

創

業

し
た

企
業

が

一
社

、

　
九

七

六
年

創

業

が

二

社
、

一
九

七
七

年

創

業

が

一
社
、

一
九

七

八
年

創

業

が

一
社
、

と

な

っ
て

い

る
。

一
九

六

一
年

か
ら

一
九

七
〇

年

に
創

業

し
た
企

図表3資 本形態

貴社は日本側100%資 本出資の完全所有海外子会社ですか
。

(転換社債 の転換
に よ り異 な る)

39,8～47%-1社

は何%で すか。

は い ・一 い い え

26社(81%) 6社(19%)

→現地側出資比率

業

も

八
社

と
多

く
、

そ

の
多

く

が

製

造

業

で
あ

る

こ
と

か
ら
、
製

造

業

で
も

一
九

六
〇

年

代

と

比
較

的

早

い
時

代

に
オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
に

進

出

し

た
企
業

が
あ

っ
た

こ
と

は

注

目

さ

れ

る
。

祉ヨ

ニ

日
系
企
業

の
経
営

の

%

概

況
と
問
題
点

25

8

資
本
形
態

オ

ー
ス
ト

ラ
リ

ア
日
系
企
業

の

,

資

本
形
態

を
見

た

の
が
、

図
表

3

蹴

職

で
あ
る
。

回
答

企
業

の
う
ち
・

二

鉱

六
社

(八

↓
%
)
が
、
日
本
型

20

50

0
0
%
出
資

の
完

全
所
有
海
外
子

会
社

で
あ
る
。

ま
た
、
完
全
所
有

で
な

い
子
会
社

六
社

の
現
地
側
出

社

祉蜘擁
響
糧
繕
瑚

日
系
企
業
は
、

日
本
側

が
完
全
所

有

か
過
半
数
所
有

の
形
態

で
あ

る

こ
と

に
な
る
。
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図表4オ ース トラ リア 日系企業の トップマネジメン ト

(a)取 搬 会 の 躰 人 と現地 人 の徽 は どの ようで しょうか・その階層別 の人数

構成を御記入下 さい。

日 本 人 現 地 人

会 長(Chairman) 10社(77%) 3社(23%)

社 長(ManagingDirector) 27社(84%) 5社(16%)

(b)取 締役 日本人比 率

100°o 99-51% 50% 49^-1% o°o

17社(56%) 9社(30%) 2社(7%) 0社(0%) 2社(7%)

⇒

ト

ッ
プ

マ
ネ

ジ

メ

ン
ト

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

日
系

企

業

の
ト

ッ
プ

マ
ネ

ジ

メ

ン

ト

を

見

た

の

が
、

図

表

4

で

あ

る

。

会

長

(
O
ゴ
巴
噌
ヨ
蝉
コ
)

が

日

本

人

の

企

業

は

一
〇
社

(七

七
%

)
、

社

長

(竃

鋤
5
勇。
αq
貯
σq

U
畔
Φ
9
霞

)

が

日
本

人

の
企

業

は

二
七
社

(
八
四
%

)

で
あ

る
。

乙

の
結

果

か
ら
、

ト

ッ
プ

マ
ネ
ジ

メ

ン
ト

の
現

地
化

は
、

ま

だ

進

ん

で

い
な

い
と
言

え

る
。

た

だ
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
日
系

企

業

の
最

大

手

で
あ

る

自

動

車

メ

ー
カ

ー
二

社

は
、

現

地

人

が
社

長

で

あ

る

の
は
注

目

さ

れ

る
。

菊

取

締

役

日
本

人

比
率

を
見

る
と
、

一
〇
〇

%

日
本

人

が

一
七
社

(五

六
%
)
、

九

九

～

五

一
%

が
九

社

(三

〇

%

)

と

な

っ
て

お

り
、

日
本

人
比

率

が
高

い
結
果

と

な

っ
て

い
る
。

㊨

経
営

戦

略

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
日
系

企
業

の
経

営

戦
略

を
見

た

の
が
、

図
表

5

で

あ

る
。

現

地

で
生

産
活

動

を
行

っ
て

い
る

=

二
社

の
な

か

で
、

現

在

市

場

へ
の
販
売

を
中

心

と

し
、

輸

出
代

替

を
目
的

と

す

る
現

地

市

場

・

指

向

型

海

外

子
会

社

が

八
社

(
二
五
%

)

と
、

輸

出

.
工
程

分

業

型

海

外

子

会

社

四

社

(
一
三

%
)

よ

り

多

く

な

っ
て

い

る
。

輸

出

・
工

程
分

業

型

海

外

子

会
社

四
社

の
う
ち

三
社

が
、

資

源

、
羊

毛

、

穀

物

と

い

っ
た

分
野

の
輸

出

中

心

の
企

業

で

あ

る
。

輸

出

比

率

を
見

る
と
、
○

%

が

一
五
社

(四

七
%

)
、

一
～

二
四

%

が
九

社

(
二
八
%

)

と
最

も
多

い
。

工
業
製

品

を
現

地

生

産

し

て

い
る

日
系

会

社

の
輸

出

比

率

は
、

す

べ

て

の
企

業

で

一
〇
%

以

下

で
あ

る
。

以

上

か
ら
、

工
業

製

品

の
日
系

製

造

子

会

社

の
ほ

と

ん
ど

は
、

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア
市

場

へ
の
販

売

が
中

心

で
あ

り
、

第

三
国

へ
の
輸

出

は
非
常

に
少

な

い
。

経

営

戦

略

の
目

標

を
見

る
と
、

投

下

資

本
利

益

率

(菊
9

)

改

善

戦

略

が
最

も
重

要

と

回
答

し
た

企
業

が

一
六
社

(
五

二
%

)
、
売

上

高

成

長

・
売

上

高
拡

大

戦

略

が
最

も

重
要

と
回

答

し

た
企
業

は

一
五

社

(四

八
%

)

と

な

っ
た
。

現

地

生

産

し

て

い
る
企

業

の
み



図 表5経 営 戦 略

(a)貴 社 の性格 と して次の どの タイプが最 も当て は ま りますか。 以 下か ら一つ選ん で番号
に○ を付 けて下 さい。

1.現 地 で 生 産 活 動 を行 ってい る。

13社

(41/}

a.現 地市場指 向型海外子会社

(現地市場 への販売 を中心 とし,輸 出代替 を 目的 とす る) 8社(25%)

b.輸 出 ・国際工程 分業指向型海外子会社

(日本 な らびに第三 国へ の製品輸 出,国 際工程 分業 を 目的) 4社(13%)

c.ど ち ら と も言 え ない
1社(3%)

2.現 地 で は,生 産 をせ ず,輸 出 入 活 動 を行 ってい る。 17社(53%)

3.そ の 他
2社(6%)

(b)輸 出比 率 は,お よそ どの程 度 で す か。

0% 1%^-24% 25%^-49% 50%～74% 75%^-99% 1pO%

15社(47%) 9社(28%) 0社(0%) 2社(6%) 5社(16%) 1社(3%)

(c)経 営戦 略上,現 在重要 な 目標 は どれ で しょうか。 以 ドの3つ の戦略 を重 要 な順 か ら順

位付 けて下 さい。

全 回答企業

1,売 上高成長。売上高拡大戦略 2、投下資本利益率(ROI)改 善戦略 3.株 式配当・株価上昇戦略

15社(48%) 16社(52%) 0社(0%)

現地生産企業

1,売 上高成長・売上高拡大戦略 2,投 下資本利益率(ROD改 善戦略 3,株 式配当・株価上昇戦略

3社(25%) 9社(75%) 0社(0%)

を
見

る
と
、

九

社

(七

五
%

)

の
企

業

が
、

投

下

資

本

利

益

率

(幻
○
一)

改

善

戦

略

を
重

要

視

し

て

お
り
、

売

上

高

成

長

.
売

上

高

拡

大
戦

略

を
重

視

す

る
企

業

の
三
社

(
二
五
%

)

よ

り
・多
く

な

っ

て

い
る
。

こ
れ

は
、

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

の
企
業

環

境

が
、

高

金

利

に
代

表

さ

れ

る
よ
う

に
投
資

環

境

が
厳

し
く
、

投

下

資

本

利

益
率

を
重

視

す

る
戦

略

を
取

ら

ざ

る
を
得

な

い
た

め

で
あ
ろ
う

。

画

経

営

上

の
問

題

点

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア
日
系

企
業

の
経

営

上

の
問
題

点

に

つ
い

て

の
回
答

結

果

が
、

図
表

6

で
あ

る
。

多

い
順

で
見

る
と
、

高

金

利

の
銀

行

融

資

二

二

社

(六

九

%

)
、
市

場

競

争

の
激

化

二
〇

社

(
六

三

%
)
、

職

能

別

・
産

業

別

組

合

の
存

在

一
二
社

(
一ご
八
%

)
、
　豪
ド

ル
為

替

レ
ー

ト

の
不
安

定

=

社

(
三

四
%
)
、
と

な

っ
た
。

本
調

査

で
は
、
「
現

在

、
貴

社

の
最

も

重

要

な
経

営

上

の
問
題

と

し

て
何

が
あ

る
と
思

い
ま

す

か
」

と

い
う
質

問

を

し
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図 表6経 営 上 の 問 題 点

現在,も っ とも重要 な経営戦略上 の問題 点 として何 が ある と考 えて お られ ます か。 当ては

まる項 目をい くつで も選 んで○ をつけて下 さい。ま る項 目をい くつ で も選 ん で ○ をつ け て 下 さい。

1.高 関 税 2,部 品 の国産化率 の義

務づ け

3.現 地で の反 日感情 4.高 金利 の銀行融資

6社(19%) 4社(13%) 2社(6%) 22社(69%)

5.市 場競争 の激化 6.豪 ドル為 替 レー トの

不 安 定

7.中 央 の機関 に よる賃

金決定

8.職 能別 ・産業別組合

の存在

20社(63%) 11社(34%) 7社(22%) 12社(38%)

て
、

自

由

に
回
答

し

て
も

ら

っ
た
。

以

下

が
、

そ

の
結

果

で

あ

る
。

・
オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
市

場

は

さ

ほ

ど
大

き
く

な

い
た
め
、

需

給

の
増

減

(
ほ

と

ん
ど

飽

和

市

場

)

が
す

ぐ

に
生

産

量

に
影

響

し
、

生

産

対

応

の

フ

レ
キ

シ
ビ

リ

テ

ィ

ー

が
な

い
。

(自

動

車

部

品

会

社
)

・
与

え

ら

れ

た
条

件

(自

動

車

政

策

、

限

ら

れ

た
市

場

規

模
、

国
内

産

業

水

準

、

経

済

環

境

、
人
材

、
な

ど
)

の
も

と

で
如

何

に
利

益

の

向

上

を

図

る

か
。

そ

の
た

め

に

は
、

一
般

従

業

員

か

ら
経

営

幹

部

に
至

る
現

地

人

の
意

欲

付

け

が
ポ

イ

ン

ト
と

思

わ

れ

る
。

(自

動

車

製

造
会

社

)

・
①

自

動

車

産

業
政

策

へ
の

対

応

義

務

国

産

化
率

の
確
保

と
最

低
年

間

生
産

台

数

の
達

成
。

②

販
売

力

の
強

化

底

の
浅

い
、

ま

た
、

ピ

ッ
ク
2
系

が
歴

史

的

に
築

い

て
き

て

い

る
寡

占

市

場

の
中

で
、

日

々

の
競
争

激

化

に
対

応

し

な

が

ら
販

売

台

数

増

。

(自

動

車

製

造

会

社
)

③

全
体

的

コ
ス
ト
品
質

意

識

の
高

揚

・
高

金

利
。

∪
Φ
『
Φ
αq
旨

麟。
ほ
O
⇒

に
よ

る
競

争

の
激
化

。
(電

器
会

社
)

・
①

主

と

し

て
西

豪

州

の
地

域

性

に
依

る
問
題

で
あ

る

が
、

穀

物

加

工

品

の
国

際

競

争

力
維

持

、

強

化

に

お
け

る
企

業

努

力

が
法

規

制

に

よ

っ
て
制

限

さ

れ

て

い
る

こ
と

が
最

大

の
問

題

点

で
あ

る
。

(
「
ラ

ッ
キ

ー

カ

ン
ト

リ

ー
」

の
名

残

に
依
存

す

る
州

政

府

の
無

策

に
あ

る
。
)

②

内

側

の
問

題

と

し

て
は

労
働

力

の
質

が
低

い

こ
と

が

あ

る
。

総

合

的

品
質

管

理

の
導

入

に

よ

る
改

善

を
図

っ
て

い
る

が
、

連

邦

政

府

に
よ

る
労
働

者

(組

合
)

悪

平
等

・
過
保

護

策

の
転

換

が
必
要

で
あ

る
。

(食

品

会

社

)

・
①

労

使
関

係

②

日
豪

政

府

の

エ
ネ

ル
ギ

ー
政
策

の
動

向
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
予

算

の
配

分

の
状

況

③

世
界

的

な

長

期

エ
ネ

ル
ギ

ー

の
動

向

④

環
境

、

安

全

問
題

(資

源
開

発

会

社

)

38



国 際 経 営 フ ォ ー ラムNo.3

.
①
豪
州
資
源
関
連
産
業

(鉄
鉱

山
、

石
灰
、
非
鉄
金
属

な
ど
)

へ
の
積
極
的

投
資
及

び
取
扱
高
拡
大

に
よ
り
利
益

の
向
上

を
図

る
。

②

豪

州

を

代

表

す

る
企

業

と

の

℃
》
幻
目
2
国
菊
ω
国
宅

を

強

化

し
、

拡

大

を

図

る
。

③

2
>
↓
δ

2
>
ピ

G。
↓
〉
閃
哨

の
能

力

を
最

大

限

に
活

用

す

る
。

④

O
「
国

6
国

〉
¢
↓
O
ζ

》
目

0
2

の
推

進

(経

営

管

理

資

料

の
整

備

も
図

る
)

⑤

審

査

の
強

化

(債

権

管

理

)

⑥

豪

州

に
お

け

る
日
本

及

び
当
社

の

H竃

>
O
国

向

上(貿

易

会

社
)

.
邦

人

派
遣

社

員

の

8

韓

の

ω
ξ

肖
0
6
評
卑

的

高

騰
。

邦

人

一
人

い

る
と

し

て
、

現

地

の
人

四

～
五

人
雇

用

で
き

る

の

で

(8

無

的

に
)
δ
o
島

N
餌
甑
8

推

進

し

た

い

の

だ

が
、
ζ

o
註

Φ
α
ぴq
ρ

o
碧
Φ
Φ
「
は
別

と

し

て
も
仕

事

に
対

す

る

o
げ
巴
冨
コ
αq
曽
σq

ω
甘
簿

に
欠

け

る

た

め
、

ど
う

し

て
も

日
本

人

に
頼

る
結

果

と

な

っ
て

い

る
。

し

か
し
、

い

つ
ま

で
も

日

本

人

ヨ
鋤
8

σq
Φ
『
が
多

い
と

い
う

超
ω
8
ヨ

は
続

か

な

い
と

考

え

て

い

る

の

で
、

で
き

る

だ

け

早

い
機

会

に
現

地

ヨ
讐

鋤
ひq
臼

の
数

を
増

や
す

具

体

策

を

取

る
必
要

が
あ

る
と

痛
感

し

て

い
る
。

(貿

易

会

社

)

.
当

面

の
重
要

問
題

は
、

原

毛

F
P

(国
ご
o
「
勺
『
凶o
Φ
)
制

度

と

A

W

C
在

庫

量

を
招

い
た

の
は
世

界

市

場

の
消

費

実

態

を
十

分

に

踏

ま
ず

に
決

定

さ

れ

て
来

た

F

P

に
も
大

き
な

原

因

が

あ

る
。

今

後

こ

の
膨
大

な

か

つ
現

在

も

増

え
続

け

る
在
庫

原

毛

が
ど

の

様

な
推

移

で
消

化

さ
れ

る

の

か
が
、
我

々
羊

毛

加

工

工
業

の
事

業

環

境

と

し

て
も

っ
と

も
関

心

の
あ

る
所

で
あ

る
。

②

労

働
集

約
型

の
繊
織

産

業

に
と

っ
て
、
東

南

ア
ジ

ア
を
中

ら

と
す

る
後

進

諸

国

の
競

合

性

や
成
熟

し
た

市
場

ニ
ー
ズ

か
ら
、

豪

州

企

業

の
置

か
れ

て

い
る
環

境

は
年

々
厳

し
く

な

っ
て
来

て

い
る

が
反

面

企
業

実

態

か

ら
遊
離

し

た
形

で

の
賃

上

げ
決

定

は

引

き
続

き
高

率

で
あ
り
、

近

い
将

来

経

営

の
大

き

な
課

題

で
あ

る
。

(羊

毛

加

工
会

社
)

.
売

上

、

会

社

規

模

の
拡

大

に
伴

い
必

要

と

な

る

マ
ネ

ー
ジ

ャ

ー

・
ク

ラ

ス
の
人

材

不

足
。

ア

ル
ミ

サ

ッ
シ
業

界

の
層

の
薄

さ

か
ら
経

験

あ

る
技

術
者

(設

計

及

び

工
場
)

を
獲

得

す

る
事

が

非

常

に
難

し

い
。

(
ア

ル
ミ
会

社
)

.
①

完

成

品

(
衣
料

品
、

鞄

な

ど
、

既

に
製

品

が
含

ま

れ

て

い
る

も

の
)

輸

入

の
増

加
。

②

輸

入

他

社

安
物

製

品

の
増

加

。

(貿

易

会

社
)

.
高
金

利

と

メ
イ

ン
テ

ナ

ン

ス

フ

ィ
ー

の
上

昇(
レ

ス
ト

ラ

ン
会

社

)

・
オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
人

は

自

己

P

R

が

う

ま

い
。

従

っ
て

』
o
げ

く
£。
$

葺

に
対

し
、

面

接

等

を
実

施

し

た

上

で

入

社

さ

せ

る
訳

で
あ

る

が
、

お

お
む

ね
彼

ら

は
有

言

実

行
型

よ

り

は

む

し

ろ
有

言

不
実

行

型

が
多

い
。

従

っ
て

こ
れ
を

理
解

し

て

い
な

い
と
会

社

を

悪

く

す

る
。

し

い

て

は
、

全

て

の

他

の

従

業

員

の
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じd
Φ
コ
Φ
津

に

は

つ
な

が

ら

な

い

の

で
、

こ

の
場

合

は

極

め

て

∪
轟

ω二
〇
で

は

あ

る

が
我

々
経

営

者

と

し

て
は

切

っ
て
捨

て

る

程
度

の
事

を

し
な

い
と

ま
ず

い
。

結

構

こ

の
繰

り
返

し

が
規

律

に
も

つ
な

が

り
経

営

に
良

い
結

果

を

も

た

ら

し

て

い
る
。

す

な

わ
ち
従

業

員

の
資

質

の
問

題

で

あ
り
、

チ

ー

ム
を
構

成

す

る
人

員

の
キ

ャ
パ

が

全

て

で
あ

る
。

(精

密

機
械

会

社

)

・
収

益

が
出

て

い
な

い
。

三
千

五

百
万

豪

ド

ル

の
投
資

の
回
収

が

苦

し

い
。

(精

密

機

器
会

社

)

・
①

経

済

自

体

の
底

が
浅

い

こ
と

に

よ

る
需

要

の
大

幅

な

唇

＼

ユ
o
≦
⇒

②
慢
性
的
高
金
利
、

不
透

明
な
A
$
為
替

③

O
閃
叩
Q。
国
目

と

い
う
非
関
税
障
壁

(建

設
機
械
会
社
)

・
①
高

い
イ

ン
フ
レ
率
、
生
産
性

の
低

さ
↓
国
際
競
争
力

の
欠
如

②

輸
入

の
自
由
化
、
関
税

の
引

き
下
げ
↓
生
産

の
フ
ィ
ザ

ー
ビ

リ
テ

ィ
ー
が
な
く
な

る
。

③
政
策

の
欠
如
↓
長
期
的
ビ

ジ
ネ

ス
プ

ラ

ン
が

で
き
な

い
。

④

労
働

政
策

が
現
実
的

で
な

い
↓
組
合

の
総
論

と
現
場

の
各
論

の
差

が
大

き

い
。

⑤
高
金
利
↓
投
資

が
で
き
な

い

⑥

労
働

時
間
↓
年
休

四
週
間
、
病
欠

二
週
間
、

ロ
ン
グ
サ

ー
ビ

ス
リ

ー
ブ

一
三
週
間
/
年

⑦
労
働
賃
金

の
上
昇
↓
年

間

六
%

に
年
金

三
%
上
乗

せ

11
九
%

⑧
政
府

の
介
入
↓
追
加

コ
ス
ト
+
管

理

コ
ス
ト

の
上
昇

(例

日

労

災

保

険

料

訓
練

レ
ビ

ー
な

ど
)

(自

動
車

部

品

会

社
)

・
①

日
本

依

存

経

営

よ

り

の
脱

却

。

豪

州

に

お
け

る
事

業

の
育

成
。

投
資

に
よ

る
収
益

の
拡

大
。

取

り
引

き

の
拡

大

。

②

豪

州

製

品

の
対

日
輸

入
。

③

第

三

国
向

け

の
取

り
引

き
拡

大
。

④

現

地
社

員

の
育

成

、

教
育

。

(貿
易

会

社

)

・
①

市

場

が
小

さ

い

の

に
同

業

他

社

が
多

く
、

シ

ェ
ア

ー

の
取

り

合

い
↓

価

格
競

争

に
陥

り
易

い
。

②

不

況

に
な

る
と

一
層

B

E

P

の
維
持

の
為

の
販

売

活

動
活

発

化

が
起

こ
り
、

売

価

は
更

に
下

が

る
傾

向

に

あ

る
。

③

昇

給

は
年

一
回

(
一
月

)

と

公
表

し

て

い
る

が
、

期

間

途

中

で

「
他

に
良

い
P

A

Y

の
職

場

が
見

つ
か

っ
た

か
ら

や
め

る
」

と

言

っ
て
く

る
。

ど
う

し

て
も

必
要

な

人

な

ら
、

引

き
止

め
策

と

し

て
ま

た
昇

給

を
強

い
ら

れ

る
。

(機

械

部

品
会

社

)

・
良

い
社

員

が
採

用

し

に
く

い
。

ト

レ
ー

ニ

ン
グ
欠
如

。

(機
械

部

品
会

社

)

・
①

現

地

人

ト

ッ
プ

を
含

め

た

マ
ネ

ー

ジ

ャ
ー

ク

ラ

ス

(現

地

人

)

の
質

の
向

上

。

②

日
本

親

会
社

か
ら

の
完

全

独

立
。

③

黒
字

の
維
持

④

親

会

社

の
経

営

理

念

を

ふ
ま

え

て

の
現

地
化

の
徹

底
。

(精

密

機
械

会

社
)
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.
①

受

注

高

の
定

量

の
確

保

を
第

一
に
考

え

て

い
る

(収

益

の
確

保

と

人

員

の
活

用

の
為

に
)

②

収

益

の
安

定

的

確

保

を
第

二

に
考

え

て

い

る
。

(仕

事

柄

大

き

な

工
事

が

入

っ
た
時

と

そ
う

で
な

い
時

の
落

差

が
大

き

い

の

で
、

経

理
的

に
も

収

益

の
安
定

化

/

平
均

化

を
図

っ
て

い

る
。
)

(
エ
ン
ジ

ニ
ア

リ

ン
グ

会

社
)

・
オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
悪

化

す

る
経
済

状

況

及

び
激
化

す

る

一
方

の
市

場

競
争

の
中

で
如

何

に
収

益

を

確
保

す

る

か
。(電

器
会

社

)

.
①

正
確

な
需

要

予

測

に
基

づ

く

け巨

Φ
ぐ

な

箕
o
曾

2

胃
9

6
¢
「
Φ
ヨ
Φ
ロ
け

②

適

正

在

庫

レ
ベ

ル

の
維

持

。

③

従

業

員

に

8

ω
瓜

o
村
鳥
o
冒
σq
げ
⊆
ω
ぎ
Φ
。。
ω
を

音
心
識

さ

せ

る

こ
と

。

④

融
固
ゴ
』
器

ω
節

げ
Φ
口
Φ
津

ω
を

強

調

し

た

営

業

活

動

を

ω
β。
奮

掃
簿
ヨ

に
漫

透

さ

せ

る

こ
と
。

(電

器
会

社

)

.
①

年

々
イ

ン
フ

レ
が

七

～

八
%

と
高

く
、

経

費

の
高

騰

に
比

べ

て
売

上

げ
、

利

益

が

つ

い
て

い
け

な

い
場
合

が

あ

る
。

②

豪

ド

ル

の
変

動
幅

が
大

き

く
、

円

建

て
輸

入

の
場

合

リ

ス
ク

が
非

常

に
高

い
。

③

人

材

が
不

足

し

て

お
り
、

管

理

職

の
優

秀

な

人
材

が
採

り

に

く

い
。

④

主

力
商

品

の

マ
ー
ケ

ッ
ト

が
縮

小
傾

向

に
あ

る
。

⑤

現

地
企

業

の
保

護

の
為

、

関
税

の
高

い
商

品

が

あ

る
。

(輸

送
機

械

会

社

)

.
個

人

主

義

と

キ

ャ
リ

ア
パ

ス

に
よ

る
離

職

。(自

動

車

部

品

会

社
)

・
①

経

営

の
現

地
化

に
対

す

る

ア
プ

リ
ケ

ー

シ

ョ
ン

②

日
本

人

及

び
欧

米

人

(特

に
米
人

)

と
比
較

し

て

コ
ミ

ッ
ト

メ

ン
ト
音
心識

が
薄

い
。

エ
ク

ス
キ

ュ
ウ

ー
ズ

が
多

い
。

③

品
質

、

技

術

に

お
け

る
国
際

比

較

意

識

が
ど

ち

ら

か
と

い
え

ば
薄

い
。

・
会
社

及

び
従
業
員
規

則

の
整
備
。

・
①
豊

か
過
ぎ

る
た
め

の
向
上
心

の
欠
如
。

②

現
状
肯

定
主
義
i
保
守
的
態

度
。

・
政
府

が
賃

銀
を
決

め
る

(職

種
別

に
)

(自
動

車

製

造

会

社
)

(
レ

ス
ト

ラ

ン
会

社
)

(貿

易
会

社

)

の

で
、

会

社

の
経

営

状

況

と
経

営

方

針

と

関
係

な

し

に
給

与

改

定

を

さ

せ

ら

れ

る
。

(機

械

部

品
会

社

)

・
①

生

産

設

備

へ
の
投
資

の
少

な

さ
…

…

市

場

に
発

展

性

が
な

い
。

②

国
〉
"
℃
網

○
O
H2
0

の
態

度

(機

械

部

品
会

社

)

.
従

業

員

の
会

社
帰

属

意

識

、

業

務

へ
の
責

任

感

の
低

さ
及

び
多

様

な

組

合
、

組

織

が

日
系

企

業

と

し

て
、

日
本
式

経

営

を
浸

透

さ

せ

る

の

に
障

害

と

な

る
場
合

が
多

い
。

(羊

毛

加

工
会

社

)

.
今

ま

で

に
厳

し

い
競

争

を
経

験

し

た

こ
と

が
な

い

の

で
、

物

事

に
取

り
組

む

際

の

ω①
<
震
Φ
さ

が
足

り

な

い
。
建

築

現

場

ワ

ー

カ

ー

に

お

い

て

§
黒
Φ
ω三
〇
が

悪

い
方

に
働

き

、

ス
ト

な

ど

の

原

因

に
な

っ
て

い
る

(建

材

会

社
)
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・
集

計

・
分

析

と

い
う
概

念

が
浸

透

し

て

い
な

い
せ

い

か
、

経

営

ビ

ジ

ョ
ン

に
長

期
的

展
望

が
欠

け

る
様

に
感

じ
ま

す
。
(建

材

会

社

)

・
優

秀

な

中

間

管

理
職

の
不

足
。

ト

ッ
プ

ダ

ウ

ン

・
ボ

ト

ム
ア

ッ

プ

を
吸

収

す

る
機

能

に
欠

け

る
。

(自
動

車

部

品
会

社

)

・
①

国
際

セ

ン
ス

の
欠

如

-
ご

く

一
部

の
人
間

し

か
国

際

ビ
ジ

ネ

ス
に
興
味

を
持

っ
て

い
な

い
。

あ

る

い
は
海

外

ま

た

は

ぎ
9
『-

ω
8
8

の

餌
ω
臨
讐

ヨ
Φ
葺

に
興
味

を
持

っ
て

い
な

い
。

②

資

源

関

連

ビ

ジ

ネ

ス

に
代
表

さ

れ

る
大
資

本

が

マ
ー
ケ

ッ
ト

を
寡
占

し

て

お
り
、

競

争

原

理

が
働

き

に
く

い

マ
ー
ケ

ッ
ト

で

あ

る
。

③

港

湾
、

運

輸
、

建

設

の

ス
ト

ラ
イ

キ
、

⊂
Z
一〇
Z

に
よ

る
生

産

性

向

上

阻

害

が
現

在

で
も
尚

顕
著

で
あ

る
。

(貿

易

会

社
)

・
①

規

律

が
少

な

い
、

法
律

の
不
備

(政

府

の
担

当

者

に

よ

っ
て

適

用

、

解

釈

が
異

な

る
)

②

教

育

が
現

実

、

将

来

に
向

い
て

い
な

い
。

③

国
民

の

コ
ン
セ

ン
サ

ス
を
得

ら

れ

る
ビ

ジ

ョ
ン
が

な

い
↓

そ

の
場

そ

の
場

の

い
き

あ

た

り

ば

っ
た

り

の
行

動

(昌
o

≦
o
「
昌

は

≦
o
旨
《

の
始

ま

り
)
。

④

人

間

中

心

(
ル
ー

ル
を
超

越

し

て

も
)
。

良

い
面

と

し

て
は
、

人

は
良

い
が
規
律

が
少

な

い
。

(自

動

車

部

品
会

社

)

図 表7現 地 人 マ ネー ジ ャー の意 思 決 定 ス タイ ル

現地人 マネ ージ ャーの意思決定 ス タイルは,ど ち らか と言 うとどち らに近い と思い ますか。

以下 の項 目か ら… つ選 んで番 号 に○ を付 けて下 さい。

1.ト ップダ ウ ンに よ る意 思 決 定 2。ボ トム ア ップに よる意 思決 定 3.ど ち ら と も言 え ない

25社(78%) 1社(3%) 6社(19%)

三

組

織

と
組

織

行

動

e

意

思

決
定

ス
タ
イ

ル

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア
日
系

企
業

の
現

地

人

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

の
音
心思

決
定

ス
タ

イ

ル
に

つ

い
て
、

日
本

人

派

遣

社
員

が

ど
う

認

知

し

て

い
る

か
見

た

の
が
、

図
表

7

で
あ

る
。

こ
の
結

果

に
よ

る
と
、

現

地

人

マ
ネ

ー

ジ

ャ
ー
は

ト

ッ
プ

ダ

ウ

ン
に

よ

る
音
心思

決

定

で
あ

る
と

認
知

し

て

い
る
企
業

は
、

二

五
社

(
七

八
%
)

と
最

も
多

か

っ
た
。

ボ

ト

ム

ア

ッ
プ

に
よ

る
意

思
決

定

で
あ

る
と

回
答

し

た
企

業

は
、

一
社

(
三
%
)

の

み

で

あ

っ
た
。

こ
れ

か
ら
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

の
音
心思
決

定

ス
タ
イ

ル
は
、

ボ

ト

ム
ア

ッ
プ

よ
り

ト

ッ
プ

ダ

ウ

ン
を
選

好

し

て

い
る

の

で
あ

ろ
う

。

⇔

モ
チ

ベ

ー

シ

ョ
ン

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

の
現

地
従

業

員

の

モ

チ
ベ

ー

シ

ョ
ン

(意

欲

)

に

つ
い

て
、

日

本

人

派

遣

社

員

が

ど
う

認

知

し

て

い
る

の

か
を
見

た

の
が
、

図
表

8

で
あ

る
。

調

査

結

果

は
必
ず

し

も
明

確

な

特
徴

が

現

れ

て

い
る

わ
け

で
は

な

い
が
、

オ

ー

ス
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図 表8現 地 人 従 業 員 の モ チ ベ ー シ ョン

現地人従業員 のモ チベ ーシ ョン(意 欲)は7ど の程度 だ と思い ますか。

1.極 めて意欲 が

高い

2.ど ち らか と言

う と意欲 が 高 い

3.ど ち ら と も言

え ない

4.ど ち らか とい

う と意 欲 が低 い

5.極 めて意欲 が

低い

2社(6%) 13社(41%) 10社(31%) 6社(19%) 1社(3%)

図 表9現 地 従 業 員 の価 値 観

現地従業員 は,以 下 の ような価値観 が どの程度 あては まると思い ますか。

(1)仕 事指 向,余 暇指 向価値

1.極 めて仕 事指

向で あ る

2.ど ち らか と言 う

と仕 事 指 向 で あ る

3.ど ち ら と も言

え ない

4.ど ち らか とい う

と余 暇 指 向 で あ る

5.極 めて余暇指

向で ある

0社(0%) 5社(16%) 11社(34%) 10社(31%) 6社(19%)

(2)個 人主義 的,集 団主義的価値

1.極 めて個人主

義的 であ る

2,ど ちらか と言 うと

個 人主i義的で ある

3。 ど ち ら と も言14.ど ち らか とい う と
]

えないi集 団主義的である

5.極 めて集 団主

義的 であ る

5社(16%) 20社(65%) 4社(13%) 2社(6%) 0社(0%)

図 表10人 の現 地 化

(1)日 本 か らの常駐 の派遣社員 はお よそ何人で すか。

0～9人 10～19人 20～29人 30～39人 40～49人 50～59人 60人 以上

21社(66%) 2社(6%〉 4社(13%) 2社(6%) 2社(6%) 0社(0%) 1社(3%)

(2)日 本 か らの中 ・短 期 出張 者 は,現 在 お よそ 何 人 お ります か 。

0～5人 6～10人 11～15人 16～20人

30社(94%) 1社(3%) 0社(0%) 1社(3%)

ト

ラ
リ

ア
人

現
地

従

業

員

は
意

欲

が

一
般
的

に
低

い
と

言

わ
れ

る
な

か

で
、

本

調

査

を
見

る
と

意

欲

が
高

い
と
回

答

し

て

い
る

企

業

が
約

半
数

程
度

で
あ

る

こ

と

は
注

目

さ

れ
る
。

国

価

値

感

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

の
現

地
従

業

員

の
価

値

観

仕

事

指

向

・
余

暇

指

向

、

個

人

主

義

的

・
集

団

主
義

的

価

値

1

ー

に

つ
い
て
、

日

本
人

派

遣

社
員

が

ど

う
認
知

し

て

い
る

の
か
見

た

の
が
、

図
表

9

で
あ

る
。

調
査

結

果

を
見

る
と
、

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

の
従

業

員

は
余

暇

指

向

で
あ
り
、

個

人

主

義

的
価

値

を
持

っ
て

い

る
と

い
う
特

徴

が
う

か
が

え

る
。

こ

の
オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ァ
人

の
価

値

観

に

つ
い

て

は
、

多

く

の
人

に
よ

り
指

摘

さ

れ

て

い
る
と

こ
ろ

で
あ

ろ
う
。
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四

人

の
現
地
化

日
本

か
ら

の
常
駐
派
遣
社
員
と
中
短
期

の
出
張
者

の
人
数

を
見

た

の
が
、

図
表

10

で
あ
る
。

常
駐
日
本
人
派
遣
社
員

は
、
九
人
以
下

が
一
二

社

(
六
六
%
)

と
最

も
多
く
、

中
短
期
出
張
者

は
、

五
人
以
下

が
三
〇
社

(九

四

%
)

と
最

も
多

い
と

い
う
結
果

と
な

っ
た
。

常
駐
日
本
人
社
員

が

最

も
多

い
企
業

は
、

あ
る
資
源
開
発
会
社

で
、
人
数

は
六
七
人

で

あ

る
。
現
在
生
産

を
し

て
い
る
、

比
較

的
規
模

の
大

き
な

日
系
企
業

に

つ
い
て
見

て
み
よ
う
。
従
業
員

数
約
三
七
〇
〇
人

の
あ
る
自
動
車

製
造
会
社

で
は
、

日
本
人
常
駐
社
員

は

一
九
名
、
中
短
期
出
張
者

は
二
〇
人

で
あ
る
。
従
業
員
数
約

四
〇
〇
〇
人

の
あ

る
自
動
車
製

造
会
社

は
、

日
本
人
常

駐
社
員

二

]
名
、
中
短
期
出
張
者
○
人

で

あ

る
。
従
業
員
数
約

六
〇
〇
人

の
あ

る
自
動
車
部
品
製
造
会
社

で

は
、

日
本
人
常
駐
社
員
は
七
名
、
中
短
期
出
張
者

は
○
人

で
あ
る
。

従
業
員
数
約

=
二
〇
〇
人

の
あ
る
電

器
会
社

は
、

日
本
人
常
駐
社

員

三
二
名
、
中
短
期
出
張
者

一
〇
人

で
あ

る
。

四

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
文

化

と
経

営

0

調
査

結

果

に
み

る

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

の
文
化

と
経

営

本

調

査

で
は
、

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

の
文

化

と
企

業

経

営

に

つ

い

て
調

べ

る

た

め

に
以

下

の
質

問

を

行

っ
た
。

「
貴

社

の
経

営

に
も

っ
と

も
影

響

を
与

え

て

い
る
と

考

え

ら

れ

る
オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の

文

化

や
価

値

と

し

て
何

が

あ

る
と

思

い
ま

す

か
L
。

そ

し

て
、

そ

の
質

問

に
対

し

て
自

由

に
回
答

し

て
も

ら

っ
た
。

以

下

が
、

そ

の
回
答

の

一
部

で
あ

る
。

・
(良

い
面
)

①

多

様

な
文

化

・
価

値

観

を
持

っ
た
多

民

族

を
受

け
入

れ

る
社

ム
本
の
柔

　軟

さ

(閃
一Φ
×
凶げ
自
淳
団
)

②

率

直

、

明
朗

な

気

質

(団
吋
四
]P
吋
昌
Φ
ωω
騨
口
島
〔
)ゴ
Φ
Φ
「{蛋
一b
¶O
ωω
)

③

公

正

さ

(聞
。。
貯
器

ω
ω
)

④

仲

間

意

識

(ζ

讐
Φ
ω
三
℃
)

(悪

い
面
)

①

現

状

満

足

主
義

、

向

上

心

に
や

や
欠

け

る
。

②

集

団
優

先

よ

り
個

人

主
義

に
根

ざ

し

た
勤

労

姿

勢
。

③

白

人
優

位

の
社

会
感

の
存

在

(
ヨ
ー

ロ

ッ
パ
系

従

業

員

に
よ

る
東

洋
系

従

業

員

に
対

す

る
差

別

が
残

っ
て

い
る
。(鉱

山
会

社

)

・
①

竃

鉾
ρ
G∩
冨
O

(平

等

主

義
、

無

階

級

主

義

の
思
想

)

②

団
蝕
吋
O
O
ω
鳳
葺

(権

利

の
積

極
的

要

求

、

義
務

の
消

極

的

容

認

の
思

想
)

(商

社
)

・
①

聞
巴
「
O
O

(機

会

平

等

の
下

で

の
自

由
競

争

)

②

ω
O
。
芭

Ω

⊆
げ

〉
。
牙

三

Φ
。。
が
活
発

(家

族

的

雰

囲

気

を
期

待
)

③

ω
O
O
誹

活
動
愛
好

(各
種
競
技

へ
の
積
極

的
参

加
)

(商
社
)
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国 際 経 営 フ ォ ー ラムNo.3

.
①

従

業

員

の
定
着

性

の
悪

さ
。

…

…
特

に

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー
層

の

人

材

が

キ

ャ
リ

ア
を
積

む

目
的

で
三

～

四
年

に
他

の
会

社

に
移

っ
た

り
引

き
抜

か
れ

た

り

す

る

ケ

ー

ス
が
多

い
。

従

っ
て
、

会

社

の
費

用

で

マ
ネ

ー
ジ

メ

ン
ト
講
座

を
受

け

さ
せ

た

り
、

各

種

経

験

を
積

ま

せ

て
育

成

し

て
も

成
果

は

必
ず

し

も
還

元

さ

れ

て

こ
な

い
。

②

競

争

心

の
無

さ

…

…

の
ん

び
り

と
平

和

を
好

む

人
達

が
多

く
、

企

業

競

争

や
社

員

同
僚

と

の
競

争

の
な

か

で
教
育

を
受

け

た

日

本

人

ス
タ

ッ
フ
と
中

々

か
み

あ

わ
な

い
ケ

ー

ス
が
あ

る
。

(自

動

車
製

造

会

社

)

.
労

働

者

の
平

等

意

識

(繊

維

会

社

)

・
ω
ゴ
Φ
、『

σ
①
「
お
げ
戸

↓
ゴ
Φ
日

俸

q
ω

(会

社

鴨
組

合

)(電
気

会

社

)

・
①

目
欝

Φ
犀

国
9。
ω蜜
.

②

∪
8

、辞
芝

o
吋
曇

③

Ω

ぎ

象
Φ

(冬

で
も
暖

か

い
)

…

・-
忍

耐

力

が
欠

け

て

い

る
。

(自
動

車

製

造

会

社

)

.
①

日
本

と

の
比
較

で
言

う

と
、

綿

密

さ

に
欠

け

る
、

短
絡

的

な

側

面

が

あ

る

が
、

一
方

で
は
仕

事

と
余

暇

が
同

一
レ
ベ

ル
に
あ

る

こ

の
国

で
は
当

然

の
風

土

か

も
。

②

人

を
減

ら
す

た

め

の
効

率

化

と

い
う
発

想

が
あ

ま

り
な

い
。

(建

設
…機
械

会

社

)

.
基

本

的

に
個

人

主
義

に
根

ざ

し

て

お
り
自

分

の
上

司

に
対

し

て

仕

事

を
行

う

と

い
う

考

え
。

し

た

が

っ
て
、

上

司

が
変

わ

る
と

そ

の
下

の
全

員

が
変

わ

っ
て
し

ま

う
事

態

も
起

こ
り

え
、

ノ
ウ

ハ
ウ

の
継

続

が
難

し

い
。

意

思

決

定

が

目
8

U
O
芝
口

で
あ

り

す

べ

て

↓
8

か
ら

の
指

示

で
下

が
動

く

こ
と
。

(電

気

会

社
)

.
①

英

国

民

性

に

よ

る
仕

事

に
対

す

る
固
定

概

念

。

②

当

社

の
場
合

、

二
五

ヶ
国

の
民

族

(国
籍

)

に
よ

る
意

志

の

不
統

一
。

③

常

識

レ
ベ

ル

の
低

下
。

(医
療

機

器
会

社

)

⇔

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
文

化

と
経

営

に
関

す

る
国

際

比

較

研

究

以

上

の
よ

う

に
本
調

査

で
は
、

日

本
人

の
駐

在
員

の
目

か
ら
見

た

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
文

化

と
経

営

に

つ
い
て
多

種
多

様

な
意

見

が
出

さ

れ

た
。

次

に
、

本
調

査
結

果

か
ら
離

れ

て
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
研
究

者

に
よ

る

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

の
文
化

・
価

値

観

に
関

す

る
国

際

比
較

研

究

を
参

考

ま

で

に
見

て
み
よ

う
。

切
Φ
簿
げ
Φ
が

2
・
(一
¢
誤

)

は
、

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア
と

ア

メ

リ

カ

の

大

学

生

を
対
象

と

し
た
価

値

比
較

調

査

を
行

っ
た
。

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
大
学

生

が

ア

メ
リ

カ

の
大

学

生

よ

り
重

要

性

が
高

い
と
認

識

し

て

い

る
価

値

は
、

刺

激

的
生

活

、

美

的

世

界
、

内

的

調

和

、

成
熟

し

た
愛

、

誠

実

な
友

情

、

学

問

知

識

、
快

活

、

愛

、

誠

実
、

責

任

の
項

目

で
あ

っ
た
。

逆

に
、

ア

メ
リ

カ

の
大

学

生

の
ほ
う

が

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
大
学

生

よ

り
重

要

性

が
高

い
と
認

識

し

て

い

る
価

値

は
、

快

適

な
生

活
、

救

済

と

大

望

の
項

目

で

あ

っ
た
。
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閃
Φ
9Ω
夢

Φ
「
は

、

こ

の
調

査

か

ら

、
「
ア

メ

リ

ヵ

の
グ

ル

ー
プ

は

、
物

質

主

義

的

、

達

成

指

向

的

、

宗

教

的

で

あ

る

の

に

対

し

て
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
グ

ル

ー

プ

は

親

密

な

人

間

関

係

と

い

っ
た

仲

間

意

識

を

重

視

し

て

い

る
」
、

と

結

論

づ

け

て

い

る

(
同

書

O
・
b。
O
。。
)
。

国
o
噌
昌
ρ

∪
・
(一
㊤
罐

)

は

、

著

書

§

鳴

ト
ミ
ら
書

G
o
ミ
ミ

送

で
、

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

の
価

値

観

を
分
析

し

て

い
る
。

彼

に

よ

る
と
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
社

会

は

か
な

り
多

様

性

を
持

っ
た
社

会

で
あ

り
、

そ

の
価

値

観

は

歴
史

的

に
変

化

し

て
き

て

い
る

に
も

か

か

わ

ら
ず

、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
社

会

の
価

値

観

は
、

一
般

化

が

可
能

で

あ

る
と

し

て

い
る
。

彼

は
、

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア
と

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア
人

の
多

く

の
重

要

な

特

質

と

し

て
以

下

を

上

げ

て

い
る
。

「
反

知

性
主

義

、

強

い
実

利

的
傾

向

、

タ

フ
で
男

性

的

主

張
、

皆

が
公

明

正
大

で
あ

る

べ

き

で
あ

る
と

い
う
信

念
、

非

常

に
安

定

し

た
社

会

、

弱

い
イ

ノ
ベ

ー

シ

ョ
ン
と

オ

リ
ジ

ナ

リ

テ

ィ

i
、

公

共

で

の

寛

容

さ
、

普

通

で

あ

る

こ
と

が
美

徳

で
あ

る
と

い
う
信

念

、

平

凡
、

凡
庸

、

ナ

シ

ョ
ナ

リ
ズ

ム

の
低

さ
、

ス
ポ

ー

ツ
に
対

す

る
熱

狂

的

態

度

、

懐

疑

的
。
」

(同
書

o
冨

只
臼

N
)

じd
旨
計

～<
.
餌
雷
血

]≦
蝉
曾
Φ
H
ρ

℃
.
(H
Φ
謹
)

は
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
ミ
ド

ル

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

の
特

質

に

つ
い

て
以

下

の
よ
う

に
述

べ

て

い
る
。

「
要

約

す

る
と
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
ミ
ド

ル

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

の
多

く

は
、

次

の
よ
う

な

傾

向

が

あ

る
。

政

府

へ
の
依

存

。

島

国
根

性
。

大

胆

さ

と
進

取

的
精

神

の
欠

如

。

海

外

か

ら

の

資

本

、

ア
イ

デ

ア
、
技

術

へ
の
依

存

。

高

く

も
低

く

も

な

い
学

歴

。

男

性
的

。

都

市

生

活

者
、

特

に

メ

ル
ボ

ル

ン
、

シ
ド

ニ
ー
。

保

守

的
。

経

済

や
政

治

に
対

す

る

ラ
ジ

カ
リ
ズ

ム
の
恐

れ
。

社
会

や
仕

事

で

の
平

等

性
。

実

際

的

で
プ

ラ
グ

マ
テ

ッ
ク
。

計

画
家

よ
り

む

し
ろ

日
和

見

主
義

者

。

非

知

性

主
義

1

い
く

ら

か
反
知

性

主

義
。

レ
ジ

ャ
;
社

会
活

動

、

家

族

へ
の
関

心
。

政

治

家

や
公
式

権

力

の

保

持

者

へ
の
批

判
。

移

り
気

。

実

利

主
義

者

。

非

攻
撃

的

。

マ
ネ

ジ

メ

ン
ト

ス
タ

イ

ル

の
巧

み
な

処

理
。

策

謀

的

特

質

の
低

さ
。
」

(同

書

O
.
①
㎝
)

著

老

は
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
文

化

と
経

営

に

つ

い

て
、

結

論

的

な

こ
と

を

言
う

こ
と

は

も

ち

ろ

ん
出

来

な

い
。

し

か
し
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
の
企

業

経

営

を

研

究

す

る
際
、

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

の

文

化
、

価
値

構
造

を
研

究

す

る
必
要

が

あ

る
、

と

い
う
事

だ

け
は

言

う

こ
と

が

で
き

る

で
あ

ろ
う

。

五

人
事

・
労
務

の

労

働

時

間

と
休

日

㈲

調

査

結

果

に

み

る
日
系

企
業

の
労
働

時

間

と
休

日

本

調

査

に
よ

る

一
週

間

の
所

定
内

労

働

時
間

(
図
表

11
)

を

み

る
と

、

三

八
時

間

が

一
〇

社

(
ゴ
=

%

)

と
も

っ
と

も
多

く
、

四

〇
時

間

(
二

八
%

)
、

三

五
時

間

(
二

二
%
)

の
順

と

な

っ
て

い

る
。

労

働

時

間

が
三

八
時

間

以

下

の
企
業

が

二

二
社

(六

八
%

)

も

あ

り
、

半

数

以

上

の
企

業

が

一
週

間

の
労

働

時

間

が
三

八
時

間

以

下

で
あ

る

こ
と

に
な

る
。

な

お
、

平
均

を

と

っ
て
も

労
働

時

間

4G



図 表11労 働 時 間 ・休 暇 制 度

勤務時間,休 日につい てお答 え下 さい。

(1)一一日の所定内労働時間

35時 間 37時 間 37.5時 間 38時 間 40時 間 42時 間

7社(22%) 2社(6%) 3社(9%) 10社(31%) 9社(28%) 1社(3%)

(2)休 日

土 ・日曜 日休 日 日休 日 指定休 日 土 ・日ほ か 月1回 月休 土 ・日ほか隔週金休

27社(87%) 1社(3%) 1社(3%) 1社(3%) 1社(3%)

(3)フ レ ッ ク スタイ ム制 度 が あ り ます か。

1.全 社 的 に あ る 2.一 部 の職 種 に あ る 3.な い

0社(0%) 9社(28%) 23社(72%)

は

三

八
時

間

で
あ

る
。

週

三

五
時

間

と

労
働

時

間

が

も

っ
と

も
短

い
七
社

の
業

種

を
見

る
と
、

商

社

が
四
社

、

機

械

・
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ

ン
グ

が

二
社

、

食

品

が

一
社

と

な

っ
て

い
る
。

い
ず

れ

の
会

社

も
、

主

に
輸

出

入

を

中

心

と

し
た
業

務

を
行

っ
て

い

る
。

一
日
七
時

間

、

週

五

日
勤
務

で
、

土
曜

、

日
曜

日

が
休

日

と

い
う

形

が
多

い
。

実
際

に
現

地
生

産

を

し

て

い
る
製

造

業

は
、

週

三

八
時

間

が
も

っ
と

も
多

い
。

現

地

生
産

の
代
表

的

業

種

で
あ

る
自
動

車

会

社

三
社

を
見

る

と
、

二

社

が
週

三

八
時

間

、

一
社

は
四

〇
時

間

と
な

っ
て

い
る
。

ま

た
、

自
動

車

部

品

や

タ
イ

ヤ
製

造

業

種

三
社

の
う

ち
、

二
社

が

三

八
時

間
、

}
社

が
四

〇

時
間

と

な

っ
て

い
る
。

週
労
働

時

間

が

四

二
時

間

と

も

っ
と

賂

長

い
労

働

時

間

の
企
業

が

一
社

あ

っ
た

が
、

こ

の

企

業

の
業

種

は

レ
ス
ト

ラ

ン
で
あ

る
。

休

日

を

み
る
と
、

土

曜
、

日
曜

を
休

み
と
す

る
完

全

週
休

二
日

制

が

二
七

社

(
八
七
%

)

と

圧
倒

的

に
多

い
。

さ
ら

に
あ

る
電

機

メ

ー
カ

ー
は
、

土

日

の
休

日
以

外

に
、

隔

週

の
金

曜

日

を
休

日

に

し

て

い
る
。

ま

た
、

あ

る
自
動

車

製

造

メ

ー
カ

ー
は
土

日

の
休

日

以
外

に
、

月

一
回
月

曜

日
を
休

日

に
し

て

い
る
。

こ

の
よ
う

な

週

休

三

日
制

が

二
社

で
導

入

さ

れ

て

い
る

の
が
注

目

さ

れ

る
。

フ

レ

ッ
ク

ス
タ
イ

ム
制

に

つ

い
て
は
、

導

入

し

て

い
な

い
会

社

が

二
三
社

(
七

二
%

)

と

大

多
数

で
あ

る
。

導

入

し

て

い
る
企

業

で
も

全
社

的

に
導

入

し

て

い
る

の
は
皆

無

で
、

す

べ

て

一
部

の
職

種

の

み

で
導

入

さ

れ

て

い

る
。

こ

の
結

果

か
ら
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ
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ア

の
日
系

企

業

に
お

い

て
、

ま
だ

フ

レ

ッ
ク

ス
タ
イ

ム
制

は

一
般

化

し

て

い
る
と

は

い
え

な

い
。

フ

レ

ッ
ク

ス
タ
イ

ム
制

を

一
部

導

入

し

て

い
る
企
業

で

は
、

工

場
、

シ

ス
テ

ム
開

発
、

倉

庫

、

販
売

、

女

性

従

業

員

の
部

門
、

職

種

で
導

入

さ

れ

て

い
る
と

回

答

し
た
。

切

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
労
働

時

間
制

度

くオ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

で
は
、

現

在
、

州

の
法
令

や

ア

ワ

ー
ド

に
よ

っ
て
週

四
〇
時

間

労
働

制

が
実

現

さ

れ

て

い
る
。

さ
ら

に
、

週

三

五
時

間

労

働
制

も

一
部

で
実

現

さ

れ

て

い
る
。

こ

の
よ
う

に
、

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

は
、

世

界

的

に
見

て
も
労

働

時

間

短

縮

が
進

ん

で

、
る
。

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
労

働

組
合

運
動

の
中

で
労

働

時

間

短

ぬ縮

の
目

標

は
、

長

い
歴
史

を
持

っ
て

い
る
。

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

に
週

四

八
時

間

労

働

が
最

初

に
認

め

ら

れ
た

の
は
、

一
八

五

六
年

の
石

工

に

よ

る
労

働

闘

争

で
あ

る
。

一
八

五

六
年

と

い
う
、

今

か
ら

一
〇

〇
年

以

上
前

に
週

四

八
時

間

労

働

が

認

め

ら

れ

た

の
は
、

世

界

的

に
見

て

も
極

め

て
早

い
。

「
八
時

間

労

働

、

八
時

間

睡

眠
、

八
時

間

レ
ジ

ャ
i
」

の

ス

ロ
ー

ガ

ン
の
も

と
、

一
八

八
〇

年

代

か
ら
、

労
働

時

間

短

縮

は
労

働

組

合
闘

争

の

歴
史

的

目
標

と
な

っ
て

い
た
。

石

工

が
勝

ち
取

っ
た
週

四

八
時

間

労
働

制

は
、

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

の
労
働

運
動

に
と

っ
て
画

期

的

な

成

果

で

あ

っ
た
。

一
八
五

〇
年

代

か

ら

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
は

コ
ー

ル
ド

ラ

ソ
シ

ュ
が
起

こ
り
、

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア
に
大

量

の
移

民

が

流

入

し
、

労

働

者

が
急

増

し
た
。

そ

の
よ

う

な
社

会

背

景

の
な

か

で
、

一
八
五

六
年

四
月

、

メ

ル
ボ

ル

ン
市
内

の
大

学

建

設

現

場

で

働

い
て

い
た

石

工
達

は
道

具

を
投

げ
出

し
、

労
働

時

間

を

一
日

八

時

間

に
短
縮

す

る
運

動

を
支
持

し

て
市

内

を

練

り
歩

い
た
。

そ

の

先

頭

に
た

っ
た
ジ

ェ
ー

ム
ズ

・
ス

ィ
ー
バ

ン
は
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
労

働

運

動

の
先

駆
者

に
な

っ
た
人
物

で
あ

る
。

こ

の
運
動

は
、

ま

も
な

く

難

色

を

示

す
雇

用

者

側

か
ら
、

労

働

時

間

を
短
縮

す

る

と

い
う
勝

利

を
勝

ち

取

っ
た
。

そ

の
後

、

一
九

二
〇

年

代

に
、

州

の
労
働

党

政

府

の
後

押

し

で
、

週

四

四
時

間

労
働

に
短

縮

さ

れ

た
。

さ
ら

に
、

一
九

四
七
年

、

連

邦

仲

裁

裁

判

所

が
週

四

〇
時

間

労

働
制

を
採

用

し
た
。

そ

の
決

定

を

う

け

て
、

労
働

党

政
権

下

に
あ

る
州

が
ま
ず

法

律

を
制

定

し
、

他

の

一
州

も
直

ち

に
法

律

を
導

入

す

る

こ
と

を
確

約

し

た
。

ま

た

当

時

労
働

党

政

権

で
あ

っ
た
連

邦

政
府

お

よ

び
他

の
四

州

も
、

週

四
〇

時

間

労
働

制

を
支

持

す

る
旨

を
確

約

し

た
。

こ

の
世
界

に
先

駆

け

た
画

期

的

な

週

四

〇
時

間

労

働

制

は
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

で

は
翌
年

一
九

四

八
年

に
実

施

さ

れ

た
。

日
本

が

ま

だ

四
〇

時

間

労

働
制

が
施

行

さ

れ

て

い
な

い
現
状

か
ら

し

て
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
労
働

時

間

の
短

縮

化

が

い
か

に
早

く

か

ら
実

現

し

て

い
る

か
わ

か

る

で
あ
ろ

う
。

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

で
は
、

一
九

八

一
年

頃

か

ら
、

週

三
五
時

聞

労
働

制

が

一
部

の
組

合

で
実

現

し

て

い
る
。

例

え

ば
、

石

油

産
業

の
労
働

老

は
週

三

五
時

間

労
働

に
短

縮

さ

れ
た
。

今

回

の
著

者

の

日
系

企

業

の
調

査

で
も
、

一
部

の
日
系

企

業

で
週

三

五
時

間

制

を

導

入

し

て

い
た
。

し

か
し
、

週

三

五
時

間
制

に
よ

る

コ
ス
ト
上

昇
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懸

念

に
よ

る
政

府

や
企

業

の
反

対

も

あ

り
、

現

在

、

週

三

五
時

間

労

働

制

は

必
ず

し
も

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア
企

業

に
浸

透

し

て

い
る
訳

で
は
な

い
。

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア
労

働

組

合

評
議

会

(
A

C

T

U
)

は
、

週

三

五
時

間

労

働
制

の
全

面

的
採

用

を

目
指

し

て
闘

争

を
強

め

て

い
る
。

ω

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
休

日
制

度

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

で
は
、

一
年

間

に
四

週
間

の
有

給

休

暇

が
付

与

さ

れ

る

の
が

一
般

的

で
あ

る
。

た

だ

し
、

一
部

の
組

合

と

の

ア

ワ

ー
ド

で

は
、

↓
年

間

の
有

給

休

暇

が

五
週

間

ま

た

は

六
週

間

と

規

定

さ

れ

て

い

る
ケ

ー

ス
も

あ

る
。

そ

の
年

度

に
取

得

し
な

か

っ

た
有

給

休

暇

に

つ

い
て

は
、

翌
年

以
降

に
繰

り
越

さ

れ

る
。

有

給

休

暇

中

の
給

料

に

つ
い

て
は
、

一
般

に
全

国
裁

定

が
あ

り
、

基

本

給

の

一
七

.
五
%

を
上

乗

せ

し

て
支
払

う

こ
と

に
な

っ
て

い
る
。

さ

ら

に
、

一
定

の
長
期

間
継

続

勤
務

し

た
従

業

員

に
対

し

て
、

長

期
有

給

休

暇

を
与

え

る
制

度

を

も
導

入

さ

れ

て

い
る
。

例

え
ば

、

ビ

ク
ト

リ

ァ
州

で
は
、

一
五
年

間

継

続

勤
務

し

た
従

業

員

に
対

し

て

=

ご
週
間

の
有

給

休

暇

が
与

え

ら

れ

る
。

こ

の
歴

史

的

に
見

る

と

、

長

期

勤

続
休

暇

制

度

は
、

第

二
次

大

戦

後
、

炭
鉱

労
働

者

の

組

合

の
目
標

と

な

り
、

↓
九

四
九

年

の
石
炭

産

業

に

お

い

て
初

め

て
導

入

さ

れ

た
。

そ

れ

が
前

例

と

な

っ
て

一
九

五
〇

年

代

に

は
、

ほ
と

ん

ど

の
州

が
長
期

勤
続

休

暇

制

度

を
立

法
化

す

る

に
至

っ
た
。

最

近

(
一
九

九

〇
年

)
、

母

親

だ

け

で

は

な

く

父

親

に
対

し

て

も
、

育

児

休

暇

制

度

が
認

め

ら

れ

る

よ
う

に
な

っ
た
。

こ
の
父
親

育

児

休

暇
制

度

は
、

子

ど

も

が
生

ま

れ

た

日

か
ら

一
年

間

の
育

児

休

暇
、

お

よ

び

二
年

間

の
パ

ー
ト

タ

イ

ム
労
働

を
認

め

る
、

と

い

う
内

容

で
あ

る
。

以

上

の
よ
う

に
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
休

日
制

度

は
、

日
本

に

比
較

す

る
と
格

段

に
進

ん

で

お
り
、

日
本

は

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の

休

日
制

度

に
見

習

う

べ
き
点

が
多

い
と
言

え

よ
う

。

⇔

労

使

関

係

㈲

企
業

内

の
労

働

組

合

の
有

無

と

数

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

日
系

企
業

に
お

い
て
、

労

働

組

合

は
存

在

し

な

い
と

回
答

し
た

企
業

は
、

}
八
社

(
五

五
%

)

で
あ

っ
た
。

労

働

組

合

が
な

い
企

業

は
、

従
業

員

が

一
〇

〇

人

以

下

で
、

輸

出

入

業
務

を
行

う
商

社

や
、

メ
ー

カ

ー
が
多

い
。

比
較

的

規

模

が
小

さ

く
、

現

在

生

産

を
行

っ
て

い
な

い
企
業

は
、

労

働

組

合

が
組

織

化

さ

れ

て

い
な

い
例

が
多

い
。

こ
れ

に
対

し

て
、

現

在
生

産

を
行

っ
て

い
る
企
業

は
、

労
働

組

合

が
存

在

し

て

い
る
例

が
多

い
。

さ
ら

に
、

企

業

規

模

が
大

き

く

な

る

に

つ
れ

て
、

企
業

に
存

在

す

る
組

合

の
数

が
多

く

な

っ
て

い

る
。

例

え

ば
従

業

員

数

約

三
七

〇
〇

人

の
あ

る
日
系

自

動

車

製

造

会

社

は
、

八

つ

の
労
働

組

合

が
存

在

し

て

い

る
。

従

業

員
数

約

四

〇

〇
〇

人

の
あ

る
日
系

自

動

車

製

造
会

社

は
、

六

つ

の
労
働

組

合

が
存

在

し

て

い

る
。

ま

た
、

従
業

員

数

約

三
〇

〇

人

の
あ

る
日
系

自
動

車

会

社

は
、

三

つ

の
労
働

組

合

が
存

在

し

て

い
る
。

以

上

の

よ

う

に
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
現

地
生

産

企

業

の
代

表

的

業

種

で
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図 表12労 使 関係

(1)貴 社 には,い(1)貴 社 には,い くつか の労働組 合が存在 しますか。

な し 1組 合 2組 合 3組 合 4組 合 6組 合 8組 合 14組 合

18社(55%) 2社(6%) 3社(9%) 2社(6%) 3社(9%) 3社(9%) 1社(3%) 1社(3%)

(2)過 去2年 間 の間組合 の ス トライキが あ りま したか。(組 合 のあ る企業)

ない 1回 2回 3回 5回 10回 20回

7社(46%) 1社(7%) 3社(20%) 1社(7%) 1社(7%) 1社(7%) 1社(7%)

(3)貴 社 の労使関係 は,ど の程度 困難や問題 点が あ りますか。

1.極 めて困難 ・

問題点が ある

2.ど ち らか と言 えば困

難 ・問題点がある

一

3.ど ち ら と も言

え ない

4、どち らか と言 うと順

調で問題 点はない

5.極 めて順調で

問題点はない

1社(3%) 2社(6%) 3社(9%) 17社(53%) 9社(28%)

あ

る
自

動

車

会

社

に
お

い

て
、
多

く

の
労
働

組

合

が
自

社

に
存

在

し

て

い
る
事

が

わ

か

る
。

本
調

査

に
お

い

て
労
働

組

合

の
数

が
も

っ
と

も
多

い

の
は
、

従

,

業

員
数

約

二
九

〇

〇
人

の
自

動
車

関

連

メ

ー
カ

ー

で
、

一
四
組

合

が
存

在

し

て

い
る
と

回
答

し

て

い
る
。

他

に
、

従

業

員
数

約

一
〇

〇

人
前

後

の
羊

毛

品

加

工

メ

ー
カ

ー

二
社

が
、

六

つ

の
労

働

組
合

が
存

在

し

て

い
る
と
回

答

し

て

い
る
。

ま
た
、

従

業

員

数

約

一
二

五
〇

名

の
大

手

電
機

メ

ー
カ

ー

が
四

つ
の
労
働

組
合

、

従
業

員

数

約

二

一
〇

名

の
建

材

メ

ー

カ

ー
が
四

つ
の
労

働

組

合
、

が
存
在

し

て

い

る
と

回
答

し

て

い
る
。

こ
の

よ
う

な
企

業

内

の
複

数

の
労

働

組

合

の
存

在

は
、

労

使
交

渉

な

ど

の
対

応

が
煩

雑

に
な

っ
て

い
る
よ

う

だ
。

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

に
お

い

て
同

]
企
業

内

に
複

数

の
労
働

組

合

が
併

存

し

て

い
る

の
は
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
労

働

組

合

組
織

が
企

業

内

組

合

で
は

な
く
、

産
業

別

・
職

業

別

に
組

織

化

さ

れ

て

い
る
た

め

で
あ

る
。

切

ス
ト

ラ
イ

キ

く労

働

組

合

が
存

在

し

て

い
る
企

業

の
な

か

で
、

過
去

二
年

間

の

ス
ト

ラ
イ

キ

の
回
数

を

調

べ
た

の
が

図
表

12
ω

で
あ

る
。

組

合

の

あ

る

一
五

社

の
う

ち
、

ス
ト

ラ
イ

キ
が

な

か

っ
た

企
業

は
、

七

社

(
四

六
%

)

と

約
半

数

で
あ

る
。

そ

の
ほ

か

の
八
社

(
五
四
%

)

は
、

過
去

二
年

間

ス
ト

ラ
イ

キ

が

あ

っ
た

と

回
答

し

て

お
り
、

最

高

で
は

二
〇

回

あ

っ
た
と

回
答

し

た
企

業

が

一
社

あ

っ
た
。

こ
の

会

社

は
、
建

材

関

連

メ

ー

カ

ー

で
、
「
工
場

内

に

お
け

る

ス
ト

ラ
イ
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キ

は
な

い
。

す

べ

て
建

築

工
事

現

場

に

お
け

る

ス
ト

ラ
イ

キ

で
あ

る
。

た

だ

し

長
期

に

わ

た

る
ケ

ー

ス
は

な

い
L

と

答

え

て

い
る
。

ま

た
、
あ

る
自

動

車
部

品
関

連

メ

ー

カ
ー

は
、
「
部

門

に

よ
り
、

ス

ト

ラ
イ

キ

の
回
数

が
○

～

一
〇

回

と

違

う
」

と

回
答

し

て

い
る
。

こ
れ

は
、

企

業

内

で

ス
ト

ラ
イ

キ
を
頻

発

す

る
労
働

組

合

と
、

ス

ト

ラ
イ

キ
を

行

わ
な

い
労

働

組

合

が

あ

る
事

を

示

し

て

い
る
。

過

激

な
労

働

組

合

に
加

盟

し

て

い
る
企
業

は
、

自

社

に
起

因

す

る
問

題

と

は
無
関

係

の
支

援

ス
ト

ラ

イ

キ

が
多

い
と

い
う
。

こ
の
結

果

を
見

る
と

、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
は
極

め

て

ス
ト

ラ
イ

キ

が
多

い
と

い
・っ
イ

メ

ー
ジ

が

あ

る
が
、
調

・査
結

果

を
見

る
か
ぎ

り
日
系

企
業

の
約

半

数

が
過
去

二
年

間

に

ス
ト

ラ

イ

キ

は
経

験

し

な

か

っ
た

こ
と

に
な

る
。

た

だ

し
、

会

社

に

よ
り

ス
ト

ラ
イ

キ

の

数

が
極

め

て
多

い
と

こ
ろ
も

あ

り
、

日
系

企
業

を
全

体

的

に
見

る

と
、

企

業

ご

と

に

ス
ト

ラ
イ

キ

の
発

生

頻

度

が
相

違

し

て
い

る

こ

と

が

わ

か

る
。

ω

労

使

関

係

の
困

難

性

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
日
系

企

業

で
は
、

自

社

の
労

使
関

係

に

つ
い

て
ど

の
程

度

困
難

や
、

問

題

を
感

じ

て

い

る

か
回
答

し

て
も

ら

っ

た
結

果

が
図

表

12

③

で

あ

る
。

「
ど

ち

ら

か
と

言

う

と

順

調

で
、

問

題

点

は
な

い
」

お

よ

び

「
極

め

て
順
調

で
問
題

点

は

な

い
」

と

回
答

し

た
企

業

は
、

二

六
社

(
八

一
%

)

に
も
達

し

て

い
る
。

こ

の
結

果

か
ら

見

る
と
、

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア
は
労
使

関

係

は
問

題

が

多

い
と

い
う

イ

メ

ー
ジ

と

は
異

な

っ
て

い

る
よ
う

で
あ

る
。

た
だ

し
、

「
極

め

て
困

難

・
問
題

点

が

あ

る
」

「
ど
ち

ら

か
と
言

え
ば

困

難

.
問

題
点

が
あ

る
」

と

回
答

し

た

三
社

は
、

い
ず

れ
も

自
社

に

労
働

組

合

が
存

在

す

る
企
業

で
あ

る
。

困
難

を
感

じ

て

い

る
三
社

の
う

ち

一
社

は
、

建

築

現

場

の
労
働

者

と

い
う
特
定

の
職

種

の
労

働

者

の
み
困

難

性

を
感

じ

て

お

り
、

工

場

労

働

者

に

つ

い

て

は

「
極

め

て
順
調

で
問

題

点

は
な

い
」
、

と

回
答

し

て

い
る
。

ま

た
、

問

題

を
感

じ

て

い
る
他

の

「
社

は
、

羊
毛

お

よ

び
ト

ッ
プ

加

工
業

で
あ

り
、

羊

毛

加

工

と

い
う
特

定

の
職

種

の
労

働

者

に
問
題

を
感

じ

て

い
る
よ

う

だ
。

残

る

一
社

は
、

自

動

車

部

品
関

連

の
大

手

企

業

で
あ

る
。

以

上

か
ら
、

労

働

組

合

の
あ

る
日
系

企

業

の

一
部

は
、

労

使

関

係

に
困
難

性

や
問

題

点

を
感

じ

て

い
る

よ
う

だ
。

国

賃

金

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
ブ

ル

ー
カ

ラ

ー

ワ

ー
カ

ー
は
、

週
給

を
基

本

と

し
た
賃

金

形

態

が

一
般

的

で
あ

る
。

現

実

に
は
、

賃

金

を

二

週

間

に

一
回
、

金

曜

日

に
支

払

う

企
業

が
多

い
。

賃

金

決
定

は
、

多

く

は
賃
金

裁

定

、

ア

ワ

ー
ド

に

よ

っ
て
決

定

さ

れ

る

の

で
、

原

則

と

し

て
、

同

一
職
種

は
同

一
賃

金

と

な

る
。

同

一
職

種

の
企

業

に
よ

る
賃

金

の
差
異

は
、

オ

ー
バ

ー
ア

ワ

ー
ド

と
呼

ぼ

れ

る
企

業

ご

と

の
割

り
増

し
分

の
差

と

い
う

こ
と

に
な

る
。

こ
れ

に
対

し

て
、

ホ

ワ
イ

ト

カ
ラ

ー

ワ
ー

カ

ー

に
な

る
と
、

月
給

か
年

俸

を
基
本

と

し

た
賃

金

形
態

が

一
般

的

で
あ

る
。

ホ

ワ
イ

ト

カ

ラ

ー

ワ
ー
カ

ー

で
も

、

ア

ワ
ー
ド

に

よ

っ
て
賃

金

決

定

が

さ

れ

る
ケ

ー

ス
が
多

い

が
、

管

羅

、

経
薯

ク

ラ

ス
に
な

る
と
企

業

と

の
交
渉

に
よ

つ

舅



図 表13賃 金

(1)現 場 の高卒程度 の従業員 の一週間 当た りの初任給賃金 はお よそ どの くらい で し ょうか。

300～330

豪 ドル

4社(15%)

33-360

豪 ドル

5社(19%)

361～390

豪 ドル

2社(8%)

391^-420

豪 ドル

7社(27%)

421^450

豪 ドル

6社(23%)

451～480

豪 ドル

0社(0%)

481^-510

豪 ドル

1社(4%)

511豪 ドル

以上

1社(4%)

平均賃金410豪 ドル/週 給

(2)大 卒 の従業 員の一 か月当た りの初任給賃金 はお よそ どの くらいで し ょうか。

1700^-1999

豪 ド ル

2000～2299

豪 ドル

2300^-2599

豪 ドル

2600^-2899

豪 ドル

2900^-3199

豪 ドル

3200豪 ドル

以 上

2社(8%) 9社(35%) 8社(31%) 2社(8%) 4社(15%) 1社(4%)

平均賃 金2447豪 ドル/月 給

(3)ボ ーナ スは あ ります か。

1.あ る 2.な い

13社(41%) 19社(59%)

支給額 は,年 間何 か月程度 ですか。

0,3か 月 0.5か 月 1か 月 5か 月

1社(9%) 4社(36%) 5社(45%) 1社(9%)

て
賃
金

が
決

定

さ

れ

る
ケ

ー

ス
が
・多

い
。

賃

金

に
関

す

る
、

本

調

査
結

果

を
見

て
み

よ
う
。

現

場

の
山凶同
卒

程
度

の
従

業

員

の

一
週
間

あ

た

り

の
初

任
給

賃

金

を
調

べ
た

の
が
、

図
表

13
ω

で
あ

る
。

こ

の
賃

金

は
、

現

場

の
従
業

員

の
最

低

水

準

の
賃

金
額

と
考

え

ら

れ

る
。

日
系

企

業

二
六
社

の
平
均

は
、

週
給

四

一
〇

豪

ド

ル

(
一
豪

ド

ル

ー-

一
〇

七

円

で
換

算

す

る
と

日

本
円

で

四

三
、
八

七

〇

円
)

と

な

っ
た
。

週

給

三
九

一
～

四

五

〇

豪

ド

ル
が

一
三
社

と
、

過

半

数

を
占

め
、

最

も
多

く

な

っ
て

い
る
。

大

卒

の
ホ

ワ
イ

ト

カ
ラ

ー
従
業

員

の

」
か
月

あ
た

り

の
初

任

給

賃
金

を
調

べ

た

の
が
、
図
表

13
②

で

あ

る
。

平
均

月
給

は
、
二
、
四

四
七
豪

ド

ル

(日
本

円

で

二

六

一
、
八

二
九

円
)

と
な

っ
た
。

ボ

ー
ナ

ス

の
存

在

の
有

無

と

そ

の
額

を
調

べ

た

の
が
、

図
表

13

㈹

で
あ

る
。

ボ

ー

ナ

ス

が

あ

る

と

回

答

し

た
企

業

は
、

一
三

社

(
四

一
%

)
、

そ

の
年

間

の
支

給

額

は

○

.
五

～

一

.
○

か
月

が

九

社

(
八

一
%

)

と
最

も
多

い
。

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
企
業

の
ボ

ー

ナ

ス
は
、

日
本

の
よ
う

に
給

与

体

系

の
中

に
確

固

と

し

て
組

込

ま

れ

て

い
る
わ

け

で
は
な

く
、

高

業

績

に
対

す

る
従

業

員

へ
の
利

益
還

元

、

ま

た

は
、

経

営

者

や
管

理

者

と

い

っ
た
特
定

の
会

社

幹

部

に
対

す

る
業

績

分

配

と

い

っ
た
性

格

が
強

く
、

金

額

も

日
本

に

比

較

す

る
と

一
般

的

に
低

い
。

調

査

企

業

の
な

か

で
、

機

械

メ

ー

カ

ー

一
社

は
、

ボ

ー

ナ

ス
年

間

五

か
月

と

回
答

し
た

が
、

実

際

に

支
給

さ

れ

る

の
は
特

定

の
キ

ー
パ

ー

ス
ン

の
み
と

い
う
。

あ

る
建

築

機
械

メ

ー

カ

ー
は
、

ボ

ー
ナ

ス
は
会

社

の
利
益

が
出

な

い
と

き
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は
支

給

せ
ず

、

利

益

が
出

た

と

き

は

二
週
間

分
支

給

す

る
と

回
答

し

て

い
る
。

参

考

ま

で

に
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
公
式

統

計

に

よ

る
、

常

勤

労

働

者

の
平
均

週

間

所
得

の
推

移

が
、

図

表

14

で
あ

る
。

一
九

八

九
年

八
月

一
八
日

の
時

点

で
見

る

と
、

成

人
男

子

フ

ル

タ
イ

ム
労

働

者

の
週
間

平
均

所

定
内

時

間
所

得

は
、

五

三
九

・
三
〇
豪

ド

ル

(
一
豪

ド

ル

一
〇

七

円

で
換

算

す

る
と

日
本

円

で
、

五

七
、
七

〇

五

円
)
、

残

業

を

ふ
く

む

週
間

平

均

合

計

所

得

は

五

八

五

・
○

○

豪

ド

ル

(
日
本

円

で
六

二
、
五
九

五
円
)

と

な

っ
て

い
る
。

著

者

の
聞

き
取

り
調

査

に
よ

る

と
、

マ
ネ

;
ジ

ャ
ー

ク

ラ

ス
の

管

理

者

の
賃

金

は
、
年

俸

で
四

〇
、
○

○

○
豪

ド

ル

(日
本

円

で
四

二

八
万

円
)

以
上

が

一
般

的

の
よ

う

で
あ

る
。

こ

の
サ

ラ

リ

ー

の

ほ

か
、

付

加

的

給
付

と

し

て
自

動

車

、

住

宅

な

ど

を
用

意

す

る
企

業

も
多

い
。

四

キ

ャ
リ

ア
形
成

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
従

業

員

の

キ

ャ
リ

ァ
形

成

を
調

べ

る
た

め

に
、

以

下

の
設

問

を
設

け

た
。

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア
従

業
員

の
他

部

門

へ
の
配

置

転

換

(ジ

ョ
ブ

ロ
ー
テ

ー

シ

ョ
ン
)

の
程

度

を
調

べ

た
結

果

が
、

図
表

15
ω

で
あ

る
。

「
ど
ち

ら

か
と

言

う

と
配

置

転

換

は
少

な

い
」

「
極

め

て
配

置

転

換

は
少

な

い
」

と

回
答

し

た
企

業

は

二
九

社

(九

「
%
)

に
達

し

て

い
る
。

こ
の
結

果

か
ら
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
日
系

企
業

に
お

い
て
は
、

他

部

門

へ
の
配

置
転

換

・
ジ

ョ
ブ

ロ
ー

テ

ー

シ

ョ
ン
ま

図表14オ ース トラ リア雇 用労働者 の平均週間所得の推移(ド ル)

男 子 女 子 含 計

成人 フル タ
イム労働者 男子合計 成 人 フルタ

イム労働 者 女子合計 成人 フル タ
イム労働者

全労働者
合 計

賃金支払い
対 象 日

週間平均
所定内時
聞 所 得

週間平均
合計所得

週間平均
合計所得

週間平均
所定内時
間 所 得

週間平均
合計所得

週間平均
合計所得

週間平均所
定内時
間 所 得

週間平均
合計所得

週間平均
合計所得

1987年

5月15日 461.30 497.4Q 450.90 383.00 383.10 298.90 43s.20 464.00 387.20
8月21日 470.3Q 5Q4.5Q 457.00 388.90 398.20 302.30 444.20 470.50 392.50
ユ1月20日 477.5Q 516.30 470.00 392.00 40.90 306.50 450.10 479.70 401.80
1988年

2月19日 'ii 522.40 474.90 402.20 412.20 315.30 458.$0 486.90 408.80
5月20日 491.40 532.40 481.70 409.20 419.20 319.50 466.40 464.80 411.90
8月19日 497.80 538.80 486.20 415.2 426.40 319.64 470.94 502.40 4ユ5.70

11月18日 512.70 558.90 505.20 426.80 439.60 328.70 484.90 520.20 430.10
1989年

2月17日 521.90 563.70 511,fiQ 431.3Q 443.30 334.80 492.30 52430 436.30
5月19日 530.40 576.60 519.10 /!'N' 453,$0 339.00 501ユ0 536.50 442.20
8月18日 53930 585.00 527ユ0 446.00 459.30 342.10 508.4⑪ 543.40 446.80
『酬 労働 時報』(躰 労働研 究騰) ,ユ989鞭 別労鱒 繍 集,1989年,p .58
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オ ース トラ リアの労使関係 と日系企業経営

少

な

い
と

言

え

よ
う

。

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
企

業

は
、

他

部

門

へ
の
配

置

転
換

が
少

な

い

原

因

と

し

て
次

の

こ
と

が

考

え

ら

れ

よ
う

。

第

一
は
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
労

働

組

合

は
職

種

別

に
組
織

化

さ

れ

て
お

り
、

そ

の
結

果

と

し

て
企
業

内

に
複

数

組

合

が
存

在

す

る

こ
と

で
あ

る
。

企
業

内

複

数

組

合

の
存
在

は
、

労

働

者

の
職

種

転

換

を
困
難

に
す

る
。

第

二
は
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
は
、

欧

米

一
般

の

ホ

ワ
イ

ト

カ

ラ

ー

の
キ

ャ
リ

ア
形

成

と

同

じ
く
、

同

一
の
職

種

で
昇

進
、

キ

ャ
リ

ア

を
積

む
傾
向

が
あ

る
た

め

で
あ

る
。

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
ホ

ワ
イ

ト

カ

ラ

ー
は
、

日
本

の
よ

う

な

ゼ

ネ

ラ

リ

ス
ト
指
向

で
は

な

く
、

ス
ペ

シ

ャ
リ

ス
ト
指

向

で

あ

る
。

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
日
系

企

業

の
学

歴

が
高

卒

以
下

の
現

場

出
身

の
従

業

員

の
昇

進
最

高

位

の
階

層

を
調

べ
た

の
が
、

図
表

15
②

で

あ

る
。

「
部
門

管

理

者

(部

長

ク

ラ

ス
)
」

と

回
答

し
た

企
業

は
、

=

ご
社

(四

五
%

)
、

「
現

場
管

理
者

(課

長

ク

ラ

ス
)
」
と

回
答

し

た
企

業

は

一
二
社

(
四

一
%

)

で
あ

っ
た
。

「
経

営
者

(役

員

ク

ラ

ス
)
」
と

回
答

し

た
企

業

が
、

三
社

(
一
〇

%

)
あ

っ
た

こ
と

は
注

目

さ

れ

る
。

㈲

離

職

と
解

雇

従

業

員

の

一
年

間

の
離

職

率

を
調

べ
た

の

が
、

図
表

16
ω

で

あ

る
。

離

職

率

の
平

均

を

と

る

と
、

一
二
・
七

%

で

あ

っ
た
。

あ

る

自

動

車

部

品
関

連

メ

ー

カ

ー

が
、

年

間

離

職

率

が

三
〇
%

と
最

も

高

か

っ
た
。

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
日
系

企
業

の
場

合

、

現

場

の
ブ

図 表15キ ャ リア形 成

(1)現 地従業 員 の他部 門への配置 転換(ジ 。ブローテーシ ョン)は,ど の程 度 だ と思い

ますか。

1、極 めて配置転i換

が多い

2,ど ち らか と言 え

ば配置転換 は多い

3,ど ち ら と も言 え

な い

4.ど ちらか と言うと

配置転換は少ない

5.極 めて配置転換

は少ない

0社(0%) 0社(0%) 3社(9%) 23社(72%) 6社(19%)

(2)高 卒以下 の学歴 の現場従業員 の昇進最高位 の方 は,ど の階層 で し ょうか。

1.職 長(係 長) 2.現場管理者(課長 クラス) 3.部門管理老(部長 クラス) 4.経 営者(役 員 クラス)

1社(3%) 12社(41%) 13社(45%) 3社(10%)

ル

ー

ワ

ー
カ

ー

の
年

間

…離
職
　率

が

二
〇

%
⊥則
後

、

ホ

ワ
イ

ト

カ

ラ

ー
は
年

間

離

職
率

一
〇
%

前

後

の
よ
う

だ
。

一
般

的

に
、

ブ

ル
ー

カ
ラ

ー

の
ほ
う

が

ホ

ワ
イ

ト

カ
ラ

ー
よ

り
離

職
率

は
高

い
傾

向

が
あ

る
。

あ

る
自
動

車

部

品
関

連

メ

ー
カ

ー
は
、

ス
タ

ッ
フ
の

一
年

間

の

離

職
率

は

五
%

、

作

業

者

は

二
〇
%

で
あ

る
と

回

答

し

た
。

従
業

員

を

レ
イ

ォ

フ

(解

雇
)

し

た
経

験

が

あ

る

か
調

べ

た

の
が
、

図
表

16
②

で
あ

る
。

レ

イ

オ

フ
し

た
経

験

の
あ

る

企

業

は
、

一

八

社

(
五

六
%
)

と
、

過
半

数

を
越

え

て

い
る
。

解

雇

さ

れ

る
従

業

員

は
、
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勤
務

態

度

、

勤

務

成

績

の
悪

い
社
員

を
対

象

と

さ

れ

る
例

が
多

い
。

こ
れ

で
解

雇

さ

れ

る
従

業

員

は
、

人

数

的

に

は
少

な

い
。

他

に
、

事

業
縮

小

や
閉

鎖

の
た

め

や

や
多

く

の
従

業

員

を
解

雇

し

た
企
業

が
数

社

あ

っ
た
。

日
本

的

な

終

身

雇
用

は
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

に
移

植

可
能

か
ど

う

か

に

つ
い

て
調

べ

た
結

果

が
、

図

表

16
㈹

で
あ

る
。

日
本
的

終

身

雇

用

は
移

植

不
可
能

で
あ

る
と

回
答

し

た
割

合

が
、

可
能

と

回

答

し

た
割

合

よ

り

や

や
高

い
が
、

「
ど

ち

ら

か
と

言

え

ば

そ

う

思

う
」

と
移

植

可
能

を

示
唆

し
た

企
業

が
七
社

(
二
二
%

)

あ

る

の

が
注

目

さ

れ

る
。

こ
の
日
本

的

終

身

雇

用

が
移
植

可
能

と

回
答

し

た
企

業

は
、

実

際

に
現

地

生

産

し

て

い
る
企

業

で
は
な

く
、
商

社

や

メ

ー

カ

ー

の
販
売
会

社

が
ほ

と

ん

ど

で
あ

る
。

㈹

職
務

記
述

書

従
業

員

の
仕

事

は
、

職

務

記

述

書

に
よ

り
、

職

務

内

容
、

権

限
、

責

任

が

明
確

に
規

定

さ
れ

て

い

る

か
ど

う

か
調

べ
た

の

が
、

図
表

17

で

あ

る
。

「
全

く

そ

う

思

う

」

「
ど

ち

ら

か
と

言

え

ば

そ

う

思

う
」
と

回
答

し

た
企

業

は
、

一
五
社

(四

七
%

)
と
、

「
ど

ち

ら

か

と

言

う

と
違

う

」

「
全

く
違

う
」
を

回

答

し

た
九

社

(
二

八
%
)
を

や

や
上

回

っ
て

い

る
。

し

か

し
、

職

務

記
述

書

に
よ

り
、

仕

事

が

あ

ま

り
規

定

し

て

い
な

い
と

4
、

5

を

回
答

し

た
企

業

が

二

八
%

あ

り
、

注

目

さ

れ

る
。

㈹

部

屋

の
レ
イ

ア
ウ

ト

部

屋

の

レ
イ

ア
ウ

ト

に

つ
い

て
調

べ
た

の
が
、

図
表

18

で
あ

る
。

図表16離 職 と解 雇

(1)… 般作業員 の一年間 の離職率 は どの程度 ですか。

2.0～4.9% 5.0^-9.9% 10.0^14.9% 15.0^-19.9% 20.0^-24.9% 25.0^29.9% 30.0～34.9%

4社(13%) 6社(19%) 10社(32%) 1社(3%) 7社(23%) 2社(6%) 1社(3%)

あ る な い

18社(56%) 14社(44%)

(2)貴 社 は,過 去 に従業員 を レイオ フ(解 雇)し た経験 があ りますか
。

(3)日 本的 な終身雇用 は,移 植 可能 だ と思い ますか。

1.全 くそ う思 う 2.ど ちらか と言えそ う思 う 3.ど ち らとも言えない 4,ど ちらか と言 うと違 う 5.全 く違 う

0社(0%) 7社(22%) 7社(22%) 15社(47%) 3社(9%)
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「
個

室

を

持

つ

の
は

ど

の
階

層

か
ら

で
す

か
」

と

い
う
質

問

の
回

答

に
よ

る
と

、

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

ク

ラ

ス
か

ら

が

一
四
社

(
五
〇

%
)

と

も

っ
と

も
多

く

、

マ
ネ

ジ

ン
グ

・
デ

レ
ク

タ

ー
ク

ラ

ス
か

ら

が

八
社

(
二
九

%

)
、

デ

レ
ク

タ

ー

ク

ラ

ス
か

ら

が

六
社

(
二

一
%

)

の
順

と

な

っ
た
。

「
オ

フ

ィ

ス

レ
イ

ア
ウ

ト

は
、
大

部

屋

主
義

(
日

本

の
よ

う

な
個

室

や

し
き

り
を

設

け

な

い
形

の

レ
イ

ア

ウ
ト
)

で

す

か
、

個
室

主

義

で
す

か
」

と

い
う
質

問

の
回
答

は
、

大

部

屋

主

義

と

回
答

し

た
企
業

が

=

二
社

(
四

八
%
)

と
最

も
多

く
、

個

室

主

義

と
答

え

た
企

業

は

九

社

(三

三
%

)

で
あ

っ
た
。

日
系

企
業

は
、

一
般

従

業

員

に
対

し

て
は

日
本

的

な

大

部

屋
主

義

を
導

入

し
な

が

ら
、

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー
ク

ラ

ス
以

上

に
対

し

て
は

個

室

を
与

え

た
り
、

個
室

的

ス
ペ

ー

ス
を
与

え

て
、

管

理
者

や
経

営
者

の
個
室

主

義

的

志

向

に
、

対

処

し

て

い
る

よ
う

だ
。

現

在
、

個
室

主

義

の
企
業

が
、

大

部

屋

式

に
転

換

を
検

討

中

と

い
う

企
業

も

あ

っ
た
。

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
人

の
管

理

職

は
、

欧

米
諸

国

と
同

様

個
室

を
持

ち

た

が

る
傾
向

が
強

く
、

管

理

職

以

上

の
階
層

に
対

し

て

は
、

日

本
的

な
大

部

屋

主

義

の
導

入

に
対

す

る
抵

抗

は
、

強

い
よ
う

だ
。

σ9

人

事

・
労
務

の
問

題
点

「
現

在
、

人

事

管

理

上

で
最

も
重

要

な
問

題

点

は
何

で
す

か
」

と

い
う

質

問

に
対

す

る
回
答

結

果

が
、

図
表

19

で
あ

る
。

最

も
多

く

の
企

業

が
上

げ

た

項

目

は
、

教

育

訓

練

で

二
七

社

(
八

四
%

)
、

以

下
、

離

職

=

ハ
社

(
五
〇

%
)
、

賃

金

一
五
社

(四

七
%

)
、

勤

図 表17職 務 記 述 書

従業員 の仕事 は職務記述書(JobDiscription)に より,職 務内容,権 限,責 任が明確 に

規定 されてい る。規 定 され て い る。

L全 くそ う思 う 2.ど ちらかと言えそう思 う 3.ど ち ら と も言 えない
4.ど ちらか と言 うと違 う 5.全 く違 う

3社(9%) 12社(38%) 8社(25%) 8社(25%) 1社(3%)

図表18部 屋 の レイ ア ウ ト

貴 社 のオ フィスの レイア ウ トについ てお聞 き します。

(1)個 室 を持つ のは どの階層 か らですか。(1)個 室 を持 つ の は どの階 層 か らで す か。

マ ネ ー ジ ャ ー ク ラ ス か ら デ レク ター ク ラ スか ら マ ネ ジ ン グ ・デ レ ク タ ー ク ラ ス か ら

14社(50%) 6社(21%) 8社(29%)

(2)オ フ ィ ス レイ ア ウ トは、 大部 屋 主義(日 本 の よ うな個 室 や し き り を設 け ない 形 の レ

イ ア ウ ト)で す か,個 室 主 義 で す か。

1.大 部屋主義 2.個 室 主義 3,ど ち ら と もい えない

13社(48%) 9社(33%) 5社(19%)
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労

意

欲

一
三

社

(四

一
%

)
、

労

働

価

値

観

一
〇

社

(三

二
%
)
と

い
う

順

と

な

っ
た
。

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
日
系

企

業

の
人
事

・
労
務

で
最

も

問

題

と

考

え

て

い

る

の
は
、

教

育

訓

練

で
あ

っ
た
。

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

で
は
、

日
本

の
よ
う

な

企

業

内

で

の
内

部

熟

練

形

成

が
、
離

職

率

の
高

さ
、

職

種

別

・
産

業

別

労
働

組

合

の
存

在

な

ど

に

よ

り
、

な

か
な

か
困

難

で

あ

る
。

ま

た
、

各
社

と

も
現

場

労

働

者

を
管

理

す

る
中

間

管

理
職

と

し

て

の
現
場

管

理
者

の
不

足

を
訴

え

て

い
る
。

最

近

の
急

激

な
技

術

革

新

に
対

し

て
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
労

働

者

が
必
ず

し

も
適

切

に
適

応

し

て

い
る

わ
け

で

は
な

い
よ
う

だ
。

反

対

に
、

企

業

が
問

題
点

と

し

て
上

げ

な

か

っ
た
項

目

を
見

る

と
、
少

数

民

族

雇

用

が
○

社

(○

%

)
、

以

下
、
労
働

時

間

・
休

日

四
社

(
=

二
%

)
、

配

置

転

換

四
社

(
=

二
%

)
、

労
使

関

係

七
社

(
二

二
%
)

の
順

で
あ

っ
た
。

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

で
は
、

ア

メ
リ

カ

の
黒

人
雇

用

問
題

の
よ
う

な

少
数

民

族

に
対

す

る
問

題

点

は
少

な

い
よ

う

だ
。

こ
れ

は
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
は
、

政

府

の
統

制

の

も

と
熟

練

を
持
づ

移

民

を
受

け

入

れ

て
お

り
、

こ

の
点

で
問

題
点

は
少

な

い

の
だ

ろ
う
。

た
だ
、

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

に
も

、

ア
ボ

リ

ジ

ニ
と

い
う

先

住

の
少

数

民
族

が

い

る
が
、

現

実

に
は

日
系

企
業

に

お

い

て
は

こ
れ
ら

の
少

数

民

族

の
雇

用

は

一
般
化

し

て

い
な

い

の
だ
ろ

う
。

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
は
、

労

使

関

係

は
極

め

て
問
題

が

あ

る
と

い

う

イ

メ

ー
ジ

が
強

い
が
、

現
実

に
は

、

日
系

企

業

は

一
部

の
企

業

図 表19人 事 ・労務 の 問題 点

現在,人 事管 理上 で最 も重要 な問題点 は何 ですか。 あては まる項 目をい くつ で も上 げて

下 さい。

1.少 数民族雇用 2.労 使 関 係 3.離 職 4.教 育 訓練 5.賃 金

⑪社(0%) 7社(22%) 16社(50%) 27社(84%) 15社(47%)

6.労 働時間 ・休 日 7.配 置 転 換 8.勤 労 意 欲 9.労 働 価値観 10.規 律

4社(13%) 4社(13%) 13社(41%) 10社(32%) 5社(16%)

11,技 能 水 準

9社(28%)

を

除

い

て
労

使

関
係

を

そ

れ
程
問

題

だ
と

認
識

し

て

い
な

い
よ
う

だ
。

六

生
産

・
工
場

管
理

8

調
査
結
果

に
見
る

オ
ー

ス
ト

ラ
リ
ア
日

系

企
業

の
生
産

・
工

場
管

理

本
調

査
企
業

の
う
ち
、

実
際

に
生
産
を
行

っ
て
い

る
企
業

一
五
社

か
ら
、
生

産

・
工
場
管

理

に
関
す

る

質
問

の
回
答

を
得
た
。

「
現
在
、
生
産
管

理

・

工
場
管

理
上

で
最

も
重
要

な
問
題
点

は
何

で
す

か
。

当

て
は
ま
る
項
目
を

い
く

つ
で
も
上
げ

て
下
さ

い
。
」

と

い
う
暫
ハ問

の
結
果

が
、

図
表

20

で
あ
る
。

「
現
地
人
従
業
員

の
技
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術

水

準

・
技

能

水
準

L

を
問

題

点

と

し

て
上

げ

た

企
業

が
、

一
〇

社

(
六
七
%

)
と
も

っ
と

も
多

い
。

次

に
多

い

の
は
、

「
品
質

管

理

に
対

す

る
認

識

不

足
」

を
問

題

点

と

し

て
上

げ

た

企
業

で
、

九

社

(
六
〇

%

)

で

あ

る
。

こ

の

二

つ
の
問

題

点

は
、

共

に
、

現

地

従

業

員

の
資

質
、

能

力
、

意

識

に
関

す

る
問

題

で

あ

る
。

次

に
多

い

の
は
、

「
現

地
調

達

部

品

・
材

料

の
低

品
質

と
高

価

格

」

「
下
請

け

企
業

の
未

発

達

」

「
技

術

者

不
足

」

の
問

題

で
、

八
社

(
五

三
%
)

で
あ

る
。

「
技

術
革

新

や
、

新

設

備

導

入

に
対

す

る
組
合

の
抵

抗
」

「
仕

事

の

マ
ニ

ュ
ア

ル
化
」

を
問

題
点

と

し

て
上

げ

た
企

業

は
、

二
社

(
二

二
%

)

と

少

な

い

の
は
興
味

深

い
。

本

調

査

の
生

産

管

理

・
工
場

管

理

に
関

す

る
も

う

一
つ

の
質

問

は
、

原

材

料
調

達

の
現

地

化

率

で
あ

る
。

そ

の
結

果

、

現

地

調
達

率

が

一
〇

%

以

下

の
企

業

は

三
社

、

一

一
～

二
〇
%

の
企

業

が

二

社

、

二

五
%

の
企
業

が

]
社

、

五
〇

%

の
企
業

が

一
社

、

六
〇

%

の
企

業

が

二
社
、

七

〇
%

の
企
業

が

三
社
、

九

九

%

の
企

業

が

一

社

、

一
〇

〇

%

の
企

業

が

一
社

と
な

っ
た
。

現

地

調
達

率

七
〇

%

の
企

業

は
、

い
ず

れ
も
自

動

車

メ

ー
カ

ー

で
あ

る
。

七

日

系
企

業

に
対

す

る
オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

の
反
発

・
警

戒

感

多

…機
能
都

市

構

想

(
マ
ル
チ

。
フ

ァ
ン
ク

シ

ョ
ン

・
ポ

リ

ス
、

M
F

P

)

の
問
題

に
代

表

さ

れ

る

よ
う

に
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

で

は

日
本

企

業

の
進

出

に
対

し

て
警
戒

感

・
反

発

が
最

近

高

ま

っ
て

図 表20生 産,工 場 管 理

貴社 の生産,工 場管理 に関 してお聞 き します。

現在,生 産管理 ・工場管理上 で最 も重要 な問題 点は何ですか。 あては まる項 目をい くつ

で も上 げて下 さい。

1,現地入従業員の技術

水準 ・技能水準の低さ

2.現地調達部品 ・材

料の低品質と高価格
3.下請け企業の未発達

4.作業員の多能化

への困難性
5,技 術者不足

10社(67%) 8社(53%) 8社(53%) 7社(47%) 8社(53%)

6.中間管理者の不足
7,品質管理に対する

認識不足

8.技術革新や,新設備導

入に対する組合の抵抗
9,職能別組合の存在

10.仕 事 の マニ ュ

アル化

6社(40%) 9社(60%) 2社(13%) 8社(53%) 2社(13%)

き

て

い
る
。

M

F
P

は
、

一
九

八
七
年

、

日
本

の

通
産

省

が

日
豪

閣

僚

委

員

会

で
最

初

に
提

案

し

た
。

そ

の
内

容

は
、

教

育

、

情

報
通

信

、

新

交

通

シ

ス
テ

ム
、

環

境

保

全
、

健

康
、

レ
ジ

ャ
ー
、

建

設

デ

ザ

イ

ン

な

ど

様

々
な

…機
能

を
備

え

た

都

市

を

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

に
建

設

す

る
た

め
、

二
〇
年

間

で
総
額

五

兆

円

を
投

資

、

基
盤

整

備

や
各

国

か

ら

の
企

業

誘

致
、

住

宅

建

設

な

ど

を

進

め

る
構
…想

で

あ

っ
た
。

し

か

し
、

候

補

地

は
、

現

地

住
民

の
反

発

か

ら
、

ク
イ

ー

ン
ズ

ラ

ン
ド

州

か
ら
、

南

オ

ー

ス
ト

ラ

リ
ァ
州

の
ア
デ

レ

ー
ド

に
変

更

し

た
。
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M

F

P

の
問
題

に
限

ら
ず

、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

で
は
製

造

業

、

不
動

産
、

観

光

と

い

っ
た
分

野

で
の
日
本

企

業

の
経

済

進

出

が
話

題

と

な

っ
て

い
る
。

そ

こ

で
、

本
調

査

で
は
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

へ
の
日
本

企

業

進

出

に
対

す

る
オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
側

の
反
発

、

警

戒

心

に

つ

い
て

の
感

想

を
、

日
系

企

業

経

営

者

に
自

由

に
記

入

し

て
も

ら

っ
た
。

以

下

が

そ

の
結

果

で
あ

る
。

・
ま
ず

、

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア
側

(政

府

)

と

し

て
オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
赤

字

埋

め
合

わ

せ

に
海

外

か
ら

の
投

資

は
絶

対

に
必
要

な

こ
と

の
P

R
。

投

資

に
対

す

る
長
期

的

な

ル

ー

ル

の
明
示

。

こ

の
受

け
皿

が
な

い

で
結

果

だ

け
を
感

情

的

に
さ

わ

い

で
も
解

決

が

で
き

な

い
。

政
府

、

政

治

家

は

キ

ャ
ン
ベ

ラ

で
実

社

会

と
離

れ
、

実
情

を

知

っ
て

い

る
人

が
少

な

い
。

日
本

の
公

的

な

機

関

で

こ

の
点

の
啓

蒙

を
す

る
必

要

あ

り
。

(自

動

車
部

品
会

社

)

.
洪

水

的

な
進

出

が
批

判

さ

れ

て

い
る

の
は
感

情

的

な
面

か

ら
も

当

然

と
考

え

る
。

進

出

企

業

は
経

営

を
徐

々
に
現

地

人

に
移
行

し

て
オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
企

業

と

な

る
努

力

を
す

べ
き
。

但

し
、

一
方

で
は

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
と

し

て
は

日
本

の
投

資

に

支

え

ら

れ

て

い
る
面

も

大

い
に
あ

る

た

め
単

純

な
感

情

的

敵

対

心

は

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
た

め

で
は
な

い
と

考

え

る
。

(建

設
機

械

会

社

)

・
オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
企
業

は
、

も

っ
と

国
際

的

に
競

争

力

が
出

な

い
限

り

、

ど
う

い
う
方

法

に

せ

よ
、

反
感

は

あ

る
と
思

い
ま
す

。

(機

器

製

造
会

社

)

.
豪

州

が

日

本
企

業

に
対

し

て
真

に
求

め

て

い
る

の
は
、

資

本

と

技

術

だ

と
思

い
ま

す
。

現

状

に
見

ら

れ

る
よ

う
な

土

地

不
動

産

に
偏

っ
た
投

資

は
地
価

高

騰

な

ど

の
弊

害

を
招

き

、

反
発

が
生

じ

る

の
は
当

然

だ

と
思

い
ま

す

。

豪

州

経
済

に
真

に
寄

与

す

る
様

な

進
出

で
あ

り
、

そ

れ

を
理

解

し

て
も

ら

え

る
な

ら
、

反
発

・
警

戒

感

も
自

然

に
な

く

な

る
と

思

い
ま
す

。

(建

材
会

社

)

.
当
社

に
お

け

る
海

外
進

出

の
ポ

リ

シ

ー
と

し

て
、

地

元

へ
の
利

益

還

元

を
第

一
に
考

え

て

い
ま
す

が
、

一
部

進

出

企

業

に
お

い

て

こ

の
点

へ
の
配
慮

に
欠

け
、

特

に
リ
ゾ

ー
ト
開
発

な

ど

の
場

合
、

地

元

住
民

の
反

発

を
起

こ
し

て

い
る
様

に
見
受

け

ら

れ

ま

す
。
し

か
し

な

が

ら
、

今

ま

で

に
接

触

の
あ

っ
た

経
営

者

レ
ベ

ル

の

人

達

は

ほ

ぼ

一
〇

〇
%

近

く

が

日
本

企
業

進

出

に
期

待

し

て

お

り
、

一
般

の
人
達

と

の
大

き
な

ギ

ャ

ッ
プ

を
感

じ
ま

す
。

こ
れ

か
ら

は
進

出

に
対

し

て

は

こ
れ
ら

一
般

感

情

に
配
慮

し
、

日
本

へ
の
理
解

を
深

め

る
必

要

が
あ

る
と
考

え
ま

す
。
(建

材
会

社

)

.
急

激

な
進

出

増

や
投
資

が

一
般

市

民

の
生

活

に
悪

影

響

を
与

え

る

こ
と

は
良

く
な

い

こ
と

で
あ

る
。
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日
豪

の
相

互

協

力

は
重

要

で
あ

る
た

め
、

経
済

面

の

み
な

ら
ず

、

文

化

、

ス
ポ

ー
ツ
等

で
も

も

っ
と
交

流

す

べ
き

と

思

う
。

(自
動

車

部

品
会

社

)

・
特

に
な

し
。

(そ

れ

ぞ

れ

の
企

業

に

お

け

る
企

業

倫

理

の
問
題

と

思

わ

れ

る
。
)

(自
動

車

会

社

)

・
問

題

は
非

製

造

分

野

へ
の
投

資
急

増
、

不
動

産

投

資

急

増

で
あ

り
、

製
造

分

野

で

の
反
発

、

警

戒

は

そ

れ

ほ
ど
起

こ

っ
て

い
な

い

(む

し

ろ
望

ん

で

い
る
)
。

ま

た
、

地

域

的

に
も

メ

ル
ボ

ル

ン
は
歴

史

的

に
工
業

都

市

で

あ

る
た

め

か

日
本

に
対

す

る
理

解
、

期

待

も
他

地

域

よ

り
大

き

い

の
で
は

な

い

か
。

(自

動

車

会

社

)

・
現

地
社

会

へ
も

た

ら

す
利

益

面

を
も

っ
と
強

調

す

べ

き
。

(電

気
会

社

)

・
こ

の
国

で

は
、
コ
Φ
毛

8

ヨ
臼

は
常

に
批

判

さ

れ

や
す

い
。

安

定

し

て
時

が
経

て
ば
、

口
Φ
≦

o
o
ヨ
Φ
「
で
な

く

な

る
時

が

必

ず

や

っ
て
来

る
。

(洗

毛

会

社

)

・
各
進

出

企

業

又

は
投

資

の
目
的

と

す

る
と

乙
ろ

を
十

分

に
理

解

し

て

い
な

い
の

で
、

特

に
感

想

は
な

い
が
、

当

社

の
場

合

、

進

出

背

景

の

一
つ
に
公
害

対

策

(洗

毛

排

水
)

が

あ

っ
た

が
、

同

時

に
小

規

模

な

が
ら
、

こ
の
地

方

都

市

で
安

定

し

た
雇

用

の
場

を
創

設

し
、

か

つ
輸

出

企
業

と

し

て
、

現

地

に
貢

献

し

て
き

た

も

の
と
考

え

て

い
る
。

こ

の

こ
と

が
現

地

に
お

い
て
も

十

分

に

評
価

さ

れ

て

い
る

と
判

断

し

て

い
る
。

要

は
進

出

企

業

が
利
潤

追

求

と
共

に
如

何

に
地

域

(現

地
)

貢

献

出

来

る

か
が
重

要

な

点

と

考

え

る
。

(洗

毛
会

社
)

・
会

社

と

し

て
問
題

を
感

じ

る
と

こ
ろ

に
は
到

っ
て

い
な

い
。

し

か
し
な

が
ら
、

日
本

の

「
地

上

げ
」

を

そ

の
ま
ま
豪

州

に
持

ち
込

ん

で
く

る

一
部

の
資

本

の
や

り
方

は

い
ず

れ
、

総

括
的

な

日
本

に
絞

っ
た
規
制

の
網

か
け

を
誘

発

し

て

い
る
と

し

か
思

え

な

い
。

遠

因

は

日
本

国

内

で
野
放

し

に
し

て

い
る
日
本

政

府
、

大

蔵

省

の
無
策

に
あ

る
と

思

わ

れ

る
。

(食

品

会
社

)

・
オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
人

は
、

自

国

の
経
済

発

展

は
自

国

人

の
手

で

と
考

え
、

M

F

P

の
様

に
外

国

人

の
手

に
よ

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

に
は
、

ア

レ

ル
ギ

ー
反

応

を
示

し

て

い
る
。

し

か

し
、

製

造

業

を
初

め
豪

州

の
各
業

界

は
、

外

国

技

術

の
導

入

な

し

に
は
急

速

な

発

展

を
望

め
な

い
状

態

に
置

か
れ

て

い
る
。

連

邦

政

府

も

こ

の
辺

の
と

こ
ろ

は

よ
く

知

っ
て

い

る
は
ず
。

M
F

P

が

こ
れ
だ

け

問

題
化

し

た

の
は
政

府

の
P

R

不
足

、

内

部

不
統

一
に
よ

る

も

の
と

し

か
思

わ

れ
な

い
。

特

に
、

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア
人

に
は
、

日
本

の
急

激

な

資

本
進

出

に
対

す

る
警
戒

心

が

あ

る

こ
と

が
問
題

で
、

M

F

P

が
欧
米

諸

国

か
ら
提

案

さ

れ
た

も

の
だ

っ
た

ら
、

案

外

す

ん
な

り
受

け

入

れ
ら

れ

た

の

で
は
な

い
か
と
思

わ

れ

る
。

当

社

の
場

合

も
、

将

来

構

想

と

し

て
対
豪

直

接

投
資

に
よ

る
商

業

プ

ラ

ン
ト
建

設

計

画

(
い

つ
実

現

す

る

か
今

の
と

こ
ろ

不
明

だ

が
)

が
あ

る

の
で
、

こ
の
点

大

い
に
関

心

あ

る
と

こ
ろ

で
あ

る
。
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(資

源

開
発

会

社

)

.
日
本

企
業

が
良

識

を
持

っ
て
行

動

す

る

こ
と

が

ま
ず

必
要
。

併

せ

て
、
官

民

双
方

に
よ

る
広

報

活

動

、
あ

る

い
は

αq
O
O
O
o
o
学

O
o
鑓

冨

Ω
二
N
Φ
鵠
と

し

て

の
現

地

社

会

に
対

す

る
貢

献

関

与

を

深

め

る

こ
と

が
望

ま

れ

る
。

(商

社
)

.
ぎ
く
①
ω
齢ヨ
Φ
簿

が
豪

州

経

済

に

ど

ん

な

凶ヨ
0
9
9

を

与

え

る

か

な

ど

に

つ
い

て

の
P

R

不
足

が

あ

る
。

内

容

を

分

か

り

や

す

い
形

で

島
ω
o
一〇
ω
ρ

一〇
6
巴

o
o
ヨ
ヨ
巷

一身

に
対

し

て
、
ど

ん
な

o
o
算
「
凶び
=
二
8

が

で
き

る

の
か
具
体

的

に

例

示

し

て
理
解

を
得

た

上

で

の

ぎ
く
Φ
ω辞ヨ
Φ
瞬芦

∪
Φ
<
鉱
o
勺
ヨ
Φ
葺

が

必
要
。

当

社

の
場

合

の
ジ

ョ
イ

ン
ト

ベ

ン

チ

ャ

ー
或

は

蔑

o
O
Φ
訴
《

鳥
Φ
く
Φ
ご
O
ヨ
①
簿

は
上

記

o
o
コ
o
Φ
冥

の
下

に
実

施

し

て

い
る
。

(商

社

)

・
オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

に

お
け

る

ロ
ー

カ

ル

ス
タ

ッ
フ
の
雇

用
機

会

の
創

造

と

昇

進

制

度

で
将

来

の
企

業

内

で

の
地
位

を

o
O
Φ
昌

に

し

て

い
く
、

地
味

な
活

動

と

そ

の
継

続

こ
そ

必
要

だ

と
思

う
。

(食

品
会

社

)

.
当

社

の
日
常

の
活

動

は
、
豪

州
経

済

の
拡

大

発

展

に

つ
な

が

る

も

の

で
あ

り
、

業

容

の
発

展

は
よ

り
豪

州

人

の
就

業

機
会

の
増

大

に

つ
な

が

る
も

の
と

信

じ

て

い
る
。

し

か

し
な

が
ら
、

商

取

引
、

投

資

等

に

お
け

る
日
本

の
会

社

の
余

り

に
も
急

激

な
動

き

は
元

来

閉
鎖

的

な
、

動

き

の
遅

い
豪

州

人

一
般

に
対

し

シ

ョ
ッ

ク
を
与

え
、

い
た
ず

ら

な
警

戒

感

を

も
た

ら

す

の
は
否

め

な

い
。

(
日
本

に
同

様

な

こ
と

が

あ

れ
ば

よ

り
閉

鎖

的

な

日
本

の
社

会

で

の
反

響

は
さ

ら

に
大

き

い
だ

ろ
う

が
)

日
本

の
意

図

し

て

い

る

こ
と

を
政

府

、

民

間

、

企
業

の
全

て

の

レ
ベ

ル
で
豪

側

と
良

く
議

論

を

し
、

相

互

理
解

を
深

め

る
必
要

が
あ

ろ
う

。

(商

社

)

.
M

F

P
、

欧

米

で
も

同

じ

だ

と
思

う

が
、

異
質

の
文

化

を
持

っ

た
経

済

力

の
強

い
他

の
集

団

に
対

す

る
拒

否
反

応

は
強

い
。

日

本

で
も
例

え

ば
、

名

古

屋

近

郊

に
、

ま

っ
た
く

外

国
資

本

の
都

市

を
建

設

す

る
と
政

府

が
発
表

す

れ
ば
、

か
な

り

反
擾

が

あ

ろ

う
。

但

し
、

そ

う

で

も

し

な

け

れ

ば
、

国

の

経

済

力

の

器
く
罵
巴
冒
Φ
コ

に
な

ら

ぬ

ほ
ど
、
国

力

が
下

が

っ
て

い
る

こ
と

に

気

付

い

て

い
な

い
点

は
問

題

。

正

に
、

一
次

産

品

の
国
際

市

場

価

格

に
依

存

し

て

い

る
体

質

改

善

は
遅

々
と

し

て
進

ま

な

い
。

日
本

企

業

の
対

外

直

投

は

豪

州

の
場

合

、

不

動

産

と

観

光

、

ω
Φ
黛

甘
Φ
と

い

っ
た
分
野

に
集

中

し

て
お

り
、
こ
れ

が

又
、
批

判

を

呼

ん

で

い
る

が
、

土

地

を
切

り
離

し

て
日

本

に
持

ち
帰

れ

る

も

の

で
も

な
く

、

日
本

か

ら

の
観

光

客

用

の

貯
o
韓
蔓

確

保

を

考

え

る
と

、

日
本
資

本

の

ホ
テ

ル
が

あ

っ
て
も
全

く

不
思
議

は

な

い
。

(
な

ぜ
、

躍
一犀
o
戸

頃
蜜
象
戸

菊
①
αq
Φ
三

は
問

題

と

な

ら

ぬ

か
)

一
方

、

伝

統

的

な

ヨ
ぎ
貯
ひq

へ
の
直

投

も

コ
ン

ス

タ

ン
ト

に
行

わ

れ

て
お

り
、

こ
れ
は
、

日

本

の
火

力

発

電

用

石
炭

の
約

半

分

が
豪

州

炭

で
あ

る
。

又
、

非

鉄

、

レ
ア

メ

タ

ル

の
確
保

等

61

の
理
由

を
考

え

れ
ば
当

然

と

も
言

え

る
。

(商

社

)
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・
①

日
本
側

、

豪

州
共

言

い
分

は
当

た

っ
て

お
り
、

必
ず

し

も

ど

っ
ち

か

が

一
方

が
悪

い
と

い
う

も

の

で
は
な

い
。

②

日
本

人

、

日
本

の
会

社

、

は

て
は

日
本

国

の
総
合

力

又

は
変

化

に
対

す

る
対

応

力

が
強

い
為

に
ど

う

し

て
も

こ
う

い
う

問
題

は
起

こ
る
。

③

日

本

人

は

一
会

社

の
仕
事

に
熱

心

で
よ

し
L

と

せ
ず

も

う

少

し
地

域
社

会

へ
の
奉

仕
、

当

地

の

コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ

に
入

り
込

む

努

力

等

を

す

べ
き

と
思

う

。

経
済

活

動

面

の

み
が
表

面

に
出

す

ぎ

る

が
、

そ

れ

を
オ

フ

セ

ッ
ト

さ

せ

る
為

に
は
社

会

活

動

・
コ

ミ

ュ
ニ
テ

ィ

へ
の

か

か

わ

り
合

い
を

増

し
、

「
日

本

人

も

我

々

の
仲

間

」

と

思

っ
て
も

ら

え

る
努

力

が
必

要
。(機

器

製

造

会

社

)

・
土
地

・
建

物

へ
の
投

資

の
目
立

ち

す
ぎ

が
原

因

。

も

っ
と

地
道

な
製

造

業

へ
の
投

資

な

ら
歓

迎

さ

れ

よ

う
。

(部

品
会

社

)

・
島

国

日
本

が
海

を
越

え

て
世
界

に
出

て
行

く
為

に
は
、

相

当

の

コ
ン

フ
リ

ク
ト

が
あ

る

の
は
当

然

で
、

大

き

く
言

え
ば

時

間

が

解

決

し

て
く

れ

る
問

題

で
す

が
、

今

後

ア
ジ

ア

の
諸

国

(
日
本

、

韓

国

、

台

湾

簿
o
し

が
白

人

を
使

う

あ

る

い
は

歴
史

的

に
優

位

に
立

つ
よ
う

に
な

る

か
も

し

れ

ま

せ

ん

が
、

何

世
紀

か
先

で
し

ょ
う
。

た

だ
、

人

種

間

の
問
題

は
神

の
み

ぞ
知

る

で
、

解

決

さ

れ

な

い

こ
と

だ

と

は
、

個

人
的

に
思

っ
て

い
る
。
(精

密

機

器
会

社

)

・
我

々
は
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
を
食

い
物

に
す

る
企

業

で
は
な

い

が
、

一
部

の
日
本

の
投
資

が
偏

重

し
、

か

つ
投

機

目
的

で

あ

る

事

が
目

に

つ
い

て
反

発

を

こ
う

じ

て

い
る

か
も
知

れ
な

い
。

ロ
ビ

ー
外
交

で
は
な

い
が
、

実

際

に
オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

へ
の
効

用

を

地

道

に

勺
押

じ弓
o
口
Φ
津

を
国
際

協

調

と

い
う

方

面

か

ら
絶

え
ず

実

施

す

る
必
要

が

あ

る
。

・

「
要

は
、

白

人

グ

ル

ー

プ

に
我

々
《
Φ
=
o
≦

が
勝

と

う

と

し

て

は

い
け
な

い
」

日

本
人

が
勝

つ
事

が

イ

メ

ー
ジ

上
、

反
発

を
食

う
形

で
く

る
。

負

け

て
も

い
け
な

い
が
強

調

す

る
道

は
あ

り

ま

す
。

(精

密

機

器
会

社
)

・
日
本

人

が

一
〇

〇

%

金
、

モ
ノ
、

ヒ
ト
を
持

ち
込

ん

で
や
ろ

う

と

す

る

の

で
反

発

を

か
う
。

金

だ

け

で
、

モ
ノ
、

ヒ
ト

は
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
企

業

を
使

っ
て

い
け
ば

よ

い
。

日
本

の
企
業

が
自

分

の
足

が

か
り

と

し

て
会

社

を
開

く

の

で
は

な

く
、

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

の
中

に
オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
会

社

を

作

る

と

い
う
考

え
方

を
持

つ
べ
き

で
あ

る
。

戦

時

中

の

い
や
な

思

い
出

を
持

っ
て

い
る
人

が
、

ま

だ
多

く
残

っ
て
お

り
、
「
日
本

」
を
前

面

に
出

し

て

の
集

中

豪

雨

的
進

出

は

反

対

を
受

け

る
。

(
エ
ン
ジ

ニ
ア

リ

ン
グ

会

社
)

・
不
動

産

関

係

で
あ

っ
て
、

こ
れ
ら

日
本

企
業

の
ビ

ヘ
イ

ビ

ア

に

は
賛

成

で
き
な

い
。

(建

設

機
械

会

社

)

・
当

社

自
身

は

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

で

の
知

名

度

も
高

く
、

ま

た

日

本

側

で
M

F

P

を
推

進

す

る
立

場

で
も

あ
り
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
側

の
漠

然

と

し

た
反

発

を
具
体

的

に
感

じ

る
事

は
事

業

運

営

62
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上
無

い
。

(電

気
会

社

)

・
オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
経

済

は

日
本

の
市

場

に
大

き

く
依

存

し

て

い

る
。

し

か
し
、

こ
の
よ

う
な

実

体

を

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア
国

民

は

よ
く

理
解

し

て

い
な

い
。

黄

色

人
種

は
全

て
、

日
本

人

に
思

え

る

ら

し

く
、

中

国

や
香
港

、

フ
ィ
リ

ピ

ン
等

か
ら

か
な

り

の
移

民

が

あ

り
、

彼
等

が

一
般

住

宅

を
買

う

こ
と

で
住

宅

の
値

段

が

つ
り

上

が

っ
て

い
る

が
、

こ

れ

を
全

て
日
本

人

と

思

い
、

反

日
感

情

に
ま

で
な

っ
て

い
る
。

日

本
政

府

の
出

先

機

関

が
も

っ
と

ま

じ

め

に

こ
れ
ら

と

取

り
組

み
、

宣

伝

活

動

を
積

極

的

に
や

る

べ

き
と

思

う
。

役

人

は
怠

け

て

い
る
。

(自

動
車

会

社

)

.
投
資

を
受

け

入

れ
な

け

れ
ば

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
と

い
う

国

は
発

展

し

て

い
か
な

い

こ
と

を

一
部

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア
人

が
知

っ
て

い
な

い
だ

け
。

日
本

の
投
資

が
不
動

産

に
片
寄

り
過

ぎ

て

お
り
、

一
部

の
企

業

が

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア
人

の
反
発

を
受

け

て

い

る
と
思

う

。

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
人

に
し

て
も
彼

等

の
国

・
生

活

に
良

い
影

響

を
与

え

て

い
る
企
業

と

そ

う

で
な

い
企

業

が
解

っ
て

い

る
。

(自
動

車

会

社

)

第

三
節

オ
ー

ス
ト

ラ
リ
ア
日
系
企
業

の
ケ
ー

ス
研
究

l
A
電
気

メ
ー
カ
ー

の
事
例

著

者

は
、

一
九

九

〇
年

と
九

↓
年

に

三
回

に

わ
た

り

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

に
滞

在

中

、

日
系

企
業

数

社

を
訪

問

し
、

聞

き
取

り
調

査

を
行

っ
た
。

本

ケ

ー

ス
研
究

は
、

一
九

九

〇
年

三
月

お

よ

び
九

一

年

八
月

、

あ

る

日
系

電
気

メ

ー
カ

ー

を
訪

問

し
、

主

に
人

事

・
労

務

に
関

す

る
聞

き

取

り
調

査

を
ま

と

め

た

も

の

で
あ

る
。

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

の
日
系

企
業

の
現
状

と
問

題

点

を
知

る
上

で
参

考

に
な

る
と
思

わ

れ

る
。

8

A
電

気

メ

ー

カ

ー

の
概

要

A

電
気

メ

ー

カ

ー
は
、

日
本

の
大

手
電

気

会

社

の
オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

で
の
現

地

生

産

会

社

で
あ

る
。

こ
の
会

社

は
、

か

な

り
技

術

レ
ベ

ル
の
高

い
製

品

を
生

産

し

て

い
る
。

技
術

開

発

部

門

を
持

っ

て
お

り
、

こ

の
企

業

で
独
自

に
開

発

し
た
製

品

も

あ

る
。

主

に
オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
市

場

に
製

品

を
販
売

し

て

い
る

が
、

一
部

は
海

外

に
輸

出

さ
れ

て

い

る
。

し

か

し
輸

出

比

率

は
、

約

五
%

と
少

な

い
。

設

立

は

一
九

六
〇

年

代

の
後

半

で
あ

る
。

現

在

、

従

業

員

数

は
、

一
二
〇

〇

名

を
超

え
、

一
つ
の
工
場

と
、

数

ヶ
所

の
営

業

所

を
持

っ
て

い
る
。

工
場

の

一
部

は
、

一
日

二
交

替

勤

務

制

が
実

施

さ

れ

て

い

る

。

口

労

働
時

間

と

休

日
制

度

現

場

の
始

業

時

間

は
午

前

七
時

三
〇

分
、

終

業

は
午

後

四
時

二

七
分

で
あ

る
。

昼

休

み
は
、

一
一
時

五

五
分

か
ら

↓
二
時

二
五
分

の
三
〇

分

間

で
あ

る
。

モ

ー

ニ
ン
グ

テ

ィ
ー
と

し

て
午

前

一
〇
時

よ
り

一
〇
分

間

、

さ

ら

に
、

ア

フ
タ

ヌ

ー

ン
テ

ィ
ー
と

し

て
午

後

三
時

よ

り

一
〇

分

間

の
休

憩

が
あ

る

が
、

そ

の
合

計

二
〇

分

の
休

63
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憩

時

間

は
、

労
働

時

間

に
含

ま

れ

て

い
る
。

一
日

の
実

労
働

時

間

は
、

八
時

間

二
七

分

で
あ

る
。

現

場

の
従

業

員

は
、

昼

休

み

を
短

く

し

て
も
、

終

業

時

間

を

早

め
た

い
と

い
う
意

向

が
強

い
と

い
う
。

間

接
部

門

は
、

始

業

時

間

が
午
前

八
時
、

終

業

時

間

が

四
時

五

七
分

で

あ

る
。

昼
休

み
は
、

一
二
時

四

五
分

か
ら

一
時

三

〇

分

の

四

五
分

間

で
あ

る
。

一
日

の
実

労

働

時

間

は
、

八
時

間

一
二
分

で

あ

る
。
休

日
制

度

は
、

土

曜

日
と

日
曜

日

が
休

日

に
な

る

ほ

か
、

二
週

間

に

一
回
金

曜

日

を
休

日

に
し

て

い
る
。

金

曜

日

が
休

み

の
週

は
、

週
休

三

日
と

い
う

こ
と

に
な

る
。

こ

の
制

度

に

よ
り
、

一
週
間

の

所

定

内

労

働
時

間

は

三

八
時

間

と

な

る
。

有

給

休

暇

は
、

年

間

四
週

間

(
二
八

日
)

あ

る
。

有

給

休

暇

を

と

る
と
、

臨

時

休

暇

手

当

と

し

て
、

一
日
当

た

り

一
七

.
五
%

の

割

り
増

し
賃

金

が
支

給

さ

れ

る
。

有

給

休

暇

は
、

当

年

度

に
消

化

さ

れ
な

い
場

合
、

次

年

度

に
繰

り
越

す

こ
と

が

で
き

る
。

こ
の
会

社

で
は
、

有

給

休

暇

消
化

率

を
高

め

る

た

め
、

一
二
月

二
〇

日

よ

り

一
月

中

旬

ま

で
、

ク

ロ
ウ
ズ

・
ダ

ウ

ン
と

し

て
、

従

業

員

に
有

そ

の
時

期

は
、

ほ

そ

の
た

め
、

従

業

給

休
暇

を
取

っ
て
も

ら
う

よ
う

に

し

て

い
る
。

と

ん
ど

の
工

場

で
操

業

が
止

ま

っ
て

し
ま

う
。

員

の
有

給

休

暇

の
消

化

率

は
高

い
。

⇔

労
使

関
係

現

在

、

合

員
数

約

二
〇

〇

人

と
、

企
業
内

に
労
働

組
合
が
四

つ
存
在

す
る
。

一
つ
は
、
組

こ
の
企
業
内

で
最
大
規
模

の
組
合

で
あ

る
E

T

U

(]円
一Φ
O
梓『
一〇
帥
一
]
コ噌
帥
α
Φ
ω
d
「謀
O
コ
)

で
あ

る
。

こ
の
組

合

の
構

成

員

は
、

主

に
電

気

工

が
中

心

で
あ

る
。

次

の
規

模

の
組

合

は
、

組

合

員

数

約

一
五

〇
人

の
A

D
S

T

E

(〉
ω
ω
o
o
一象
一8

0
{

U
『
き

σQ
匿

ぢ
ゆq
一
ω
も

嘆
≦
ω
o
「堵

p。
巳

↓
Φ
9

巳
6
巴

国
ヨ
豆
畠

Φ
Φ
ω
)

で
あ

る
。

こ
の
組

合

の
構

成
員

は
、

監
督

者

や
技

術

者

が
中

心

で

あ

る
。

次

に
、
組
含

員

数

約

一
〇

〇
名

の
、
F

C

U

(閏
Φ
血
臼

簿
Φ
伽

Ω
Φ
「
吋
ω
、
C
巳
o
コ
)
が
あ

る
。

こ

の
組
合

の
構

成

員

は
、
事

務

員

が

中

心

で
あ

り
、

い
わ

ゆ

る

ホ

ワ
イ

ト

カ

ラ

ー
労

働

者

を
中

心

と

し

た
組

合

で
あ

る
。

他

に
、

出

荷

場

や
運

搬

の
従

業

員

を
中

心

と

し

た

構

成

員

約

五

〇

名

の

N

U

W

(Z
9。
口
o
⇒
巴

d
三
8

0
噛

謡

o
蒔

Φ
話
)

が
あ

る
。

全

従

業
員

の
う
ち
、

労

働

組
合

に
所

属

し

て

い
る
従

業

員

は
、

約

三
分

の

一
で
あ

る
。

四

つ

の
労
働

組

合

の

う

ち
、

E

T

U
と

N

U

W

が

も

っ
と

も
闘

争

的

で
あ

り
、

A

D

S

T

E

と

F

C

U

は
穏
健

的

で
あ

る
。

過
去

二
年

間

に
数

回

ス
ト

ラ
イ

キ

が

あ

っ
た

が
、

労
使

関
係

が

極

め

て
悪

い
と

い
う

こ
と

は

な

い
。

た

だ
、
闘

争

的

組
合

の
な

か

で
、

自

社

が
原

因

で

ス
ト

ラ
イ

キ
を

す

る

の
で

は
な

く
、

組

合

の

地

域

オ

ー
ガ

ナ
イ

ザ

ー

の
指

示

に
よ

り
、

他

社

を
支

援

す

る
目
的

の
た

め

の
、

い
わ
ゆ

る
支

援

ス
ト

ラ
イ

キ

が
行

わ

れ

る

こ
と

が
あ

る

。
こ

の
会

社

の
職

場

代
表

(ω
げ
o
℃
ω
8
署
費
α
ω
)

は
、

各

組

合

と

も
、

組

合

の
地
域

オ

ー
ガ

ナ

イ
ザ

ー

の
指

揮

下

に
あ

る
。

最

近
、

N

U

W

と
会

社
側

と

の
間

で
紛

争

が
あ

っ
た
。

N

U

W
は
、

一
九

G4
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九

〇

ー

九

「
年

度

の
政

府

と

A

C

T

U
と

の
間

の
政
策

協

定

で
あ

る

ア

コ
ー
ド

6

の
完

全

実

施

を
要

求

し
、

こ
の
会

社

を

タ

ー
ゲ

ッ

ト

と

し

て
出

荷

業
務

を
停

止

す

る
と

い
う

ス
ト
戦

術

を

取

っ
た
。

こ
れ

に
対
抗

し

て
、

会

社

側

は
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
労

使

関

係

委

員

会

に
提

訴

し

た
。

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア
労

使

関

係

委

員

会

は
、

ス

ト

中

止

の
裁

定

を
下

し

た

が
、

組

合
側

は
、

職

場
委

員

の
権

限

で

ス
ト

を
続

行

し
た

。

会

社

側

は
、

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア
労

使

関
係

委

員

会

に

二
回

目

の

文

書

に
よ

る
提

訴

を

お

こ
な

っ
た
。

提

訴

し

て
か

ら

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ァ
労

使

関

係
委

員

会

の
審

議

ま

で
二

日

か

か

り
、

審

議

は

二
日

間

か

か

っ
た
。

そ

の
間
、

N
U

W

は

ス
ト

を
続

行

し

て

い
た

。

し

か

し
、

N

U
W

は
、

ほ

か

の
組

合

か
ら

ス
ト
中

止

の
圧
力

も

あ

り
、

ア

コ
ー
ド

6

の
う

ち

一
つ
だ

け
受

け

入

れ

れ

ば

ス
ト

を
中

止

す

る

と

い
う

提
案

を

し

た
。

会

社

側

は
、

=

月

に

一

・
五

%

の
賃

上

げ

を
行

う
事

を
受

入

れ
、

ス
ト

は
中

止

さ
れ

た
。

㈲

賃

金

こ

の
企

業

の
賃

金

制

度

は
、

週

給

を
基
本

と

す

る
従

業

員

が
約

七

〇

%

、

月

給

を
基

本

と

す

る
従

業

員

が
約

三
〇

%

と

な

っ
て

い

る

。週

給

を
基

本

と

す

る
従

業
員

は
、

労

働

組

合

に
所

属

す

る
現

場

の
ブ

ル

ー
カ

ラ

ー
や

一
般

従

業

員

が
中

心

で

あ

る
。

二
週
間

に

一

回
、

金

曜

日

に
賃

金

が
支

払

わ

れ

る
。

ボ

ー
ナ

ス
は
、

原

則

と

し

て
支

給

し

て

い
な

い
。

賃

金

は
、

州

や
連

邦

レ
ベ

ル
で
決
定

さ

れ

た
職

種

ご

と

の
裁

定

賃

金

(
ア

ワ
ー
ド
)

に
上

積

み
額

(
オ

ー
バ

!

ア

ワ

ー
ド
)

を
加

え
た
金

額

を
支

給

し

て

い
る
。

ブ

ル
ー

カ

ラ

ー

の
年

間
賃

金

額

の
平
均

は
、

日

本

円

に
換

算

す

る
と

二
〇

〇

万

円
台

、

ホ

ワ
イ

ト

カ

ラ

ー
は
、

業

績

や
地

位

に

よ
り

か
な

り
差

が

あ

る

が
、

平
均

す

る
と

三

五
〇

万

円

程
度

で
あ

る
。

残
業

や
休

日
出

勤

の
割

り
増

し
賃

金

は
以

下

で
あ

る
。

平

日

の

残

業

の
割

り
増

し
支

給

率

は
、

三
時

間

ま

で
が

五
〇

%

増

し
、

そ

れ
以
降

は

}
○

○

%

増

し

で
あ

る
。

土

・
日

の
休

日
出

勤

は
、

一

〇

〇

%

増

し

で
あ

る
。

祝

祭

日

の
休

日
出
勤

は
、

一
五
〇

%

増

し

で
あ

る
。

日
本

に
比

較

す

る
と
、

か
な

り
高

い
割

り
増

し
率

で
あ

る
。月
給

を
基

本

と

す

る
従

業

員

は
、

約

五
〇

%

が
管

理
職

で
、

ホ

ワ
イ

ト

カ

ラ

ー
が
中

心

で
あ

る
。

そ

の
多

く

は
、

年

俸

制

を
採

用

し

て

い
る
。

年

俸

額

は
、

業
績

評

価

に
も

と

つ

い

て
本

人

と

上

司

と

の
話

合

い

で
決

定

さ

れ

る
。

㈲

採

用
と

キ

ャ
リ

ア
形

成

採

用

は
、

経

験

者

採

用

が
主

で
、

人

材

派

遣
会

祉

、

新

聞

を
利

用

す

る

ほ

か
、

ロ

コ
ミ

に
よ

る
応
募

も

あ

る
。

選

考

は
、

イ

ン
タ

ビ

ュ
ー
を
重

視

し

て

い
る
。

ま

た
、

選

考

の
際

、

人
種

や
性

別

に

よ

り
差

別

し
な

い
よ
う

平
等

採

用

に
気

を
使

っ
て

い
る
。

大

学

キ

ャ
ン
パ

ス
で

の
採

用

は
少

な

い
。

昨

年

度

は
、

大

学
卒

の
新

卒

採

用

は
、

エ
ン
ジ

ニ
ァ

の
二
名

の
み

で
あ

っ
た
。

65

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

は

、

現

在

、

経

済

不

況

の
時

期

で

あ

り

、

失
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業

率

も
高

い
の

で
、

人
材

の
採

用

は
容

易

な

環

境

に

あ

る
。

ま

た
、

離

職

率

も
、

以

前

に
比

較

し

て
減

っ
て

い
る
。

現

場

の
ブ

ル

ー

カ

ラ

ー

の
キ

ャ
リ

ア

は
、

ほ
と

ん

ど
同

一
カ
テ

ゴ

リ

ー

の
職
種

の

み

で
あ

る
。

社

内

的

に
は
他

の
職

種

に
転

換

す

る

こ
と

は

可
能

だ

が
、

現

実

に
は
、

他

の
カ

テ

ゴ

リ

ー
職

種

へ
の

職

種

転

換

は

難

し

い
。

特

に
、

他

の
組

A
口
に
移

動

せ
ざ

る
を
得

な

い
職

種

転

換

は
な

お

さ
ら

難

し

い
。

ホ

ワ
イ

ト

カ

ラ

ー

の
従

業

員

の
キ

ャ
リ

ア
形

成

は
、

ど

ち

ら

か

と

い
う

と

ぜ
ネ

ラ

リ

ス
ト
指

向

と

い
う

よ

り
専

門

、

ス
ペ

シ

ャ
リ

ス
ト
指

向

で
あ

る
。

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

ク

ラ

ス
で
も
、

ジ

ョ
ブ

ロ
ー

テ

ー

シ

ョ
ン
は
少

な

い
。

最

近

で
は
、

一
部

で
社

内

公
募

制

を
実

施

し

て

い
る
。

㈹

教

育

訓

練

従

業

員

の
教

育

訓

練

は
、

オ

ン

・
ザ

.
ジ

ョ
ブ

.
ト

レ

ー

ニ
ン

グ

が
主

で
あ

る
。

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

で
は
、

給

料

の
約

一
%

を
教

育

訓

練

に
使

う

こ
と

に
な

っ
て

い
る
。

現

地
従

業

員

の
日
本

へ
の
派

遣

は
、

定

期

的

に
行

っ
て

い
る
。

現

在

、

三
名

日

本

に
派

遣

し

て
お

り
、

一
人

は
三
年

目
、

二
人

は

二
年

目

で
あ

る
。

日
本

へ
の
派
遣

期

間

は
、

約

二
～

三
年

間

で
あ

る
。

以
前

、

日
本

に
派

遣

し

た
後

に
、

辞

め

た

ケ

ー

ス
が

あ

っ
た

が
、

こ
れ

か
ら

も

日

本

へ
の
派

遣

制

度

は
続

け

る

つ
も

り

で
あ

る
。

㈹

日
本

人

派

遣

社

員

と

人

の
現

地

化

現

在

、

こ

の
会

社

に
日

本
人

派

遣

社

員

は

三

二
名

、

出

張

社

員

は

6

名

以
上

い
る
。

果

人
派
遣
社
、貝
の
任
期

は
、
技
術
系

で

"

四

年

、

事

務

系

で

五
年

が

一
般

的

で

あ

る
。

人

の
現

地

化

と

い

わ

れ

る

点

に

つ

い

て

み

て

み

よ

う

。

こ

の
会

社

は

、

会

長

(O
げ
巴
「
ヨ

磐

)

が

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

人

、

社

長

(ζ

き

o
σq
ぎ
ぴq
O
①
コ
震

巴
)

は

日

本

人

で

あ

る

。

〉
。摩
ω
一ω
叶
。
嵩
梓
O
。
亭

Φ
H
巴

ζ

餌
轟

αq
興

と

い
う

副

社

長

ク

ラ

ス

に

な

る

と

、

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

人

が

六

二

・
五

%

、

日

本

人

は

三

七

.
五

%

の
割

合

で

あ

る
。

∪
8

費

叶
旨

Φ
暮

ζ

き

鋤
ぴq
霞

と

い
う

部

門

管

理

者

ク

ラ

ス
と

な

る

と

、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
人

七

四
%

、

日

本

人

二

六
%

の
割

合

で

あ

る

。

生

産

部

門

を

統

括

す

る

〉
ω
ω
一ω
㌶

臣

O
Φ
5
臼

巴

竃

螢
亭

簿
σq
巽

は

日

本

人

、

四

つ

の
生

産

事

業

部

の
生

産

事

業

部

長

は

、
永

住

権

を

取

っ
た

日

本

人

一
名

以

外

は
、

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

人

で

あ

る

。特

に
、

人

事

・
労

務

に

つ

い

て
は

、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
人

へ
の

権

限

移

譲

が

進

ん

で

お

り

、

ほ

と

ん

ど

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ァ

人

に
任

せ

て

い

る
。

囚

従

業

員

構

成

従

業

員

の
国

籍

別

構

成

を

見

る

と

、

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

が

四

九

%

、

イ

ギ

リ

ス
が

一
二
%

、

ベ

ト

ナ

ム

三

%

の
順

と

な

っ
て

い

る

。

以

下

、

ス
リ

ラ

ン

カ
、

日

本

、

マ
レ

ー

シ

ア
、

イ

ン
ド

ネ

シ

ア
、

ポ

ー

ラ

ン
ド

、

ニ

ュ
ー
ジ

ー

ラ

ン
ド

、

ユ

ー
ゴ

、

ド

イ

ツ
、

と

な

っ
て

い

る

。

従

業

員

の
国

籍

は

、

約

六

五

か
国

に

わ

た

っ
て

い
る

。

そ

の
た

め

、

英

語

が

で

き

な

い
従

業

員

も

多

く

、

社

内

で
英

語

教
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育

も
行

っ
て

い
る
。

㈲

そ

の

他

各
自

の
仕

事

の
内

容

は
、

職
務

記

述

書

(』
o
び
∪
一。。
o
ユ
黛
δ
コ
)

に
よ

り

明
確

に
な

っ
て

い
る
。

オ

フ

ィ

ス
は
、

大

部

屋

主
義

と

い

う

よ

り

個
室

主

義

で
あ

る
。

個
室

を
持

つ

の

は
、

∪
8

鋤
詳
ヨ
Φ
鼠

]≦
彗

帥
σq
臼

以

上

の
階

層

で

あ

る
。

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

で

は
、

ど

ち

ら

か

と

い
う

と

個

人
主

義

が
強

い
。

年

間

の
離

職
率

は
、

週
給

従

業

員

が

二

二
%

、

月
給

従

業
員

が

一
二
%

で
あ

り
、

全

社

で
は

一
八
%

で
あ

る
。

現

在

、

Q

C
活

動

の
実

施

を
計

画

し

て

い

る
。

提

案

制

度

は
す

で
に
行

っ
て

い
る
。

お
わ
り
に

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ァ

の
企

業

経

営

に

つ

い

て
、

特

に
労
使

関

係

と

日
系

企

業
経

営

を
中

心
と

し

て
論

じ

て
き

た
。

し

か
し
、

著

者

の

専

門

領

域

で
あ

る
国
際

比

較

経
営

学

か
ら
見

る
と
、

オ

;

ス
ト

ラ

リ

ア

の
企

業

経

営
研

究

に
は
本

稿

以

外

に
ま

だ
論

及
す

べ
き
多

く

の
課
題

が
あ

る
。

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
労

使

関

係

の
分

野

に

つ
い

て
は
、

本
稿

で

は
労
働

組

合

の
構

造

、

強

制

仲

裁

制

度

、

賃

金

決

定

シ

ス
テ

ム
を

中

心

に
最

近

ま

で

の
動

向

を
論

じ

て
き

た
。

し

か

し
、

労

使

関

係

に
関

し

て
も

ま

だ
触

れ
な

け

れ
ば

な

ら

な

い
重

要

な
課

題

も

多

い
。

例

え
ば

、

労

使
紛

争
、

特

に

ス
ト

ラ
イ

キ

に

つ
い
て

の
研
究

が
あ

る
。

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
は
、

世

界
的

に
見

て
も

ス
ト

ラ
イ

キ

が
多

い
国

で
あ

る
と

見

ら

れ

や
す

い
が
、

は

た
し

て
現

実

は

ど
う

な

の

で
あ

ろ

う

か
。

統

計

デ

ー
タ

を

も
と

に
、

国
際

比

較

の
視

点

よ
り

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の

ス
ト

ラ
イ

キ

に

つ
い

て
研

究

す

べ
き

で
あ

ろ

う
。

他

の
研

究

課

題

と

し

て
は
、

本

稿

で
も
少

し
触

れ

た

が

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ァ

の
労

使

関
係

改

革

の
動

向

、
特

に
賃

金

決

定

シ

ス
テ

ム

の
改
革

、

ア

ワ
ー
ド

・
リ

ス
ト

ラ

ク

テ

ィ

ン
グ

が
、

将

来

の
オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
経

済

.
経

営

に
と

っ
て
極

め

て
重

要

で
あ

ろ

う
。

こ
の
問

題

は
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
政

治

の
動

向

に
も

か

ら

ん

で

将

来

大

き

な
変

革

が
起

き

る
可

能

性

が

あ

る
。

現

在

の
ホ

ー

ク
を

首

相

と

す

る
労

働

党

政

権

か
ら
、

近

い
将

来
保

守

党

に
政

権

が
移

る
場
合

も
考

え

ら

れ
、

そ

の
際

保

守

党

政

権

が
ど

う

い
う

賃

金

政

策

を
と

る

か

が

こ

の
問
題

の
鍵

と

な

ろ

う
。

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

の
日
系

企
業

経

営

に

つ

い
て

は
、

本
稿

で
は

主

に
製

造

企

業

を
中

心
と

し

て
研

究

し

た
。

し

か
し
、

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

の
日
系

企

業
進

出

の
最

近

の
特

徴

を
見

る
と
、

観

光

・
不

動

産

、

小

売

と

い

っ
た
第

三
次
産

業

の
進

出

が
激

増

し

て

い
る
。

ま

た
、

日
本

企

業

の
資

源

開
発

へ
の
投

資

、

お

よ

び
農

畜

産

分
野

へ
の
進

出

も
増

え

て

い
る
。

こ
の
よ
う

な

現
状

か
ら
、

第

一
次
、

第

三
次

産

業

分

野

へ
の
日
本

企

業

の
進

出

に

つ
い

て
も
研

究

課
題

と
な

ろ

う
。

さ

ら

に
、

最

近

、

日
本

企

業

が

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ァ
企

業

を
買

収

す

る

と

い
う
事

例

が
生

じ

て
き

て

い
る
。

日
本

企

業

の

G7
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オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
企

業

の
企
業

買

収

と

い

っ
た

テ

ー

マ
も
将

来

の

研

究

課

題

で

あ

ろ
う

。

労
使

関

係

や

日
系

企

業

経

営

以

外

に
も

残

さ

れ
た
重

要

な
研

究

課

題

は
多

い
。

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
企

業

経

営

に

つ

い
て
、

本
稿

で

は

ほ
と

ん
ど

言

及

し

な

か

っ
た
。

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

の
大

企
業

に

は
、

金

融

、

資

源
、

小

売

関
連

の
企
業

が
多

く
、

ま

た
公

営

企

業

も
多

い
。

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
企

業

経

営

に

つ

い
て
、

経

営

学

、

産

業

組
織

論

、

公

共

政

策

と

い

っ
た
学

際

的

視

点

か
ら
研

究

す

る

と

い
う

課
題

が
著

者

に
は
残

さ

れ

て

い

る
。

最

近

、

カ

ン
タ

ス
航

空

や

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

ン
航
空

に
代

表

さ

れ

る
よ

う

に
、

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア
政

府

は
公

営

企

業

の
民

営

化

政

策

を
進

め

て
お

り
、

こ

の
動

き

は

注

目

さ

れ
よ

う
。

そ

の
他

、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
人

の
働

く

こ
と

に
対

す

る
意

識

.

価

値

に
対

す

る
研

究

も

残

さ

れ

た
重

要

な

研
究

課

題

で
あ

る
。

日

本

人

の
勤

労

観

と

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
人

の
勤

労
観

と

は

か
な

り

の

相

違

が

あ

る
。

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア
人

は
、

仕

事

だ
け

に
生

き

て

い

る

の

で
は
な

く
、

仕
事

も
家

庭

生

活

と
同

じ

で
生

活

の

一
部

で

あ

る
と
考

え
、

暮

ら

し

に
ゆ
と

り

が
あ

る

よ
う

に
思

わ

れ

る
。

こ
れ

に
対

し

て
、

日
本

人

は
、

経

済

効

率

第

一
主
義

で
、

生

活

の
ゆ

と

り

が
な

い
。

日
太
・経

済

が

こ

こ
ま

で
豊

か

に
な

っ
た
現

在

、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
人

の
生

き
方

に

つ

い
て
日
本

人

も
謙

虚

に
学

ぶ
必

要

が
あ

る

の

で
は
な

い
か
と

思

う
。

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
は
、

ま

だ

二
〇

〇

年

余

り

の
歴
史

し

か
持

た

な

い
若

い
国

家

で
あ

る
。

現

在

、

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア
経

済

は
深
刻

な

問
題

が
山

積

し

て

い
る

が
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

に
は
広

大

な

国

土

と
、

豊

か
な
自

然

、

天

然
資

源

が
あ

る
。

ま

た
多

民

族

国
家

と

し

て

の
ダ

イ

ナ

ミ
ズ

ム
が

あ

る
。

著
者

は
、

こ

の
魅

力

的

な
若

い

国
家

の
実

験

に

つ

い
て
、

こ
れ

か
ら
も

国
際

比

較

経

営

の
視

点

か

ら
研

究

し

て

い
き

た

い
と
考

え

て

い
る
。

(た
ん

の

・
い
さ
お
/

経
営
学
部
助
教
授
)
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